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序 文

県内で唯一の古代山城であります「鞠智城跡」は、律令時代に編纂さ

れた『六国史』にも記載されている非常に貴重な遺跡であります。

熊本県教育委員会では遺跡の重要性に鑑みて、これまでも国庫補助事

業等により 11次にわたる調査を継続的に行なってきましたが、平成 2年

度からは従来の国庫補助の調査に加えて、県の自主事業による遺跡の確

認と整備を目標とした発掘調査を実施することになりました。

今年度は城跡の主要部分と予想、される長者山周辺一帯を広範囲に渡っ

て調査し、多数の倉庫跡と推定される建物跡を確認するなど、大きな成

果をあげる事ができました。

調査の実施にあたりましては、文化庁、専門調査員の先生方から適切

な御指導をいただき、また菊鹿町教育委員会、地元米原地区の皆様など、

多くの方々から御協力を賜りました。ここに厚くお礼申しあげます。

この報告書が鞠智城跡、の国指定に向けての基本資料となれば幸いです。

平成 3年 3月31日

熊本県教育長佐藤幸一



伊j 言

1 発掘調査を実施した遺跡は、熊本県鹿本郡菊鹿町字長者原を中心とする古代山城の

「鞠智城跡J で、熊本県教育庁文化諜が行なった。

2 本報告書には鞠智城跡調査第10次(OB和63年度)ー第12次(平成2年度)の調査結果を

収録した。さらに第9次調査(昭和62年度)も布目瓦のみ取り上げた。

第9次ー第12次調査は文化庁の国康補助事業によるもので、第12攻謂査では、これ

に県の白玉事業が加わった。

3 整理・報告書作成は平成2年度に行なった。出土遺物・資料は熊本県教育庁文化課

で保管している。

4 第10-12次の発掘調査は、大田幸博目西住欣ー郎(丈化財保護主事)、菖蒲和弘・松

尾葉子(嘱託)がその任にあたっだ。

5 発掘調査過程の写真撮影は大田・西住カ吋子ない、整理後の出土遺物の撮影は大田が

行なった。

6 出土遺物の実測は、本山干絵(嘱託)と山下志保氏(熊本大学文学部院生)の協力を得

て大田が担当したが、石器については松舟博満(嘱託)が拐当 Lた。

遺構及ぴ遺物の製図は石工みゆき・溝口真由美(臨時職員)が行なった。

7.本書の執筆は、桑原憲彰(調査第二係長)と適時、相談の上、大田が行なった。また、

第I章第2節の「調査の経緯」及び第V章の'6調査のまとめ」は隈昭志(教育審議員)

古守宣当 Lた。

8.小田富士雄氏(福岡大学文学部教授)から、出土した布目瓦に関する原稿をいただい

たので付論として掲載した。

9 附録の鞠智城跡全体地形図は、第7次調査で航空写真撮影ιより作成した地形図を

原因として使用した。

10 本書に使用した字図と地籍図は菊鹿町役場建設諜からの提供によるものである。

11 出土遺物については、土姉器を中村幸四郎氏ul!鹿市立博物館副館長)、縄文土器

と須恵器を熊本県文化課の島津義昭(参事)、須恵器を松本健郎(調査第係長)、瓦を

鶴嶋俊彦氏(人吉市文化諜主事)から教示を得た。さらに石器の石材については、原田

正史氏(日本地質学会員)から教示を得た。

12 域跡出土の"c年代測定は、京都産業大学理学部の山田 治教授に依頼した。

13 城跡周辺町地名調査については、地元の本田啓介氏と木庭春生氏に御協力をいただ

いた。

14 出土遺物の整理は、仮設の熊本県文化課人吉調査事務所で行なった。

15 本書の編集は大田が、溝口・石工の協力を得て行った。
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第 I章調査の概要

第 1節調査の組織

第10次ー第12次調査(昭和63年度一平成 2年度)

調査主 体 熊本県教育委員会
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第 2節調査の経緯

鞠智城は『続日本紀』文武天皇 2年 (698年)5月の条に初めて記載され、 r三代実録」元慶 3

年 (879年)3月の条を最後に、文献から城名が消え、謎に包まれた城跡であった。

江戸時代以来、その位置について論じられてきたが、本格的に研究が始まったのは昭和に入

ってからである。特に、坂本経尭氏は r米原長者伝説J を伝える米原一帯をしばしば踏査し、

この地が鞠智城跡であるとの見解を発表した。(坂本経尭「鞠智城祉に擬せられる米原遺跡に就

てJ '地歴研究， 10-5昭和12年・坂本経尭「鞠智城考J '日本談義， 51昭和17年)

一方、地元、城北村(現菊鹿町と菊池市の一部)の村長松尾候規氏は昭和13年に城北村史蹟顕

彰会会長となり、鞠智城跡を調査し、標柱を建てて保護顕彰に努めた。

戦後、坂本経尭氏はさらに調査を進め、昭和28年に熊本史学会において「鞠智城跡について」

を発表、昭和31年には滝川政次郎氏らと長者山の礎石列を実測し、昭和33年、熊本日日新聞社

発行の『熊本の歴史J において、鞠智城跡は米原であるとの見解を記載した。

このような状況の中で、昭和33年12月 8日付けで、深迫門礎石(菊池市木野字深迫1907)及ぴ

長者山礎石群(菊鹿町米原字長者原530)について、「伝鞠智城跡」として県指定史跡となった。

このときまでの県指定史跡は、藤尾支石墓群(菊池郡旭志村・昭和34年10月27目指定)1件で

あったが、鞠智城跡と同時に長岩横穴群(山鹿市)など12件が指定されている。従って「伝鞠智

城跡」は指定史跡第 2号となる。

しか Lながら、鞠智城跡に受難の日々が来た。米原一帯の農業構造改善事業と長者山の山林

開発で礎石の 音15が取り除かれるという危機に直面した。

そこで、県教育委員会では昭和42年一44年度(第 1-4次調査)にかけて、乙益重隆氏を調査

団長とする組織でもって発掘調査を実施 Lた。この誠査が本格的な学術調査の始まりである。

との時の調査は、池ノ尾・深迫・堀切の三門礎石、馬こか L ・三枝の石垣、長者山、長者原、

宮野、佐官ドン地区の確認調査及び土塁と切り落しの調査であった。特に宮野地区では 3問×

9聞の瓦を持つ建物礎石、長者原地区では礎石は移動 Lていたが根固め石の検出によって 2間

X4間の建物跡及び多量の焼米を検出することができた。

この間の調査によって鞠智城跡の位置はこの米原台地一帯であることが確認できたため、指

定の名称を昭和51年 8月248付けで「伝鞠智城跡」から「鞠智城跡」に変更した。

第 1-4次の調査は、長い間謎に包まれていた鞠智城の位置を決定することができたという

点で、調査研究史の中で特記すべき時期であったといえよう。

その後、昭和54年度には町道拡幅工事に伴い、上原地区の一部について菊鹿町教育委員会が

発掘調査を実施し、遺構に伴ったものではないが、本遺跡からはじめての軒丸瓦片が検出され、

700年前後の時期と比定されている。この時の調査を第 5次調査と Lた。
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このころ文化庁記念物課から、文献に見える古代山城のほとんどが固指定史跡または特別史

跡となっているが、鞠智城跡はほんの一部が県指定になっているにすぎないので、閏指定へ向

けての本格的調査に取り組むよう指示があった。そこで、昭和田一57年度に国庫補助事業によ

る重要遺跡確認調査を実施することになったo昭和55年度(第 6次調査)に上原地区、 56年度(第

7次調査)に宮野礎石群の全面調査を行ない、宮野礎石群については、昭和田年11月11日付け

で県指定史跡の追加指定を行なった。また、米原台地の地形図がなかったので、昭和57年度に

ー干分のーの地形図を作成すると伴に、これまでの調査成果を報告書として発行 Lた。(島津

義昭他「鞠智城跡」熊本県文化財調査報告第59集 1983年)

その後、文化庁記念物課仲野 浩主任調査官が、昭和58年11月24日及び59年 2月 9日に鞠

智城跡を視察され、さらに継続的調査を実施するよう指示があった。

ちょうどこの時期に熊本県では昭和58年度から「風土記の丘」設置事業を推進中であり、当面

閏指定史跡江田船山古墳を整備するための調査を進めていたため、昭和61年度から再度調査に

耳兄り最畳むこととなった。

先ず、 61年度(第 B次調査)は57年度実施の地形図が台地上に限られていたため、台地の裾部

までの補足測量図を作成し、 62年度(第 9次調査)から本格的に再開した。

62年度は長者山(米原長者御金蔵跡と伝えられる地区)の墓地とその周辺一帯を調査し、墓地

内に少なくとも 6棟、の礎石をもっ建物跡を確認した。しかも建物跡のほとんどから炭化米と炭

化木材を検出し、この一帯に籾を備蓄した倉庫群があった事が確認できた。

昭和63年度(第10次調査)から宮野礎石群に続く北西側及び少監ドン地区について、全面的な

調査を開始した。前者では、中心部に礎石を持ち、周辺には掘立柱の庇を持つ建物跡(1棟)を、

後者では、掘立柱の建物跡(1棟)を検出 Lた。この年の調査までは礎石をもっ建物についての

み注目してきたところであったが、掘立柱の建物が存在することを確認できた点で、調査方法

に対する画期的な年といえる。

平成元年度は宮野地区を集中的に調査対象とし、掘立柱建物跡 3棟、礎石建物跡 2棟、さら

に鞠智域以前の竪穴住居跡、掘立柱住居跡を確認した。

この時期、佐賀県の吉野ケ里遺跡が連日報道され、全国的に注目を浴びていた。ちょうど次

年度の予算編成時期が大詰めの12月7日、細川護烈県知事から教育委員会に対し、本県にとっ

て超目玉の遺跡、発掘成果の予測できる遺跡はないかとの指示があった。文化課としては鞠智

城跡も含めて可能性のある遺跡のリストを提出し、特別調査費と Lて 1千万円の予算案を計上

する事ができた。翌平成 2年 3月 8日、鞠智城跡の調査指導をお願い Lていた乙益重隆、原口

長之、田辺哲夫の各先生方に特別調査費の件を相談したところ、熊本県では鞠智城跡以外には

ないとの、いわゆるお墨付きをいただいた。また、乙益先生からは、鞠智城跡を理解してもら

うのはなかなか難しいので、早急に手軽な附子を作成するようアドパイスがあり、ただちに発
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行することにした。(大田幸博他「鞠智城跡」熊本県文化財調査概報平成2年6月l日)

このように Lて従来の国庫補助事業とは別枠で 1千万円の調査費をもって、鞠智城跡の国指

定に向けての読査に取り組む事ができるようになったのである。

しかLながら残念な事に、第 1次調査以来、鞠智城跡の調査及ぴ指導をお願いしていた乙益

重際先生が今年 3月2日に御逝去になった。先生の意志を受け継いで、国指定へ向けた調査を、

さらに進行しなければならない。乙益先生の御箕福を心から祈りたい。

〔隈昭志]

第 3節鞠智城の歴史

①域廃

鞠智城のことがはじめて史上の記事に見えるのは、『続日本紀」文武天皇 2年 (698年)5月の

条に「申申、大宰府をして大野・基捧・鞠智の三城を繕ひ治めしむ」とあるのが最初である。

当時この城は大宰府の北の備えとして設けられた大野城と、西南方の備えとして設けられた碁

嬉城とともに、南の備えとして特に重要な施設であった事が伺われる o これより先に大野、基

磐城の築城については r日本書紀』天智天臭 4年 (665年)秋 8月の条に、百済の王族出身でかつ、
治〈らいふ〈りゅう しひムくお

祖国を失い日本に亡命して来た逮率憶礼福留・同四比福夫をして筑紫国において大野およぴ橡

(基弊)の二城を築地、しめたことがみえる。故にこれらのこ城とともに、 33年後になって繕治せ

Lめる必要を生じた鞠智峨も、大野 基擦の二城と相前後した頃築かれたことが伺われる o

『日本書紀」によると西膝7世紀の中頃は、我国にとって内憂外患、多事多難な時代であっ

た。すなわち645年孝徳天皇の大化元年には大化改新が行なわれ、その国内整備も整わないの

に朝鮮半島では、つぎつぎに重大な事態が生じた。そして天智天皇 2年 (663年)には、百済救
は〈すきのえ

援のため出兵していた日本の水軍と、唐の水軍が今の韓国忠清道錦江の河口にあった白村江に

おいて激戦し、ついに日本は敗北 L、百済は滅亡するにいたった。このような国防上の急に備

えて日本の各地には、多くの防塞施設が設けられた。まず天智天皇 3年には対馬・壱岐 筑紫

閣に防人と蜂を置き、筑紫に水城が築かれた。ついでその翌年には長門国に城が築かれ、大野・
ゃれの〈仁 さぬきの"ー

橡城が築かれたことは既に述べた通りである。さらに同 6年には倭固に高安城を、讃吉田山田

郡に庭向島城を、対馬固に金田城が築かれた。このような情勢下にあって鞠智域も築かれたので

ある。

鞠智城はどこに築かれたのか『日本書紀」にも「続日本紀J にも明らかでない。しかし、後

に述べるように平安時代になって、史上の記録に散見する菊池城が肥後回にあったことと、こ

こに述べる鹿本郡菊鹿町米原を中心とする遺構を考える時、それがこの地にあヮたことは疑念
わ"うるも Uゆしよう

の余地がない。特に鞠智はククチと読まれ、平安初期に編纂された『倭名類要員紗』によると、

肥後国菊池は久々知と呼ばれた。故によ古の終わり頃まで鞠智と書かれたのが、奈良時代にな

4 



って二字好字佳名の原則から、菊池と書かれるようになったことは推察に難くない。

菊池城は平安時代になるといろいろと不吉な事件が起こった。まず、 r文徳実録』によると

天安 2年 (858年)筒 2月「丙辰、肥後国言す、菊池城院の兵庫の鼓自ら鳴る」という奇怪な事

件がおこった。そして「丁巳、又鳴る」とみえ、相次いで不可解な事件が重なっている。当時

の菊池城院が現存する遺構のどこに比定しうるか明らかでないが、今後の研究諜題として注目

される。さらに大宰府の言上した報告ピよると、問年 5月 1日「肥後国菊池城院の兵庫の鼓自

ら鳴る」という三度目の怪事件がおこっているo そしてこれらの事件があたかも前兆をなすか

のように「同城の不動倉十一宇火く J という記事をみるのである。おそらく今回調査の行なわ

れた米原部洛の南側、通称長者原の一帯から出土する焼け瓦と火にかかった礎石、焼け米は、

その時の火災を物語るものであろう。

さらに『三代実録』元慶 3年 (879年)3月16日丙午の条によると「肥後国菊池郡城院の兵庫の

戸自ら鳴る」という記事が見える o この場合のr菊池郡城院Jはーに「菊池郡城境」とも「菊池郡城

院」とも見えるが、おそらく菊池城践のことにはかわりなかろう。とにかくこうした一連の不

吉な事件が相次いだ後、菊池城のことは永遠に史上から消えて Lまうのである。そして城の所

在地はもちろん、遺跡、遺構さえもわからないまでに忘れさられてしまったo そして城のこと

が再ぴ問題視され、考証されるようになるのは江戸時代後期以降のことである。〔乙益重隆]

*①の城歴の項につき、「鞠智城跡』熊本県文化財調査報告第59集 1983年第E章を再録

群烏数百 〔参例考 B後菊園池E 
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第1図頭日本古代山城分布図

番号 名 称 f瞳 別 旧国名 所 在 地 標高 (m) 全長 (km)

1 金 田 域 朝鮮式山輔 対島 長崎県下県郡美島町域山 275 2.0 

2 雷 山 千中 龍 石 筑前 福岡県糸島郡前原町 400 2.3 

3 鹿 毛 馬 手申 青巨 石 ク 。 嘉穂郡頴田町 50~80 2.2 

4 杷 木 神 龍 石 。 。 朝宜郡杷木町 150-245 2.25 

5 大 野 域 朝鮮式山城 。 。 太宰府市・その他 410 8.65 

6 高 良 山 神 龍 石 筑説 ク 久留米市制井町 312 2.8 

7 女 Ul 神 龍 石 。 。 山門郡瀬高町 200 2.9-3.0 

8 櫛所カ在 ネ中 龍 石 豊前 。行橋市他 250 3.0 

9 菅 R壊 ιI 手足中 骨量 石 肥前 佐賀県佐賀市久県良 278.1 2.4 

10 おっぱ山 神 龍 石 。 。 武雄市橘町 66.1 1咽87

11 基 障 地 朝鮮式山域 イシ 。 三善基郡基山町 414 3.9 

12 鞠 智 域 朝鮮武山城 肥韓 熊本県鹿材嫡鹿町・荊i油市 160 5 

13 長 門 城 (未 発 見) 長門 山口県(推定)

14 石 義主 は! 子中 告主 石 周防 。 熊毛郡大和村 359.7 2.53 

15 官 域 (比定地未確認) 備桂 広島県芦品郡新市町常 500 3 

16 表 木 (比定地未確認) 。 φ 福山市蔵王町 226 

17 鬼 域 千中 龍 石 j布中 岡山県総社市奥坂 400 2.5 

18 大廻小廻 手中 龍 石 情前 ク 岡山市草加部 198.8 3.0 

19 域 仕l 神 龍 石 讃岐 香川県坂出市西住町。他 462 4.0 

20 屋 島 揖 朝鮮式山地 ， 。 高松市屋敷

21 高 安 1域 朝鮮式山城 河内 大阪府八尾市高安城 438-488 

第 1表西日本古代山城一覧表

*参考文献。躍井功・亀井明確 『阿都大宰府j N H Kブックス277 昭和田年 3月

*小田富士雄氏[福岡大学文学部 教授]より指導を受けた。
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第 4節遺跡の位置
よなlまる きくち

鞠智城の中心地l土、米原長者伝説の地で知られる米原台地上(南側、菊池平野との比高差は
ちょうじゃやま

約100m)に位置する。国土地理院発行の 2万5000分の l地形図「菊池」によると長者山の位置

は、図幅北からO.5cm、商から14.1cmの所にある。
はざま きの うて"

菊池日!の支流である迫関川と木野川に挟まれた台台地の基部にあたるこの一帯は、標高100

mから最高168mに達する台地であるが、厨辺の地形が標高70-80mに及ぶので、丘陵下にあ

たる南側を除けば全体的に広い高台という感じになる。
さかん

i成の内郭は周囲を迫地と谷に固まれた米原台地が考えられる。現在も、米原には佐官ドン・
すず がコしよ ちようじゃやま ちょうUやばる やぐら いわ まつりやしき しよヲげん

涼みケ御所・長者山・長者原・矢倉・岩くら・紀屋敷・少監ドン等の日くありげな地名が数多

く安莞っている。

内郭線の径は東西1.6km・南北1.3kmである(狭域説)。そして、これらを取り巻くように西は
ずコうきの~')?とく きんがしら

頭合・木野・立徳の低山ラインがあり、これより北から東へは金頭に端を発する連峰を経て、
Iまりきり

南は堀切集落の断崖線へ続く大きな馬蹄形をした自然、地形があり、これを外郭線(広域説)と見

なす向きがある。しかし、これについては最大直径3.6km・周囲12kmにも及び、余りにも広大

第 2図鞠智城跡位置図

- 7 ー
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なものとな るので、天然の要害をそのまま利用したと見るのが一般的な考えである。

いり お ほりきり ふかさこ

現在、内・外郭線の南側 3箇 所 ( 池 の 尾・堀切・深迫)に河礎石が残っている。

番号 ，童 跡 名 番号 遺 跡 名 番号 遣 跡 名

1 調字 回 成 遣 跡 21 千 年 山 古 1貰 41 炉守 局 古 墳

2 揚の口横穴墓昨 22 穂 塚 古 墳 42 1じ 上 原 古 墳

3 茶 臼 山 古 境 z3 山 の 井 古 墳 43 瀬 戸 口 横 穴 墓 群

4 小 附 塚 古 墳 24 書E 崎 古 '1I 44 台 古 壇

5 笹 本 遺 跡 25 儀 平 I~ 古 墳 45 うてな方形周溝墳

6 坂 東 石 棺 26 大 塚 古 墳 46 樋之口 (B)措穴墓群

7 原 古5 石 拍 27 長 谷 古 墳 群 47 山田耕迫樋之口 (A)描穴墓群

8 高 橋神社裏遺跡 28 四道田横穴墓群 48 井樋普・大井戸樋横穴墓群

9 ノト 町 塚 遺 跡 29 日 捜横穴 墓群 49 袈聾尾丸山古墳

10 津袋 大塚 遺 爾: 30 A 山 石 相 群 50 袈裟尾高塚宵墳

11 津袋 大塚古墳 31 暁 の 内 古 墳 51 袈裟隠茶臼塚古墳

12 御霊 隠 穴 古墳 32 陣 の 釜 古 墳 52 早 i馬 塚 古 墳

13 間 霊 塚 t; 墳 33 坂本さんの基(参考) 53 十 蓮 寺 石 棺

14 津袋寺村遣 跡 34 スズメの迫横穴群 54 十 五 社宮古墳

15 五 社 宮 古 墳 35 銭亀塚肯墳 群 55 十 韮 寺 出 寺

16 頂寧 墓地 石 棺 36 尾 迫 古 墳 56 山 自晴 肯 墳

17 頂 考記 古 境 37 灰 塚 t; 墳 57 正 観 寺礎石 も守

18 平 原 毛抜 古 墳 38 立徳鬼の竃古 1貫 58 東 福 戸、r 遣 跡

19 朱 塚 古 墳 39 費 金 境 古 墳

20 立 山 石 相 40 主須 {t 古 墳

第 2表周辺遺跡一覧表

第 5節鞠智城調査・研究の変遷

( 1 )研 究略史
*熊本県文化財謝査報告第59集『鞠智域跡』より要約した。

時代 研究者 丈 献 内 容 その地

渋谷公正 r菊池風土記』
『丈梧実lluの「天安一年菊池郡不動倉十 字火」との記

事を米原村長者屋敷に擬している。

「菊池町初代則隆以来の脂域となった深川の菊の域は、

八木田桃水 『挑元問答』
鞠智域の旧跡を取りしつらひて居域左したとも考えられる

江戸捷期 が、城家の居城であった木庭村も鞠智城の旧跡か」左述べ

ている。

深JII説を杏と Lて、鞠智域は兵庫や不動倉などを持って

『肥韓国詰』 いる官地であるので、隈府、水島、米原の一帯にわたる広

大な地墳を市むるものであろうとみている。

明 4古 吉田東官I 『大日本地名辞脅』
「鞠智雄を辺地の肥般国菊池郡に求めるのは、大野城を

豊能国大野郡に求めるのと同じである」と実っている。

「米原の要害こそ続日本紀士武天皇 年五月、大野、基

捧域左共に繕治された鞠智城跡であろう o礎石町並ぶ山、

H再 手E 中島秀雄 大阪毎日新開 多くの礎石がII~ た畑、焦米が層をな Lて埋まっている畑、

涼みケ卸所、烏ケ城、ンャカンドン、紀屋敷、宮床、馬洗

端、長者井なとeの地名がある」左報じている。

第 3表研究略史(1)
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時代 研究者 文 献 内 容 ・ その{由

葉韓域跡を踏査して米原における遺構と比較し、基鼎域

控本池暦闇究会
跡の研究者久保山善映氏や松尾禎作氏等も米原遺構を踏査

して「長者の的1:1jは朝鮮式山拙の域門礎である事を確かめ

マ九ー。

昭和12年 坂本経嘉 r池暦冊究第10掴z革5号 「鞠智域社』こ擬せられる米原遺跡に就て」を発表。

「鞠智域考」を尭表。鞠智域の文献を集録してtt桔を考え、

米原高台に畳る東、南、西の城門礎、水門礎、長者山の礎

石間尺、土塁線などは朝鮮式山地の規模に類し、生米の多

量の埋没は天安二年不動倉十 字火くの史実を物語り、と

昭和17年 『日本訣義』通巻日号 くに土塁線は自然J主主艮を利用して外側を切り落し、鞍部に

のみ盛土した状態に注意し、さらに土塁線は米原台地周辺

だけでなく、これを内郭として塁線は頭合より木野丘陵を

北に葺って拙北の替をいただく外郭を形成することに注目

Lた。

昭和13年 松尾健規
城北村里蹟顕彰会会長となり、鞠神地跡を調査し、標木

を建てて保護顕彰につ左めた。

昭和田年
鏡山猛 10月、大宰府、大野雄、基長孝雄の謝査の一連と Lて「鞠

九州文化器自研究所 智域の調査保設計画」をたてて県に陳情したが、実現せれ

塩本経書 11月、熊本史学会で「鞠智城跡についてJを尭表。

昭和31年
滝川政次郎 8月、米原帯の遺構を調査L、特に長者山の礎石列を

苦悩故北調査団 実測した。

島田正郎
8月、菊池市において「高句麗国内城と鞠智域」について

講演した。

昭和33年 坂本経嘉
『熊本の歴虫』 9月、鞠智城跡を米原に求めて畳載Lた。

熊本日日新聞社発行

昭和34年 臨本県教育委員会
12月、「史跡伝鞠智域跡」として長者山礎石群、揮迫門

礎石を県史跡に指定。

第 4表研究略史(2)

(2 )近年の調査の変遷
*熊本県文化財調査報告第59集 r鞠智城跡』より要約した

年 度 制 査 調査主体 調査内容・ その他

鞠智城調査団 米原台地の水田1"工事(農業構造改善事業)及ぴ、長者山

昭和42年度 第 1. 2次 調 査 指 導 鏡 山 猛 の山林開墾に伴う緊急調査。

調査団長 乙益重隆

昭和43年度 第 3 次 ク " 
昭和44年度 第 4 次 " 

宮野礎石の露出、長者原礎石群の全面露出。

長者山の制量を lrなう。

昭和51年度 熊本県教育委員会 8月24日付けで、名称を「鞠智城跡」と改称。

昭和54年度 第 5 次 菊鹿町教育委員会
町道(稗方一立徳棟)拡幅工事に伴う事前調査。

軒丸瓦片が出土。

文化庁国庫補助事業。

第 6次では上原地区の発掘。

昭和55年度 事 6. 7次 熊本県教育委員会 第 7次では吉野礎石群の全面露出。(昭和56年11月11日

付けで県史跡に追加指定。)

調査結果熊本県文化財調査報告第59集 E鞠智雄跡』

文化庁間庫補助事業。

昭和51
第8. 9次 熊本県教育委員会

第8次では航空蝿影による米原地区の地形図作成作業。

62年度 第9次では長者山礎石群調査。多量の炭化米と瓦が出土

しえこ。

昭和63年度
第10・11次 熊本県教育委員会

文化庁国庫補助事業。

平成元年度 百[野礎石群周辺及び少監ドン地域の調査。

平成 2年度 第 12次 熊本県教育委員会
士化庁国庫補助事業。

県の自主事業による重要遺跡確認調査。

第 5表調査一覧表
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( 3 )鞠智城の主たる遺構

1 .門礎石
*熊本県文化財調査報告第59集「鞠智城跡』より要約した

名 称 位 置 岩骨大きさ 6平副形状 調 査 結 果 輔 考

北方から南下する木野・頭 -花岡岩 原位置から北両方向へ10m位移 〔ほぞ穴〕

池ノ尾
合の丘陵韓親が方向を変えて '長軸 1.43m 動しているものと思われる。 直笹17cm'揮さ14cmo

酉に屈行する変換な(浅い谷 -短軸 1.15m 対応する門礎石は発見できず。 内面は磨滅して平滑。

の谷頭)にある。 'ø~型 ほぞ穴あり。 底面に鉄錆が残る。

限府黒蛭方面から域内』こ 。巨大な花岡岩。 木野神社石段下の礎石と同 世 [ほぞ穴}

通じる重要な通路の一つに堀 事長軸 2守 66m 体である。 直佳16cm' 深さ 15~

明箇所があり、そこに門礎石 '短軸 1.84m この礎石にもほぞ火あり。 底佳10叩

堀切
がある。 (最大幅) 内壁に鉄錆が残る。

初め、崖に立てかけてあっ '厚さ 20~50叩

て、般に現位置に置かれたと -長方形の変形。

いうが、はっきりしをい。 -表面は削平され

て平I骨。

鞠智域の全体から見れば、 -自大な花両岩。 対応する門礎石の抜き取り穴を 〔ほぞ穴〕

東南の位置。 ー長軸 2.68m 確認。 ( 2段に扶られ、完全な同

「長者どんの的石」と呼ばれ ー短軸 2.26m 「内開」の門扉を推定させる。 心|司になっていない。)

探迫 る門礎石が谷頭付近の畑地崖 -厚さ 8恥m 背後の崖上から転落したとも言 長佳20cm'担笹18四

面にあり、半ば聞斜の状態』こ -上而は加工の痕 われるが、門礎石に多少の開斜は i栄さ 14c皿

ある。 跡、がないものの、 あっても、原位震に近い位置にあ

概ね平滑面。 ると考えられている G

第 6表門礎石一覧表
*円礎石の位置は第10図を参照。

木野神杜門礎石

汁合する

池ノ尾門唖石

対越ぶ機感機~'"、刊

O 

堀切門礎石

。
*熊本県文化財鏑査報告第59集 K鞠智城跡」よりFig.3、5、6、8を再トレースしたもの。

第 4図門礎石実測函

11 



2.右 塁
*熊本県文化財調査報告第59集『鞠智城跡』より要約した。

名称 位 置 形 ;R 規 模

探迫門礎石から米原に通じる、馬の背の様な 長さ 6.6m、両さ 4.3m分を確認できる。(第一次調査時)

i馬こか L
通路。 石材は凝灰岩。

通路の東壁に石垣が積まれている o 長さ 30~60clll 厚さ1O~30cmの切り石を、ほとんど水平に
の石垣 積み上げてある。すき間に小石が詰め込まれている。

*通路の西壁に石垣は無く、急傾斜の崖商となっている。

米原と謹t~~荏及びゴ守護方桶とを結ぶ野肯の 長さ 8.30m、高さ4.30且'0
通路。 中央部の間斜は約75度。

み三う枝えだ 通路の南壁に石垣が積まれている。 石材は凝灰岩。

大きさ 50cmX70四の切り石を用い、 15-20段積まれているι

の石垣 すき閣は断面の平らな石材で補強してある。

*北壁には石垣が無い。但し、基部に限り数段の石垣が築

かれている o

第 7表 石塁一覧表
*石垣の位置は第10図を参照。

*熊本県文化調綱賓報告第50集 r鞠智被飾』より

F唱 10を再トレースしたもの白 馬こかしの石寝
O 
L 

3m 

*熊本県文化財閥査報告第四集 r鞠智城跡」より
F噂 12を再トレースしたもの。 三植の石垣

第 5図石塁実測図

12 
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3.礎石遺構
*熊本県文化財調査報告第59集『鞠智城跡』より要約 Lた

名称 位 置 音対 査 結 果

米棟集落の南西500m先』こある 墓所地区lこは少なくとも 6棟の建物が存在したことが判明。

長者山
小山で、台地の西縁にあたる。 2轍についてはプランが確認できる。向、 1棟分は 3間X3間の正方形

礎石群
'g野礎石との比高差は約10m。 プランで、地方北聞の礎石列は南北 7尺・束両 7R 5寸の柱間間隔である。

東側半分は墓所、西側半分は削 牛舎敷地を合める左 10棟前後の建物があった事が考えられる。

平されて牛舎となっている。 民化米と民化木材が出オする。

不動倉
長者即、の東冊中央部。 4個の礎石と礎石を抜いた痕の環状に並ぶ根石により、 4問2面のプフ

礎石群
〆(東西6，5尺南北5.5尺)を布する礎石建築祉がある事が切る。

建築j止は火災にあっている事も判明。

米原集落の西融から北へ伸びる 〔礎石]

峠の最北端部に残る地名。 的10m幅の平坦地から11個の礎石を検出。

恒 L、原位置を留めるものは皆無。根石や礎石抜き取り穴も検11¥されず。

佐官ドン
〔土塁〕

自然の尾根を加工して造られたものと思われる。
礎石群

尾繊の外側を切り落と Lたり、土盛りをしている事が判明。

*土塁については松尾神社の東棚の尾根、外郭と見られる頭合の

南東部の谷頭、さらに苔頭から堀切に主る線など、佐官ドンを含

めて合計19カ所が計制調査されている。

長者山の東側裾部にあたる。 梁行 3問、桁行 9聞の建物で東西 4列、南北10刊分の礎石列を検出。

吉野 杭聞は東西8.5尺、南北 8尺の間隔を有ナる。

礎石群 長倉の跡と考えられ、建物の凹方に構が巡る。

出土 Lた須恵器は 7世紀第四半期仁あたると考えられる。

*礎石遺構広位置は第10凶を参照。

A
4土
|

第 6図 長者山礎石群実測図
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第10図鞠智城跡周辺地形図
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第E章調査の成果

第 1節遺構の概要

①平成 2年度の調査(第12次調査)は、長者山の東側裾部一帯における水田や畑地を借地して、

計 8箇所に調査区を設'走した O

しかるに、平成元年度の調査区(第11次調査)の 2箇所についても継続調査を行ったので、調

査区の名称は西暦年号の末尾を使用して89-1，11区、 90-ill-X区と Lた。

なお、本報告書ではこれらに加えて昭和63年度の調査区(第10次調査)の少監ドン地区を、 88

Xl区として取り扱っている。

② 90-VII・咽区の調査区については、昭和63年度に調査したものを再度調査Lたものである。

①すべての調査区は地山(ローム層土)もしくは、その直上部分まで撹乱状態にあった。 90

v.V]区では、その層厚が2m近くにも及んだ。従って、大方の遺構は地山及びその直上の土

層(黒色土)で検出 Lた。

④検出した遺構の中で、鞠智城跡に関連のあるものは倉庫跡と思われる建築士止で、内訳は掘

立柱建築杜15棟、礎石建物 1棟(地業土のみ)、礎石と掘立柱併用建築技 2棟であった。

①鞠智城跡以前の遺構としては 4世紀初頭と 6世紀末の竪穴住居祉が検出された。住居祉は

計18箇所を数えたが、これらのものは後世の耕作等で上位部分を削り取られ、ほとんど床面の

みのわ責出であった。

⑥鞠智城跡に関連する遺物としては、須恵器・土師器・布目瓦があった。それ以前のものとして、

縄文晩期の土器や石器が多量に出土した。なお、 88-XI区を中心に中世遺物の出土も見た。

⑦遺構実測にあたっては、調査区全域に 1m間隔のメッシュを組んだが、基点杭は宮野礎石

建築士止(県指定史跡箇所)に残Lている。

⑧遺構の埋め戻しには白砂を使用した。

③これらの調査に加えて、米原台地及びその周辺域を徹底踏査し、城域の確定作業を行った。

さらに、中世期の金石文の調査も合わせて実施した。(金石文の調査結果は平成4年度の報告

書に記載の予定である。)

第 2節 89-1区

北西側で宮野礎石建築祉に接L、長軸が東西向きの調査区である。長軸は北側で23m、南側

では29.5mを測り、短軸は東西両側とも 16.5mを測る。

標高は調査区の西側寄りで144.9m、東端で144mを示す。西側から東側への緩傾斜地で両端

は0.9mの比高がある。

調査区では E層土(褐灰色土と灰黒色土の混合土)が遺物包含層で、須恵器、土師器の他、縄

文晩期の土器が出土した。しかし、鞠智城跡関連の遺構は 4号建築主1:の北端部を検出 Lた程度

25 



であった。

第 3節 89-H区

東西に細長い調査区で、 89-1区と 90-ill区とに挟まれている。長軸は北側46m、南側52m

で、短軸は東側18.5m、西側10.5皿を測る。

標高は調査区の西端で143m、東端で142.25mを示す。地形の傾斜は長者山裾部寄りの幅16

mの範囲に顕著である外(O.5mの比高)は、東端部を徐きほとんど平地に近い。

調査区の土層は、 89-1区でも記したように、 E層と亜層に遺物包含層がある。遺構はN層

(褐色ローム層土と灰黒色土の混入土)から検出された。

第4節 9o-m区

長軸は北側52m、南側54mで、短軸は東側 9m、西側13.5mを測る。西側寄りでは後世、長

者山の裾部を削平して耕作地がつくられている事が明らかである。地形の傾斜度合は南縁が丘

陵端であるので、調査区の中央から南側にかけて一部が白地の状態となる。

調査区の土層は表土の下が地山(ローム層土)である。

第 5節 90-N区

長者山の裾部にあって、東下に宮野礎石建築祉と接する調査区である。中世城跡でいえば腰

曲輸に該当する所で、南北の長軸は20m、東西の短軸は1O.5mを測る。

調査区からは宮野礎石建築祉に関連して、地山整形(傾斜地の地山をカットして平らにした

もの)の跡が検出された。調査区の土層は表土の下が地山(ローム層土)である。

b 
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1号建築士止

桁行方向 N64
0

Eで、 3間X 5間の総柱の掘立柱建築挫である。梁行4.5m (15尺)、桁行10m

(33.3尺)の大きさで、柱間は梁行が1.5m (5尺)、桁行が 2m (6.7尺)を測る。

掘形の平面形は円形状ゃ楕円形状のものがあり、パラついている。最大のものは P3で、楕

円形を呈し、長戦124cm、短軸104cmを測る。最小のものは P 2で、方形に近く、一辺が80cmで

ある。

柱穴は直径30~40cmであるが、 P 15のみ柱穴の確認が困難であったo

P 5 ・P18には、柱抜き取り穴が認められた。 P13・P24は柱穴にあたる部分が特に直径50

~60cm と大きい事から、柱を前後左右に動かして抜き取った可能性がある。

P 1を四分割したが、掘形の深さは35cmであった。埋土は!天黒色土を主とするもの(黄褐色

土との混入土)であるが、大まかに 5層に分層できる。但し、版築の度合は低い。

この建築祉は 6世紀末の竪穴住居祉(④号住居並)を切っている。

掘形トo 平面形 長軸(，岡) 短軸(咽) 柱穴直径(cm) 備 考

1 *方 形 9 5 8 5 3 5 

2 方 形 80 80 3 0 3 5 柱穴の形状がやや歪。

3 楕円形 1 2 4 1 0 4 3 0 

4 jlJ 形 1 0 0 9 5 3 0 

5 楕円形 / 1 0 0 / 55X75岨の柱抜き取り穴。

6 / / / 3 0 約 1/ 2が未掘。

7 円 形 9 0 9 0 3 0 

8 *Ji :Jf~ 90 8 5 3 5 

9 円 形 1 0 5 1 0 8 3 0 

10 楕円野 1 1 0 8 0 3 5 4 0 

11 楕円形 90 8 0 35 -40 

12 *Ji 形 1 0 5 9 5 3 5 

13 *円 形 1 0 5 9 5 5 0 

14 *方 形 8 5 8 0 40 

15 楕円形 1 0 5 8 0 (2 5) 住穴の確認が照難。

16 *方 形 1 0 5 9 5 3 0 

17 円 形 100 9 5 3 0 

18 / / 9 0 3 0 75XI05cmの柱抜き取り穴。

19 円 形 9 0 9 0 3 0 

20 *方 1[~ 9 0 80 2 5 

21 *方 形 80 7 5 3 0 

22 楕円形 1 1 5 8 0 3 5 4 5 

23 指円形 1 00 8 0 4 5 

24 楕円形 1 0 0 9 0 6 0 

*方形方形に近い。*円形円形に近い。( ) 計測可能植。

第10表 1号建築祉掘形計測表

2号建築祉

桁行方向 N700Eで、 l間X 3聞の小型の掘立柱建築祉である。梁行2.4m(8尺)、桁行4.2m

(14尺)の大きさで、桁行の柱聞は1.4 m (5尺)を測る。

掘形の平蘭形は、ほぽ方形で統ーされる。最大のものは P28で、長軸95cm、短軸90叩を祖IJる。

最小のものは P25で、 1辺が75閣である。

29 



P 26のみが直径35cmの正円形柱穴は直径30~45cmであるが、形状は全体的にやや歪である。

やや千鳥の並びとなる。となる。柱筋は梁行方向で、

P 25を四分割したが、掘形の深さは35倒であった。埋土は灰黒色土を主とするが、版築の度

合は 1号建築社よりもさらに低く、大まかに 4層に分層できる程度にすぎない。柱穴は掘形床

面のローム層土に食い込んでいた。

掘形No 平面形 長輸(岨) 短軸(叩) 柱穴直径(四) 惜 1[;矛

25 ン町 形 7 5 7 5 3 5 ~ 45 柱穴は摘形の屑部に接ナる。

26 方 形 80 7 5 3 5 

27 Jj 形 8 0 7 5 40-50 

28 方 理〆 9 5 9 0 4 5 5 0 

29 万 形 9 5 80 40 4 5 

30 方 責多 8 5 7 5 35-40 柱穴は掘形の肩部に接する。

31 方 形 9 0 7 5 4 0 
32 方 形 9 0 8 0 3 0 

ククγ~ー~ゥB
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1号・ 2号建築士止実測図

3号建築地

2間X3間の大型の掘立柱建築挫である。側柱のみで中柱が無く、梁桁行方向 N20'Wで、

行6m(20尺)、桁行 9m (30尺)の大きさで、柱問は梁行・桁行ともに 3m (10尺)を測る。

掘形の平面形は、ほぽ方形であるが、円形に近いもの (P41・P42)もある。最大のものは P

39で長軸1. 5m 、短軸1.3m を祖~る。最小のものは P41 と P42で、長軸1l0cm、短軸100cmである。

柱穴は直径35~40cmであるが、角隅柱となる P 33とP38の柱穴は40~50cm とやや大きい。

もしくは左右に動かして抜これについては柱を前後、

30 

P 35は45~60cmの大きさである所から、



き取った可能性がある。

P 36を二分識したが、掘形の深きは50cm前後であったo この掘形の柱穴は直径40cmであるが、

二重になっており、外枠を直径60cmの柱穴状のものが同心円状に巡る。上面から見る限り、外

枠部分(幅10cm)は模状に10分割され、根巻き工法の様な感じであるが、掘形の土層断面図から

はその様子が余り伺えない。

柱穴は掘形床面のローム層土に食い込んでいるが、柱の先端部と接するローム層土部分は、

上部からの重みでガチガチに硬化している。

掘形埋土は、灰黄褐色土・黄褐色土・灰黒色土・灰黒褐色土の版築土から成っている。版築

の度合は普通である。埋土からは 7世紀中葉の須恵器杯身(160)が出土 Lた。

この建築祉は西側梁行で、 4号礎石建築祉の東側掘り込み地業土を切っている。 3号建築主上

と4号建築士j止の桁行方向は同一方位にあるので、両建物は相前後して建て直されたものと忠わ

れる。
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第20図 3号建築祉実測図

掘'Jf~No 平街 Jf3 長軸(四) 短靴(叩) 柱穴直控(cm) 晴 考

33 方 形 1 2 5 1 1 5 5 0 

34 方 % 1 3 0 1 1 5 3 5 

35 方 形 1 1 5 1 0 0 45-60 

36 方 形 120 1 0 5 4 0 須恵器均二身(160)I:IU:。
37 方 尭手 1 2 0 1 1 0 3 5 

38 方 形 1 4 0 1 1 5 4 5 5 0 

39 方 主主 150 1 3 0 4 0 

40 方 形 1 3 0 1 2 5 3 5 

41 *円 % 1 1 0 1 0 0 3 5 

42 *円 王手 1 1 0 1 0 0 3 5 

*円形円形に近い。

第12表 3号建築枇掘形計測表
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4号建築祉(掘り込み地業祉)

桁行方向 N20"Wで、平面プランが長方形を呈する掘り込み地業が検出された。地業の範囲

は長軸 9m (30尺)、短軸6.4m(21.3尺)を測る。この事により、この地業規模と同程度の礎石

建築祉が存在したのが判る。胤囲には、大きさに多少のパラつきがあるものの、 12j囲の礎石が

散在する。 4号建築祉を構成 Lた礎石であろう。移動した礎石は赤変しており、建物が火災に

あった事を伝えている。

礎石の内、 S7の上面には、はっきりと柱跡が残っている。礎石と柱の接触面は熱の影響を

受けず、赤変していない事から、 S7の柱の直徒は40cmと推定できる。

地業の東側に 3号建築枇との切り合いがある。 3号建築壮が4号建築士止の地業を切っており、

礎石建物から掘立柱建物への建て替え事実を知る。鞠智城跡における建物の変遷を考える上で、

貴重な資料である。

地業土は 3枚の版築土から成っている。 1枚目は層厚 3~18cmの白灰黄土(白色斑点が混じ

る)、 2 枚目はガチガチの薄桃色土で、層厚14~16cm を測る。版築土は、 4 号建築杜から南へ

約40mの所にあるローム層土を利用したものと思われる。長者山の北側崖商に薄桃色のローム

層土を見る事が出来る。この 2 枚の版築士に礎石の座った狼痕は無い。 3 枚目は層厚10~20閣

の褐黄灰色土である。この土壌は不純物の混じりが少なく、第17図中に示した地業土の下層土

にあたる褐黄灰色土が版築士に使用されている。

12j圏の礎石の内、 7個は地業土の南西縁に集中する。この事から地業土の範囲は、かつて基

壇状にやや高くなっていた事が予想される。建物の廃絶後、礎石が取り除かれ、基壌の下に壊

め込まれたものと思われる (S1. S 2の礎石落し穴は確認できるものの、 S 3 ~ S 7は明確な

掘り込みラインが無い)。

S 8は大きな礎石である。地業土の端より西へ 4 m移動したものの余りに大きし処理の為、

礎石落としの穴(2X2.3m)を掘って礎石を沈めている。

礎石恥 長軸(咽) 短軸 (cm) 備 考

S 1 7 0 5 0 礎石落とし穴が確認できる。

S 2 1 1 0 8 0 礎石落とし穴が確認できる。

S 3 7 0 5 0 赤変。

S 4 6 0 40 

S 5 80 7 0 赤要。

S 6 1 0 0 60 

S 7 7 0 6 0 赤変。直径:40cruの柱跡あり。

S 8 1 4 0 9 0 2X2.3rnの礎石落と L穴。

S 9 1 1 0 80 

S 10 1 1 0 9 0 

S 11 5 0 40 4号建築主止とは無関係であろう。

S 12 5 0 40 赤変。

第13表 4号建築社周辺礎石計測表
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第21図 4号建築祉・周辺機石実測図

桁行方向 N74
0Eで、 3間X4簡の総柱の掘立柱建築士iI:である。梁行5.9m(23尺)、桁行12m

(40尺)の大きさで、柱聞は梁行が2.3m(7.7尺)、桁行 3m (10尺)を測る。

掘形の平面形は円形状のものと楕円形状のものとに分かれるが、中にきちっとした方形のも

の(P51)もある。最大のものは P43とP51で楕円形を呈し、長軸110cm、短軸90crnを測る。最

小のものは P62で、円形に近い楕円形を Lており、長軸80畑、短軸75叩である。

柱穴は直径25~30cmである。 P43 と P47は柱穴箇所がひょうたん形をなしている所から、掘

形内部の柱近くを部分的に掘り込んで柱を抜き取った事がわかる。

この建築祉は、掘形の深きが非常に浅い。当初、地山のローム層土まで掘り下げた所、 P5日

とP51の掘形を確認できたが、他の掘形は不鮮明な状態であった。従って当初、両掘形は北側

に隣接する 2号建築祉関連のものとの見方をした。特に 2号建築祉は 1関X3間の規模であっ

た為に、梁行がもっと東側へ延びるのではないかとの考えがあったからである。しかしながら、

最終的に梁行方向で柱筋が通らない事から別の建築祉であるとの判断をし、再度、精査した所、

等間隔に並ぶ柱穴の存在が明らかとなった。さらに柱穴掘形にあたるそれぞれの地山の箇所が

硬化していたり、地山と異なる若干の土色変化が認められたので、 l棟分を復元した。

P 50・P51・P62を四分割したが、掘形の深さはいずれも 5cm程に留まった。埋土色は基本

33 



的に灰褐色土であるが、地山の褐色ローム層土と大差ないものが多かった。

5号建築士止は、後世、上層部分の土層を大幅にカットされている事がわかる。

掘形の埋土からは須恵器が出土している [P50一杯身 (258) • P 51一杯蓋 (260)J。
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第22図 5 号建築士北実現'J~

平田形 長軸(四) 短軸(四) 柱穴直径(叩) 情 考

楕円形 1 1 0 9 0 / 柱抜き取り穴あり。

*方 形 8 5 80 2 5 

楕円形 / 9 0 40-45 挽世の掘り込みあり。

*方 形 9 0 9 0 3 0 

*方 形 9 5 9 0 / 柱抜き穴あり o

楕円形 9 0 7 5 2 5 30 

楕円形 9 0 80 2 5 

楕円形 1 0 0 80 3 0 須恵器昂身 (258)出土。

方 形 9 5 9 5 3 0 調車器午叢(260)11¥土。

Pl 形 9 0 80 2 5 

円 形 84 8 2 30 

*方 形 9 0 8 5 30 

*円 形 9 4 8 6 2 5 

楕円形 9 0 80 3 0 

*方 形 9 0 8 0 2 5 

*方 形 9 0 80 2 5 

楕円形 88 7 6 2 5 

円 'Jf~ 8 5 8 5 30 

楕円形 1 1 0 9 0 Z 5 

円 形 8 0 7 5 2 5 -30 

5m 

*方形方形に近い。*円形[1)形に近い。

第14表 5号建築祉掘形計測表

6号建築地

桁行方向N720Eで、 3間X6聞の掘立柱建築挫である。側柱のみで中柱が無く、梁行 6m (20 

尺)、桁行16.4m (54.7尺)の大きさで、柱聞は梁行 2m (6.7尺)、桁行2.4m(8尺)を測る。
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掘形の平面形は円形状と楕円形状のものとに分かれるが、中には方形に近いもの (P74・p

75・P77)もある。最大のものは P69で楕円形を呈し、長軸115cm、短軸95cmを祖uる。最小のも

のは P65とP66で、円形に近く、直径75cmである。

柱穴は直径30~35咽で、柱抜き取り穴の痕跡はない。

掘形の埋土は灰褐色土であるが、遺構確認面のローム層土が西側から東側へ傾斜している為

(比高差o.3m)、低地にあたる東側桁行では掘形の上層部が無く、遺構の検出が困難であった。

P78を四分割 Lたが、掘形の深さは約30咽で、埋土の分層は出来なかった。

P72の掘形からは 7世紀後半の宝珠つまみをもっ須恵器蓋(259)が出土した。

6号建築:lJ!:は 5号建築祉と同様に後世、かなり上層部分をカットされている事がわかる。
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第23図 6号建築士止実測i図

掘形No 平面*~ 長軸 (cm) 短軸(咽) 柱穴直径(四) 冊 考

63 楕円形 9 5 8 5 30 

64 楕円形 80 7 0 3 0 3 5 

65 円 形 7 8 7 5 3 0 

66 *円 尭手 80 7 5 3 0 

67 *円 帝王 9 2 9 0 3 0 

68 円 花王 8 5 8 0 3 0 

69 楕円形 1 1 5 9 5 30 

70 楕円形 8 5 7 5 3 0 

71 *円 正5 80 7 8 3 0 3 5 

72 円 Jt主 84 80 3 0 須恵器蓋(259)山士。

73 楕円形 1 1 0 8 5 2 5 

74 *万 形 9 5 8 5 3 0 

75 *方 亮五 86 82 30-35 

76 楕円形 9 0 8 0 3 0 3 5 

77 *方 芳主 1 1 0 8 5 3 0 

78 楕門形 8 5 7 0 3 5 

79 楕円形 9 0 7 0 3 0 

80 円 形 8 4 7 6 30-35 

*)r形 方 形 に 近 い 。 * 円 形 円*5¥こ近い。

第15表 6号建築士北掘形計調j表
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①号住居社

6世紀代の土師器を出土する竪穴住居JJ!:である。北西部分は宮野礎石建築祉の調査区(昭和

55年度調査、県指定史跡箇所、田I有地)に入るため、全体の1/2弱を検出するのに留まった。

住居祉の規模は東南縁で5.3mを測る。ほとんど床面のみの残存である o

/ 
/ 

/ 

/ Q， 

②号住居祉

/ 
/ 

/ 
/ 

¥ 

/ 
/ 

/ 
/ 

/ 
/ 

O 
O 

/ 
/ 

/ 
/ 

/ 

F 

/ 昔話，J"'帥

/。

/ 

II No.148 

<:?i 
t';恥開

。伺

(1 No.146 

Q 

8 

。

o 

。。

<p 

第24図 ①号住居祉実測図

※Noは遺物実測番号

o 2m 一一，
q号住居土止に切られる 3問X4間の掘立柱住居祉である。 1111聞の柱穴を検出したが、その中

で 3偶については柱痕跡が確認できた。規模は南側の梁行で3.6m、西側の桁行で5.2mを測る

が、柱筋は一部、不揃いである。柱間は梁行側で1.2mを測る。一方、桁行側は均ーの柱問で

無く、南側から北側へ1.8m十 1m十 1m+1.4mの間隔となる。

柱穴は最大で直径44cm(柱痕跡の直径22cm) 、最小で38~40cm(柱痕跡の直径は18叩)の大きさ

である。柱穴から遺物は出土 Lていない。

③号住居祉

②号住居祉の南側から検出された掘立柱住居祉である oa号住居士止と異なり、 2間X2間で

正方形に近いしっかりと Lた造りである。柱穴の総てから柱痕が確認された。規模は南東側の

梁行で3.2m、北西側の桁行で3.4mを測る。柱問は均一間隔で、梁行が1.6m、桁行が1.7mと

なる。

柱穴は最大で52X60cm(柱痕跡の直径22cm)、最小で38X40cm(柱痕跡の直径18cm)の大きさで

~ 36 ー



ある。柱穴からの遺物の出土はなかったが、②号住居祉と共にq号住居士止に先行する遺構と考

えられる。

①号住居祉
調査区外
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第25図 ②号住居士止実測図
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第26図 ③号住居士止実調IJ図
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④号住居祉

弥生終末の竪穴住居並で、長方形プランを呈L、長軸5.7m、短軸4.3mを測る。この住居士止

からは東側でO.9~ l. Om 、北側lでO.85m の帽を有するベッド状遺構も検出されている。

床面直上の覆土から 5点の弥生土器が出土している。
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第27関 ④号住居祉実測図

R司サド~

※Naは遺物実澗i番号

o 
』二二二二二二二二二沈

2m 

6世紀代の竪穴住賠祉である。正方形に近いプランで、長軸7.0m、短戦6.4mを測る。この

住居祉は④号住居i止を切り、一方で鞠智城時代の 1号建築士止から切られている。ほとんど床面

のみの検出であるが、僅か仁残った覆土から赤焼けの須恵器、須恵器片、土師器(中に赤彩土

器あり)が計4点税出土している。
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第28図 ⑤号住居祉実測図
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注)この住居祉からは、調査時に 7 検紀末の須恵器(縁lこ返りのある坪身)が出土したとの~~変が、西住欣一郎文化財保謎主事

よりあった。しかるに、この事は鞠智城跡の年代が 7j世紀末を遡らない有力な資料となり得る筈であった。ところが、報告

書作成の段階に至り、それに該当する確たる須恵器が無いのである。垣号住居J止の州土遺物にはすべてに取り上げ香号を記

したのであるが、西住民の言っ遺物に該当するものにはrS9-II置。住」との註記しかな〈、時間も明竹かに 6世紀末を下る

物ではないo '"だ困った状態となった。そこで、ここでは、その遺物を住居社出土の参考資料として取り扱う事にする。

執筆者として大田が考える仁、開住居社内から出土した他の出土遺物をはじめとして、検11¥きれた他の住居赴古学の中に 7j世

紀末の竪穴住回世上が一軒もないところからは世紀末左 6世私日引こ大野1)される)5号付居j止も 6世紀代のものと見なしたほう

が無難な様に思える。
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第 6節 90-V区

北西側一南東側に長軸の向きのある調査区で(以下、 90-1四区まで長軸の向きは同一方向と

なる)、長軸36m、短軸は北西側で14m、南東側で16.5mを測る。

地形の傾斜度合は南東側から中央部までが平地で、それより北西側は比高 1mの傾斜地であ

る。調査区の中央部で標高142.5mを示す。

土層は表土の下が灰黒色土であるが、北西側の傾斜地に限って表土が分厚く、下層は地山の

褐色ローム層土であった。

Q R s γ 

90-V!区

17 

18 

141 ， ~P-V区

19 

20 

21 

22 

。⑥号住居娃

。
23 

モ一一一一千 1m 
第29国遺構実測図(90-V区'V!区)
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9 O-VI区第 7節

90-V区の北西側lにあって、長軸14m・短軸12一14mの小規模な調査区である。調査区は全

体的に南東側から北西側への傾斜地で、両端部は0.7mの比高を示す。標高は調査区の南東側

で141mを測る o

土層は撹乱状態が激しく、表土の下は褐色ローム層土であった。

7号建築祉

桁行方向 N55'Eで、側柱のみで中柱の無い大型の掘立柱建築祉であるが、南西宮iは農道下

となり、桁行部分が完掘出来なかった。

検出部分は梁行 3間×桁行4間(参考値)で、梁行6.3m(21尺)、桁行8.4m(28尺.参考値)の

大きさであった。柱聞は梁行・桁行ともに2.1m (7尺)を測る。

掘形の平面形はパラついており、楕円形状のものを王に、円形状と方形状のものがあった。

最大のものは楕円形を呈する P91で、長軸145cm、短軸105cmを測る。最小のものは P83で、円

形に近く、長径95cm、短径90cmを測る。

柱穴は槻形の大ききに比べて比較的小さく、直径25-30叩に留まった。柱抜き取りの痕跡は

P85の掘形からは小磯とともに礎石状の切り石が検出された。建物を補修する際に掘ないが、

立柱を切り取って礎石に置き替えたのであろうか。切り石の位置は桁行の柱間間隔に符合する。

掘形の埋土は遺構の確認面となる灰里色土(地山のローム層土上位層)を主とするものであっ

た。

7層に分層P 86の埋土はきっちりとした版築士で、P81'P84・P86・P90を四分割したが、

P90 P89 
P88 

O 
P87 

O 

空③里

P84断蘭図
伺

ω
ヨ
古
河
)

)幌住居祉
C車号住居枇

P86断面図

o 1 m 
ヒニニニニエニニニニゴ

7号建築t止実測図
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P 81・P90の掘形も同出来た。搬形の深さは80cmで、底部端はやや角張り、 80cm隔であった。

P 84のみは拙形の断面形状がやや皿形で、深さも最大45cmに留まった。じ様な形状であったが、

掘形の埋土から須恵器が出土している (P81 (383)・P87 (381)・P90 杯、蓋 (382))が、 382は7

世紀後半、 383は7世紀初頭のものである。さらに P86の掘形からは少量のスラッグが出土した。

7号建築士止は灰黒色土層(ローム層土の上位層)から検出されている。

掘形N， 平面形 長靴(Cm) 短靴(叩) 柱穴直径(叩) 情 考

81 楕f'J形 1 1 0 9 0 3 0 主買事器(383)出土。
82 円 形 1 0 5 9 5 3 0 

83 *円 1f~ 9 5 9 0 2 5 

制 方 形 1 2 0 1 1 0 3 0 

85 方 尭2 1 1 2 1 1 0 / 礎石状の切り石あり。
86 楕円形 1 1 5 8 5 3 0 

87 椅円形 1 3 0 1 0 0 3 0 須恵器(381)出土。
88 *方 % 1 0 5 1 0 0 2 5 

89 *方 形 1 1 5 1 0 0 3 0 

90 円 形 1 1 2 1 1 0 2 5 須恵器(382)出土。
91 楕円部 1 4 5 1 0 5 3 0 

92 楕円% 1 1 5 9 5 2 5 

*円形円形に近い。*方形方形に近い。

7号建築祉描形計測表第16表

8号建築地

桁行方向 N6TEで、中柱の無い掘立柱建築祉であるが、掘形にあたる部分は他の建築祉と

異なり、かなり小規模(最大のもので75cm幅)で、柱穴も観察きれない。

全体的に掘形(仮)の投ぴも陵昧で、東側の梁行部分と北側の桁行部分も中途より検出できな

かった。

検出部分の大きさは、西側梁行で 6m (20尺)、北側桁行で3.4m(11.3尺)、南側桁行でlO.2

m (30尺)を測る。柱間は梁行が 2m (6.7尺)で、桁行部分については、図面上から1.7m(5.7尺)

あったと推論できる。(桁行で部分的に掘形が欠けるのは、遺構検出面の地形が南側から北側

調査区外
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掘%No F 面形 長軸(，祖) 短軸(岨) 柱穴直径(四) 情 考

93 楕円形 7 0 6 0 / 

94 *円 育長 5 8 5 5 / 

95 楕円形 7 5 6 0 / 

96 楕円形 80 6 0 / 

97 *円 形 7 5 7 0 / 

98 キ円 形 6 8 6 4 / 

99 / / / / 欠

100 楕円形 7 5 6 5 / 

101 円 形 6 4 6 2 / 

102 *円 亮手 6 0 5 4 / 

103 / / / / 欠(近世講iこ切られている。)

104 楕円形 70 6 0 / 

105 円 形 86 80 / 

*円形円形に近い。

第17表 8号建築祉掘形計測表

にかけて比高 1mの傾斜地であるところから、掘り込みの度合によって、やや浅い状態のもの

は後世にカットされたものと思われる)

掘形の平面形は楕円形状のものと円形状のものがあり、大きさは大差がない。長軸55~80cm 、

短軸60~65cm を測る。 P 105はやや大きめで、長軸86咽、短軸80cmを測る。

掘形(仮)の埋土は引き締まった灰色土で、分層は出来ない。

9号建築祉

桁行方向 N67'Eで、 1Ulj柱のみで中柱の無い大型の掘立柱建築祉であるが、 N40'Eに走る畦

畔と南西側を通る農道によって建物の南西側部分が検出できなかった。

検出部分は梁行 2問×桁11'3問(参考値)で、梁行 6m (20尺)、桁行7.5m(25尺・参考値)の

大きさであった。

畦畔により、梁行で P109の全部主

E
0
6
 

90~V区

トー
Pl06 一望盟問

参考値 7.5m (お尺)

帆…

u
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5m 
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第32図 9号建築地実現ml
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P 110の一部、桁行で P106の半分が検出できなかった。

掘形の平面形は方形状のものを主とするが、中には楕円形状のもの (P108・P112)があった。

最大のものは P113で方形を呈し、長軸145cm，短軸115畑を測る。最小のものは P108で楕円形

を呈し、長軸95αm、短軸80cmである。

柱穴は大方、 30叩前後であるが、唯一、 P112のみが35cmの大きさを示す。柱穴に柱抜き取

りの痕跡はない。

P 113を四分割 Lたが、掘形の深さは45cmであった。現土は灰茶黒色土の混入する褐色ロー

ム層土で、きちっと版築されており、 4層に分層されたo

9号建築士止の西側隣からは、問一桁行方向の10号建築祉が検出されている o 両建物の間隔は

2.4mである。

』相1f&No 平面形 長軸(四) 短軸 (cm) 柱穴直径(叩) 俄 考

106 方 形 1 2 5 / / 畦畔で附醐半分が未掘。

107 方 形 1 1 0 9 5 3 0 
108 楕円形 9 5 8 0 3 4 
109 / / / / 畦畔で未掘。

110 方 形 100 / 3 0 畦畔で北東側が未掘。

11l 方 亮 130 1 2 0 30 
112 楕円形 1 1 0 1 0 0 3 5 
113 Ji 形 1 4 5 1 1 5 3 0 

第18表 9号建築地掘形計調q表

10号建築士止

桁行方向 N6TEで、 2間X3聞の掘立柱建築右上である。側柱のみで中柱が無く、梁行 6m (20 

尺)、桁行7.5m (25尺)の大きさで、柱簡は梁行が 3m (10尺)、桁行が2.5m(8.3尺)を測る。但

し、北東側の梁行で中央部の柱を欠く。

掘形の大きさはパラついており、平面形は方形と楕円形とに分かれる。最大のものは P116 

で方形を呈 L、長軸120cm、短軸110cmを測る。最小のものは P121で、形状は円形に近く、直

径70-65cmである。柱穴は大方が直径30cm前後で、 P129とP115が25cmの大きさである。

P 114を四分割したところ、掘形の深さは50cmであった。埋土はガチガチのローム層土で、

きちっと版築され、 5層に分層された。

P 120の抑z形埋土から、古墳時代の金銅製耳環 (385)が出土した。

10号建築祉を復元すると、建物に無関係な 5つの掘形があることがわかる。これらのものは

柱穴も残っており、建物の掘形として紛れのないものである。しかし、建物の復元には至らな

かった。

特色と LてP124は10号建築祉の南側桁行ライン上にあり、柱問2.5mの P115とP116の中間

位置に存在する。 P125とP126は明らかに一連のもので 2m (6.7尺)の柱問を測る。 P128は当

44 



初、 10号建築祉の北東梁行に関連する掘形と思われたが、 P117とP119の柱筋から0.6m程、

北側へずれており、仮に、千鳥の並ぴと解釈しても、柱聞が2.5m(8.3尺)で、南側梁行の柱問

(3 m)と異なる事が判った。柱筋の事を考えれば、 P125~ P 126の掘形との関連が強まる。

10号建築祉は地山のローム層土で遺構を確認したもので、上層土層は後世、カットされたり、

撹乱状態にあると考えられる。これらの事から、 10号建築赴より以前に上層部分から切り込ま

れた建築祉の存在を考える必要があろう。少なくとも、 P125~ P 126~ P 128を桁行とする柱

問 2m (6.7尺)の建物が 1棟はあった筈である。但し、掘形の埋土色は10号建築祉のものと大

差ない。
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第33図 10号建築士止実測留

掘形No 平面形 長軌(個) 短軸 I~) 柱穴直径(cm) 晴 考

114 方 形 9 0 80 30 

115 方 亮多 1 1 0 1 0 5 2 5 

116 方 形 1 2 0 1 1 0 3 0 

117 楕円形 1 0 0 80 3 0 

118 / / / / 不明。

119 *方 来ノ 7 5 6 5 3 0 

120 方 Jf~ 9 5 9 0 3 0 金銅製耳環(385)出土。
121 *円 育長 7 0 6 5 25-30 

122 楕円形 1 0 0 9 0 3 0 

123 *方 形 90 80 3 0 

124 方 育3 8 5 7 5 3 0 

125 楕円形 80 7 0 2 5 

126 楕円形 9 0 80 2 5 

127 / / / / 不明。

128 円 形 8 2 8 0 3 0 

129 楕門形 6 5 5 0 2 0 

*方1f~ 万形に近い。*円形円形に近い。

第19表 10号建築枕掘形計測表

45 



90-V区からは B基の住民社と思われる遺構が検出されている。中には確定に至らぬもの

もあるが、ここでは参考資料と Lて総てを取り上げたo

⑥号住居祉 調査区の東側で検出された小型の竪穴住居祉で、長軸2.8m、短軸2.3mを測る。

正方形に近いプランである。

⑦号住居祉，調査区の東側で検出された竪穴住居士d:である。北東側lから北側にかけて未掘であ

るが、長軸3.5皿、短軌3.2皿を測る。

⑧・⑨号住居祉，調査区の中央、南西側から検出された竪穴住騎士止で、①号住居祉が③号住居

祉を切っている。検出部分の大きさについては、③号住居祉が長さ 2.1m、③号住

居祉が長さ3.8mを測る。

⑩号住居祉(?) :調査区の中央部分、西側よりに北西縁で6.5m、南西縁で11mを測る長L字

形の変色土壌が確認された。地山の褐色ローム層土を切り込む様な黒色土(硬土)の

線引きが可能であった。当初は鞠智城跡の礎石建築祉に関連した地業土部分かとも

思われた。 Lかし、最終的に版築の状態にない事が判明したので、ここでは一応、

住居士止として扱った。

⑪号住居祉・調査の西側で検出された小型の竪穴住荷主上で、床閣のみの検出である。北縁2.7m、

東縁は3.0m分を検出した。⑥・ cl号住居祉と同類型のものである。

⑫・⑮号住居祉 調査区の北隅で検出された竪穴住居並で、⑬号住居並が⑫号住居祉を切って

いる。検出部分は、⑫号住居祉が南縁で4.0m、⑬号住居枇が、北西縁で3.8m、南

西縁で5.0mを測る。⑬号住居社からは 6世紀代の土師器が出土した。

第 8節 9 0一四区

長軸28m、短軸は南東側で21m、北西側で17mを測る調査区である。地形の傾斜度合は中央

部寄りがやや平地である外は、南東側肋冶ら北西側への傾斜地となる。両端部の比高はO.8mで、

標高は調査区の南東側で140.5mを測る。

土層は表土の下が褐色ローム層土であるが、北西側の 隅に限って灰黒色土が撹百しきれず残

っている所があった。この灰黒色土からは、多量の縄文(晩期)土器が出土した。

第 9節 9 0一四区

やや台地状を呈する調査区である。長軸は東側で38m、西側で25.5m、短軸は南東側で22m、

北西側で33mを測る。地形の傾斜度合は南東側から北西側にかけての傾斜地で、両端部は 1m 

の比高を示す。

土層は表土の下が褐色ローム層土であるが、南東側の一部で灰黒色土が残る。
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90-¥11[区検出の礎石群

(表x)灰茶褐色土

礎石落とし穴

，~皿h

2m 
~~ゴ

ツ 灰 黒 色 土 〉 臨 色 四 日 イ 幽λ} ナ臨褐色ま ネ灰醐色土

テ灰鳳色土浦B高齢 二馴拍土 ノ灰黒色土〉既嗣土側

ト隅白色土咽土} ヌ制限色土 ハ帥土(y.，村山

第36図土層部商図(3)

90-VII区の東側寄りから、大小23個を数える礎石状の岩石が出土した。その内221置は、長さ

16m・幅 8mの範囲(平面プランは長方形状を呈する)から出土し、 l個 (S35)だけが、これよ

り南側へ4.5m離れた所にあった。礎石はいずれも検出面の池山(褐色ローム層土)に食い込ん

でおり、後世、上位土層において周潤から掘り込まれて地下に沈められた状況にあった。

これらの岩石の内、確実に建築祉の磁石と見なし得るものは、個体数として17偲である。ま

ず、大きさの点で 3悩 (S25・S28'S35)が除外され、次に 6個 (S14とS15・S17と S18・S30 

礎石Nc 長軌(岨) 短軸(叩)

S 13 90 8 5 

S 14 1 4 0 5 0 

S 15 1 1 0 3 5 

S 16 ] 0 0 7 0 

S 17 1 2 0 50 -9 0 

S 18 1 2 0 6 0 

S 19 1 1 0 6 0 

S 20 1 2 0 80 

S 21 1 0 0 5 0 

S 22 1 4 0 1 1 0 

S 23 8 0 6 0 

S 24 9 0 7 0 

S 25 6 0 5 0 

S 26 1 0 0 40 

S 27 1 2 0 6 0 

S 28 日O 4 0 

S 29 1 8 0 1 2 0 

S 30 1 5 0 80 

S 31 1 3 0 60 

S 32 1 0 0 40 7 0 

S 33 1 3 0 70 

S 34 1 1 0 7 0 

S 35 6 0 40 

噛 考

上面届平。

同咽体。割れている。

上面扇平。

同一個体。割れている。

上面扇平。

上面扇平。

長石状を皇する。

上面属平。

長石1えを呈する。

上面扇平。

大きさの点で礎石から除外してよい。

長石状を呈する。

部られている。片方不明。上面扇平。

大きさの点で礎石から除外してよい。

一見、門礎石を思わせる。

同摺休。割れている。上面扇平。

上面扇平。

上面偏平。

上面扇平。

大きさの点で礎石から除外してJ:ぃ。
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3個体と見なされるからである。(これらのものは 2つに割れている)とS31)は従来、

まず南側10m先の上段部(比高2.45m)にある官野礎石建築祉とのこれらの礎石を考える時、

関連が伺われる。この建築社は 3問X9聞の総柱礎石建築社であるが、現時点で12個の礎石を

失しているので、欠損部分を四区の礎石群に求める考えである。下段部へ礎石を落としたとす

このケースに限ると礎石の数では検出分17個、欠損分12Lかし、る考え方はごく自然である。

このケースの外に次の考え方も必要である。礎石群よ41囲が余分となる。従って、個となり、

この場合も 61毘の礎石が欠損Lてり西へ13mの所に礎石と掘立柱併用の11号建築士止があるが、

さらに建築祉を斜1個体分については大きさの点で除外する。いる。(実際は 511!1であるが、

515ぬS17513

宅咽517

σ520 

17'1亡診521

山お

めに走行する相 4mの畦畔下に礎石が埋没している可能性もある)

。
¥ 

。523

f) 
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。四銑7' 
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O 

LJ530 
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。532
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。
O 
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O 
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O 

散在礎石・散を掘形実istl関
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必然的に余りの 4個の礎石は11号建築杜の欠損礎石にあてはめられる。

左記の考え方を補足するものとして、礎石群の検出地点が地山の傾斜角度により、上層面は

かつて、小規模な谷部状態にあった事が予想される。礎石の捨て場所としては良好な地形であ

る(礎石が掘り込まれて沈められている点については後世の耕作に関連するものであろう)。

一方で、この礎石群が 1棟分の礎石建築祉との見方も否定できない。

90-VJ[区検出の散在掘形

90-VIl区の中央部を中心に調査区の東側にかけて柱穴は確認できなかったが、計8つの掘形

が検出された。地山のローム層土を切り込むものであるが、数が揃わず、完全な建築士止の復元

には至らなかった。但し、掘形の並ぴはやや千鳥になるものの、 P132-P 131-P 134によっ

て復元される 1棟分の建築祉は存在の可能性がある。

P 132とP131の掘形間隔は 6m (20尺)であるので、この中間の掘形を消滅したものと見なす

と、柱問 3m (10尺)で、 2問分が復元できる。さらに、 P131とP134の掘形間隔は 3m (10尺)

であるので、規模は不明なものの、梁行、桁行ともに柱問 3m (10尺)の掘立柱建築士iI:が考えら

れる。但し、掘形の並びに不自然きが残る。

他の 51闘の掘形については、まったく単発的であるが、P130とP135の掘形は大きさの点で

共通点があり、 P138を消滅した角隅柱の掘形の柱穴とする大胆な試みをすれば、さらに 1棟

分が復元できる。この場合、 P130とP135の間隔は 7m (21尺)であるので、中聞の掘形を消滅

したものと見なして、柱問3.5m(10尺)の 2間分が復元できる。さらに P138とP130の掘形間

隔も3.5m(10尺)である。

90一四区における掘形が散在の形に留まったのは、これらの掘形が他の掘立柱建築士止と比較

して、やや上位から掘り込まれたものと思われる(他の建築祉の掘形はいずれも地山のローム

層土師まで掘り下げられている。 90一理区ではローム層土面で掘形の確認ができない。その分

だけ上佼からの掘り込みであろう)。

90-VIl区からは多量の遺物が出土した。但し、地山の上位層にあたる層厚20cmの遺物包含層

は縄文一中世に至る遺物が 括して混在しており、撹乱の状態にあった。

掘1f~No 平面~[~ 長紬(叩) 担軸(咽) 柱穴直桂(凹) 冊 考

130 楕円形 1 5 0 1 3 0 / 

131 楕円形 L 2 0 1 0 0 / 
132 ド] 形 1 0 2 1 0 0 / 
133 *方 形 8 5 7 5 / 

134 円 形 1 1 2 1 1 0 / 
135 *方 元手 125 1 2 0 / 
136 楕円形ワ / 9 0 / 半分は撹乱されている o

137 *方 l!主 1 1 0 1 0 0 / 

l 笠 f11 形 6 0 5 5 / 柱穴ワ

第21表 90-VJ[区散在掘形計測量提
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11号建築祉

90-VII区と 90 唖区にまたがる建築挫である。 90 班区と 90 咽区は現地形の地表面で約 l

mの比高差があるだけに、検出時は驚きであった。

当初、 90-VII区では建築祉の半分が見つかったが、遺構検出面は礎石部分が掘立柱の掘形よ

り約0.3m高かった所から、基壇を持った礎石と掘立柱併用の建築祉との見方もした。さらに

は礎石建物と掘立柱建物とは別のもので、掘立柱建物を壊した後に礎石建物が建てられたので

はないかとの推論もあった。そこで、土層ベルトの役割を果たした畦畔壁面を精査する事で、

礎石の掘り込み地業穴と掘立柱の掘形が同一レベルの土層面から切られている事を確認し、さ

らには掘形と礎石の柱筋が梁行と桁行方向でも通る事から、 つの建築技との判断をした。

すなわち、桁行方向は東閲方向にあり、梁行方向は南北方向を示す 5問X 6聞の総柱建物と

考えられる。縁を掘立柱が巡り、中柱に礎石を有する大型建物である。梁行11.5m(34.87尺)、

桁行13.2m(40尺)で柱聞は梁行が2.3m(7.3尺)、桁行が2.2m (7尺)を測る o

建物は斜めに横切る畦畔によって角隅柱のP150・P158・P159・P160の掘形を欠き、さらに、

P 149の半分が未掘となる。

掘形の残り具合は90一理区と 90-VIII区では異なる。 90-VJI区では P142とP148から柱穴が検

出できただけで、柱穴が不明な P141を除き、すべて荒々しく柱抜き取り穴が掘られていた。

それも掘形内部を掘り込んだP139・P140以外はいずれも掘形の外側iから掘り込まれた穴で、

他の建築士止の廃却状態と比べて、著しく特異である。一方、 90 嘘区側での柱抜き取り穴は P

153とP154で、 2っとも掘形内部の掘り込みにとどまった状態にある。 P151・P152・P155・p

156・P157の掘形は平面的に方形で、現形をとどめている。但し、柱穴はいずれも検出できな

かった。

礎石は14個が検出されたが、 90-VJI区の南東隅で 5偲(s36-S 39・S46)が原位置を保って

いる。この中で、 S46は畦畔の壁面にかかっていた。残りの礎石は、動いていたが、特に 5個

(S 42-S 45)の礎石については、礎石落とし穴によって地下に沈められた状況が明確に読み取

れる状況にあった。中でも S40とS43は柱筋が通る状態で沈んでいた。

掘形の規模は、柱抜き取り穴により適格な値が出ないが、最大のものは P144で方形を呈し、

長軸170cm、短軸140-170cmぐらいと推定される。最小のものは P154で楕円形の形状をなし、

長軸130畑、短軸120cmである。

埋土の状態は畦畔面』こかかった P149の掘形の土層断面から、ガチガチのきちんとした版築

土である事がわかる。灰黒褐色土・褐色ローム層土・黄色土の混入土で、柱抜き取り穴を境に

北側で 6層、荷llltlで8層が確認できた。掘形の深さは75αnである。

さらに P143を四分割したが、掘形の断面形状は P149と同一で、やや台形に近く、深さは70cm

を測る O 版築土は 6層に分層され、褐色ローム層土と灰黒色土の混入土であったが、 4-6層
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やや斜めの版築がなされていた。土については、

P 143の場合、掘形東側から柱穴側へ掘り込んだ精円形状の大穴で、柱抜き取り穴の状態は、

長軸168畑、短軸126叩を測った。埋土は褐色ローム層土と褐灰色土の混合土である。

礎石の掘込み地業穴は畦畔にかかった S46の場合、深さ80cmで、断面形状は逆台形を呈した。

幅は上位で残存最大幅1055m(東側lを礎石落とし穴で切られている)、底部で102mを測る。非

常に細かな版築がなされていたが、土色と版築状態は上位と、中位・下位とではやや異なる。

上位 3層は灰茶色土の版築士であるが、中位と下位層がパリパリの版築状態であるのに比べて、

S 46は版築土の l層土に食い込む様にきちっと座っていた。中位から下位やや軟層であった。

にかけては、極的て細やかな版築土(パリパリの硬化土)で、茶褐色土と灰茶色土の混合土であ

る。全体に少量の炭化物の混入を見る。

S 38の場合、版築は非常に丁寧に行なわれてS 38とS39の掘り込み地業穴を四分割 Lたが、

ガッチリと Lたものであった。版築士は灰黄褐色土をベースとするもので、最下層部分

P154断頭図

o 1m 
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11号建築士北実測図
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は褐色ローム層土が斑状に混入していた。深さは95cmであったが、西側部分に不可解な掘り込

みがあった。題土は灰褐色土であったが、埋土の状態からして、近世のものではなかった。

礎石の掘り込み地業はこの他、 S50とS51の2つが確認されたが、礎石は移動していた。

これらの礎石地業穴は90 田区側では検出できなかった。一方で、西側梁行の掘立柱建物の

掘形は一応に検出されており、比較して疑問が残る。畦畔断面などを見るかぎり 90 唖区伊!の

地業穴と掘立柱掘形の深きはほぼ同じであるからである。これらについては、現時点で、遺構

検出面で90-VIl区が90 理区よりも 0.6m高い事と関係があるかも知れない。11号の建築当時も、

今で言う 90一四区側の方が高い事が考えられる。この事により、地形に合わせて90-¥並区倒!の

掘立柱掘形は礎石地業穴と比較 Lた場合、より深く掘られたとの推論である(実際、北西側の

角隅柱にあたる P154を問分割したが、この場合でも掘形の深さは55cmを裡1)った)。

90-l1ll区における後世の造成作業は、地形的に低い方の西側縁にあわせて東側を大幅にカッ

トしている事が明らかである。従って、この時に90ー珊区の東側に存在 Lていたはずの礎石地

業穴が消滅Lたとの考えである。緩傾斜地の場合でも礎石地業穴は掘立柱の掘形ほど深く掘り

込む必要はないと考える。

南側桁行からは、雨落ち溝の一部が検出されている。長さ 5.5mの残存であったが、断面形

状は U字の変形で、肩部の立ち上がりは南側が急で北側は緩やかであったo 断面図(第35図)で

の深きは38叩であるが、南側肩部からの深さは57cmとなる。埋土は 5層に分層できるが、 2層

と5層土に灰白黒色のブロック土が混入する。この土壌は、 11号建築社時代の生活面の土壌(第

掘11'&恥 平面形 長軸(曲) 短軸 (cm) 情 考

139 *ン守 部 1 5 0 1 4 0 柱抜き取り穴あり。 92X85四(摘形内)。

140 *方 形 1 4 0 1 2 0 柱抜き取り穴あり。 10QX94cm(掘]1';内)。

141 *方 背』 1 7 0 1 6 0 

142 7j JE 1 6 0 1 4 0 柱穴あり。直在35cm

143 )j 主 1 7 0 1 6 0 柱抜き取り穴あり。 168X126cm (掘形外)0

144 方f 事〆 1 7 0 140~170 校抜き取り穴あり。 116X9E叩(摘*'外)。

145 方 形 1 6 0 (1 5 0) 柱抜き取り穴あり。 164X122cm {掘形外)。

146 方 形 (J 6 0) (1 4 0) 柱抜き取り火あり。 150X124cm (掘形外)。

147 方 来〆 (J 3 0) (J 20) 柱抜き取り穴あり。 136X 96cm (掘形外)。

148 方 荘， 1 6 0 (J 40) 柱抜き取り穴あり。 90X90cm(揖形内)。

149 楕円形 2 0 0 / 暁畔でM未掘。
150 / / / 畦畔で未摘。

151 方 形 1 2 6 1 2 4 

152 方 形 1 4 0 1 3 0 

153 方 形 1 6 0 1 4 0 柱抜き取り火あり。 92X84叩(掘形内)。

154 I'tJ 形 80 1 2 0 柱抜き取り穴あり。 70X58cm(掘形内)。

155 *楕円形 1 4 0 1 2 0 

156 方 形 1 2 0 (J 20) 

157 方 軍ノ 130 1 2 0 

158 / / / 畦畔で未掘。

159 / / / 畦畔で末掘。

160 / / / 畦畔で未掘。

*7J形方形に近い。*楕円形楕門形に近い。( ) 計;]lI)可能値。

第22表 11号建築地掘形計測表
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36図のツ層)と考えられる。

P 145からは須恵器(404)、 P149からは土師器の脚部 (426)が出土している。礎石の掘り込み

地業穴(s38)では、 7世紀後半の須恵器・杯蓋(401)が出土した。

礎石No 長軸("，，) 短軸 (cm) 構 考

S 36 1 0 0 9 0 原位置を保つ。

S 37 1 1 0 9 0 4シ

S 38 1 2 0 9 0 イシ

S 39 9 0 8 5 。 上面は円形状(柱穴)に凹む。

S 40 1 1 0 (9 0) 

S 41 1 0 0 70 
S 42 1 2 0 70 
S 43 9 0 80 1 Jll150cmの掘り込み地業穴を確青E。

S 44 / / 暁畔tこかかる。

S 45 / / 。

S 46 / / 。

S 47 1 1 8 1 0 0 
S 48 90 8 6 
S 49 / / 畦畔にかかる。

( ) 計制可能値。

第23表 11号建築士止礎石計測表

12号建築祉

造りは11号建築祉と同一で、 i撃を掘立柱が巡り、中柱に礎石を有する大型建物である。桁行

は東商方向で、梁行は南北方向を示すので、 11号建築祉と並列する建物である事がわかる。同

建築士止聞の距離は10.2m(34尺)で東西に建ち並ぶ事になる。

5問X6潤の総柱建物で、梁行11.5m(38.3尺)、桁行13.2m(43尺)を測る。柱問は、梁行が

2.3m(7.7尺)、桁行が2.2m(7.3尺)となり、規模の点で、 11号建築社よりやや大き目である。

掘形の平面形は、唯一、 P165が楕円形である外は、ほぽ方形で統一きれる。

最大のものは P169と角隅柱の P177で、長軸160畑、短軸140cmを測る。最小のものは P168 

で長軸1l0cm、短軸100cmである。柱穴の直径は 3偶 (P161・P172・P174)が、50cmである他は35cm

で統ーされる。掘形に柱抜き取り穴は無く、柱はほとんど立ち腐れたものと息われる。

北東側の角隅柱 P177を二分割した土層断面図にその様子が良く表れている。柱穴の中位か

ら下位にかけての埋土はザラザラの褐灰色土である。

P 176については、 7号建築士止の P85と河様に掘形から、かなり大きめの礎石が検出された。

これについては中柱の礎石が後世、偶然に掘形箇所へ移動させられた結果とも考えられるが、

7号建築士止のそれと同様に、礎石の位置は梁行の柱間間隔に極めて符合Lており、この事から

すれば、建物の補修時に掘立柱を切り取って礎石に置き替えた可能性が極めて高いといえよう。

掘形の深さは P172の(北西側角隅柱)の東側肩部で1.2mを測る。掘形の壁は直に近い状態に

掘られており、上場幅でO.72m、下場幅で0.65mの大きさである。

埋土は、基本的に褐灰色土と肌色ローム土の混合土で、きちんと版築されており、最下部の

0.3m分を除き 8層に分層できる。
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掘形蜘 平面形 長軸(叩) 短軸(叫) 柱穴直径(~) 冊 考

161 *方 1f:~ 126 1 2 0 5 0 土師器(5月1)出土。

162 方 汗三 1 2 0 1 1 0 3 5 

163 *方 1~ 1 3 0 1 1 0 3 5 

164 方 7巨 1 4 0 1 3 0 3 5 

165 楕円形 1 5 0 1 3 0 3 5 土師器(560)出土。

166 方 Jf5 1 3 0 1 2 0 3 5 

167 方 形 1 3 0 1 1 0 / 
168 方 形 1 1 0 1 0 0 / 
1曲 *方 形 1 6 0 1 4 0 / 
170 方 形 1 3 0 1 2 0 / 
171 / / / / 撹乱を受けている。

172 方 形 1 6 0 1 5 0 5 0 

173 *楕円形 1 3 0 1 1 0 3 5 彊恵器腕(535)出土。

174 方 形 1 3 0 1 1 0 5 0 

175 方 形 1 3 0 1 2 0 3 5 

176 / / / / 礎石が座る。

177 方 形 1 6 0 1 4 0 3 5 土師器(539)I!¥土。

178 h 形 1 5 0 1 3 0 3 5 

179 方 形 1 4 0 1 3 4 3 5 

180 h 形 1 6 0 1 3 0 3 5 

181 方 形 1 4 0 1 2 0 3 5 

182 方 形 1 2 8 1 1 6 3 5 土師器(549)出土。

*方形:jJ1F5に近い。*楕円形楕円形』こ近い。

第24表 12号建築祉掘形計測表
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中柱の礎石は11個を数えたが、いずれも移動された上で、掘り込まれて地下に沈められてい

たものと思われる。礎石の掘り込み地業穴は、後世にカットされたものと思われ、上面部での

平面形プランは検出できなかった。この事は、 12号建築祉の場合、平均して掘立柱の掘形より

礎石の掘り込み地業穴が浅い状態にあった事を示すものである。

掘形の埋土からは須恵器 [P173 :高台付碗 535) と土師器 (PI77:539、P130・542、 P

182・549、 P161:551、 P165 : 560) が出土した。

12号建築祉は 6世紀後半の土師器を出土するカマド{すきの竪穴住居枕(@号住居社)を切って

いる。

礎石No 長軸 (cm) 短輔(~) 備 考

S 50 9 0 7 0 
S 51 1 0 0 80 
S 52 9 2 7 5 
S 53 9 5 7 8 
S 54 1 2 0 8 0 
S 55 8 0 7 5 
S 56 1 2 0 9 0 
S 57 1 0 0 70 
S 58 1 3 0 1 1 0 
S 59 1 0 0 80 姻形P176より検出。

S 6C 8 5 6 0 

第25表 12号建築地礎石計測表

⑩号住居祉

12号建築技内の北西側寄りで検出された竪穴住居並である。 6世紀後半の須恵器と土師器が

出土した。プランは長方形で、南西側寄りで一部が消滅しているが、北縁で5.1m、南縁で2.0

m、東縁で3.9mを測る。

北縁の中央部には70X85cmのカマド跡があり、焼土と粘土が混じる O 柱穴は 2飼検出された。

13号建築t止

桁行は東西方向で、梁行方向は南北方向を示す、総柱の掘立柱建築士止で、 12号建築技と並列

する建物である。間建築枇聞の距離は10m(33.3尺)で南北に建ち並ぶ事になる。

北側と西側部分は、丘陵崖面に接Lており、捌査区域も限られるので、全体規模を確認でき

ない。検出部分は梁行7.5m (25尺)、桁行10.3m (36尺)を測る。柱問は梁行が2.5m(8.3尺)、

桁行が2.7m (9尺)となる。

掘形の平面形は大型の造りで、方形に統一きれる。ほほ似通った規模であるが、最大のもの

はP188で長軸170cm、短軸155cmを測る。最小のものは P200で長特130cm、短軸120cmである。

柱穴も大型!であるが、平面的にとらえた形状は全体的にやや歪で、大きさも不揃いである。

最大のものは P188とP192で直径は65X70cm、最小のものは P183で直径45cmを測る。掘形に

柱抜き取り穴は無く、柱はほとんど立ち腐れたと思われる (p186の柱抜き取り穴のようなもの

57 
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掘形Nc さl' 而形 長軸 (cm) 短軸(四) 柱穴車桂(~) 構 考

183 方 形 / 1 4 0 4 5 

184 )J ?巨 / / / 揃形はヘヲや輩。

185 方 形 1 5 0 1 4 5 5 0 

186 )j 形 1 5 0 1 4 5 / 近世撹乱穴有り。

187 方 形 / / / 北東側未掘。

188 方 育長 1 7 0 1 5 5 6 5 X 70 

189 方 形 1 4 0 1 3 5 60 x 70 

190 方 形 1 6 5 1 5 5 60 x 6 5 

191 ;ん ?思 1 5 5 1 5 0 55 X 6 5 

192 方 形 1 5 5 1 4 5 65 x 7 0 

193 方 形 1 6 0 1 5 0 6 0 土師器(553)出土。

194 方 形 1 5 5 1 5 0 60 x 7 0 土師器(558)出土。

195 方 事 1 5 0 1 3 5 55 x 65 

196 / / / / 丘陵崖面。

197 / / / / 丘陵崖面。

198 / / / / 丘陵崖面。

199 / / / / 丘陵崖面。

200 方 育3 1 3 0 1 2 0 55 x 6 5 

201 方 思 5 5 1 4 5 6 5 

202 方 ID 1 5 5 1 4 5 5 5 x 6 5 

第40図

13号建築地掘形計測表
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は近世の撹乱穴である)。

南西側の角隅柱 P202を四分割したが、柱穴は直径55X 65cmの大きさであった。掘形の深さ

は135cmで、版築土は10層に分層できた。版築之は黄褐色ローム層土で、僅かに灰黒色土を混

入していたが、一線な硬土では無く、中にはやや軟層状態のものがあった。特に 9層土はパサ

パサした締まりのない土で、叩き締めの度合いは、かなり低いものであった。

柱穴の理土はパサパサした灰黒色土で、明らかに立ち腐れの状態を呈 Lていた。なお、柱の

先端部は掘形の底部より地山の黄褐色ローム層土を30cmも掘り込んでいた。

掘形の P193とP194から土師器(553)(558)が出土した。

14号建築枇

桁行は東西方向で、梁行は南北方向を示す、中柱の無い側柱のみの掘立柱建築士止である。西

側部分は丘陵崖甑となるので全体規模を確定できないが、検出部分は梁行7.2m(24尺)、桁行

14.5m (48.3尺)を測る。柱聞は梁行が2.4m(8尺)、桁行が2.9m(9.7尺)となる。

掘形の平面形は楕円形状ゃ方形状のものがあり、大きさもパラついている。最大のものは P

203で方形状を呈し、長軸115cm、短軸85cmを測る。最小のものは P207で、長軸85cm、短軸60crn

である。柱穴は直径25~30cmであるが、 P 209・P211・P212・P216・P218は柱を抜くために柱

の周囲を掘り込んだか、柱を前後左右に動かした痕跡がある。掘形の壊土は黄褐色ローム土に

少量の灰虫色土地吋昆入しており、 13号建築祉のものと大差がなかった。

13号建築士止と 14号建築枇は一部で重なりあっているが、掘形同士が切り合っていないため、

前後関係は把握できなかった。

P 203とP206から土締器(537)(547)が出土している。

第41図 14号建築祉実測図
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掘JE外。 平面形 長軸(~) 短軸 (cm) 柱穴直径(咽) 情 考

2閃 *方 形 1 1 5 8 5 35 x 3 0 土師器(537)出:1:0

204 楕円形 9 5 80 2 5 

205 *方 7f; 1 0 0 8 5 30 x 2 5 

206 方 形 9 0 80 2 5 土師器(547)出土。

207 *楕 円形 8 5 6 0 2 5 

208 )j 形 8 0 7 0 25 x 3 0 

209 *楕 円形 8 0 7 0 / 柱抜き取り痕跡(60X40cm)

210 楕円 形 9 0 7 0 3 0 

211 *方 形 9 5 7 0 / 柱抜き取り痕副;(50X40cm) 

212 *楕 円形 1 0 0 7 0 / 柱抜き取り痕跡(80X6C叩)

213 / / / / 

214 / / / / 

215 楕円 形 8 5 6 5 3 5 

216 椅円 形 8 5 7 5 / 柱抜き取り痕跡(45X40cm)

217 楕円 形 1 1 0 8 0 25 x 3 0 

218 *楕円形 8 5 / / 柱抜き取り穴に近い(70X4i叩)

*椅円形楕円形に近い。*方形方形に近い。

14号建築祉掘形計測表第27表

15号建築祉

桁行方向 N84
0Wで、中柱の無い慣u柱のみの掘立柱建築挫である。東側部分は丘陵崖面に接

しており、調査区域が限られているので、全体規模を確定できない。

検出部分は梁行7.2m(24尺)、桁行11.6m (38.7尺参考値)を測る。柱間は梁行が2.4m(8尺)、

桁行が2.9m (9.7尺)となる。

掘形の平面形は椅円形状や方形状のものがある。最大のものは方形状を呈する P221と楕円

形状の P225で、長戦120cm、短軸105cmを測る。最小のものは P228で、長軸95冊、短軸85cmで

ある。柱穴の大きさはややパラついており、直径30-50cmで、 P228は柱穴が検出できなかった。

P 224については柱を抜くため、柱の周囲を掘り込んだか、柱を前後左右に動かした痕跡がある。

掘形の埋土は、黄褐色ローム層土に灰黒色土が混入したものである。 14号建築祉のそれと比較

5m 
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して、灰黒色土の混入度合はかなり高い。

掘形Nc 平面形 長軸(冊) 短軸(岨) 柱穴直径(em) 冊 考

219 *方 形 1 1 0 1 1 0 3 5 長軸方向で台形状。

220 *楕円形 1 1 0 1 0 5 4 0 

221 方 形 1 2 0 1 0 5 4 5 

222 *楕円形 1 1 5 9 5 35 x 40 長紘方向でややすlままる。

223 楕円形 9 5 9 0 45 x 5 0 

224 *方 正予 1 2 0 1 1 5 / 柱抜き取り痕跡(85X5恥m)

225 楕円形 1 2 0 1 0 5 45 x 5 0 

226 方 形 1 1 0 8 5 4 5 

227 楕円形 1 1 0 1 0 0 3 0 

228 楕円形 9 5 8 5 / 柱穴を検出できず。

229 / / 1 1 0 3 0 北東恨iは未掘。

*方形方形に近い。*楕円形楕円形に泣い。

第28表 15号建築祉掘形計測表

第10節 90-]x藍

台形状を呈する調査区である。東西方向に長軸の向きがあり、長軸は36m、短軸は東側で22

m、西側で25mを測る。

地形の傾斜度合は南東側から中央部にかけてほぽ平地であるが、 部、中央部寄りから北西

側にかけて比高O.75mの緩傾斜地となる。

土層は表土の下が褐色ローム層土である。
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16号建築枇

桁行方向 N53
0

Eで 3間Xl0間の大型の掘立柱建築枇である o 中柱が証く側柱のみであるが、

梁行7.8m (26尺)、桁行26.5m(88.3尺)の大きさで、柱問は梁行が2.6m(8.7尺)、桁行が2.65

m (8.8尺)を測る。但し、北側梁行については、 P254が近世土拡によって消滅しており、とり

わけ P255のプラン確認が凶難であった。一応、線引きはしたものの掘形の位置が柱筋からや

や外れており、柱穴も検出できないところから、確たる掠i形とは言い難い。

掘形の平面形は方形状のものと楕円形状のものがある。 P235は掘形が検出できなかった。

大きさは P234が最大で方形を呈し、長軸134cm、短軸130cmを測る。最小のものは、 P231・P

237で、楕円形状を呈L、長紬90師、短軸85cmとなる。柱穴は直径20-40crn前後でパラついて

いる。 P255以外の掘形は明確なものの、 P246では柱穴が検出できなかった。

掘形の埋土は汚れた感じの肌色ローム層土であったが、後世に上位部分を大きくカットされ

ており、僅かに下部のみの残存であった。その為に版築の状態は不明である。 P240においては、

埋土色が地山とほとんど差異ないものの、掘形の縁を茶黒色土の線が巡っていた。これは掘形

を地山まで掘り下げた時に壁面が茶黒色土で汚れたためにできた線であると考える。

掘形に柱抜き取り穴は無く、柱はほとんど立ち腐れたと思われる。

P 247からは 6世紀の須恵器(杯身:615)が出土している。

掘形蜘 平面形 長軸(~) 短軸 (cm) 柱穴宜径(cm) 冊 考

230 *方 形 125 1 2 0 30 

231 方 形 9 0 8 5 40 

232 椅円形 1 1 0 9 5 2 0 

233 *方 % 1 0 5 1 0 0 2 0 

234 方 荘五 1 3 4 1 3 0 35 X 4 5 

235 / / / 2 5 掘Jf5は検IUできず。

236 方 形 1 3 0 1 0 0 2 5 

237 *1， 形 9 0 8 5 2 0 

238 )J 形 1 3 0 9 0 2 5 X 3 0 

239 *"jj 形 1 4 0 80 9 0 2 5 

240 *楕円形 1 4 0 80~L30 3 0 

241 *桔円形 1 5 0 LOO~130 2 5 

242 方 形 1 1 0 9 0 3 0 

243 楕円形 1 2 5 1 0 5 3 0 

244 *方 形 1 0 5 1 00 3 0 

245 *方 軍吉 1 2 0 1 0 0 2 0 

246 方 亮吉 1 2 0 8 5 / 柱穴は検出できず。

247 方

* 
1 4 0 1 1 0 3 0 担恵器昨身 (615)出土。

248 方 形 1 2 0 90~lOO 2 0 

249 方 形 I 40 1 2 0 2 5 

250 / (1 5 5) (1 3 0) 3 0 近世講に切られている。

251 指阿部 1 2 5 9 0 3 0 

252 楕円形 9 5 8 0 3 0 

253 方 形 9 5 80 2 5 

254 / / / / 近世土拡により消滅。

255 / (9 0) (8 5) / 

*方形方形に近い。*楕円形楕円Jf~1こ近い。( ) 計則可能植。

第29表 16号建築祉掘形計測表

62 -



O 
O 

0 
0 

-L_ 
近世看~¥¥ー~

二三¥トコ
O 

-h巨

z
p

。。

。
P231 

。0 0 0 

。
00

0 

O 

O 
O 

O 

O 

。

。、¥

M
m
m
ヨ
(
窓

ω河
)

O 

P234 

(PZ35) 

P236 

P238 

P239 

P240 

一一
P243 

⑥ 

5m 

一一→
o 
ヒご

O 

O 。
。

O 

ο 
O 

。
O 

O 

P247 

。

。

16号建築祉実測図

63 

0 
0 

個性居均七

。川司

。

。

。

第44図

。
O口

D 
O 

O 

。

。u
q
 G 
巴



17号建築士北

桁行方向 N53"Eで、 16号建築壮に並列する掘立柱建築挫である。両建築杜聞の距離は5.5m

(18.3尺)の近距離で東西に位置する事になる。この建築社は18号建築主H切っている。北側と

東側部分は丘陵農聞に吸収されており、全体規模を確定できない。これは18号建築士止も同様で

ある。この事により、 90-]X区では後世に丘陵を北側と東側から切り込んだ造成作業があった

事を知る。

検出部分は、梁行7.2m(24尺)、桁行13.25m(44.2尺'参考値)を測る。柱聞は、梁行が2.4

m (8尺)、桁行が2.65m(8.8尺)となる。

掘形の平面形は、ほほ方形で統ーされるが、歪なもの(P 264)もある。全体に大きな造りで

あるが、最大のものは P259で、長軸180cm、短軸135-175却を測る。最小のものも P263で、

長軸112cm、短軸110酬の大きさを示す。柱穴は直径20-35cmであるが、 P256・P257. P 258・P

260・P261では柱穴を検出できなかった。

掘形の埋土は、やや茶色を帯ぴる肌色ローム土で、 18号建築祉の掘形の埋土とは土色におい

て、雨上がりに辛うじて搬形の違いが判る程度である。

掘形P258から、凝灰岩の小礁が出土した O

17号建築祉は 4世紀初頭の竪穴住居社(⑮号住居杜)

を切っている。
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。

。

O 

。。

00  

。 16号建築祉

。
。

第45図 17号建築士止実測図
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掘形No 平面形 長軸(叩) 短軸(岨) 柱穴直径(~) 冊 考

256 方 形 1 4 0 1 2 4 / 柱穴は横山できず。

257 方 尭予 135 1 1 5 / 柱穴は検出できず。

258 *方 尭予 j 5 0 1 3 0 / 柱穴は検出できず。

259 *方 形 1 8 0 1 3 5 1 7 5 3 0 掘形は歪。

260 方 形 1 4 5 1 4 0 / 柱穴は検出できずo

261 方 形 1 4 0 1 5 0 1 4 0 / 柱穴は検出できず。

262 方 形 1 3 0 1 2 5 30-35 

263 方 形 1 4 0 1 2 0 3 0 3 5 

264 方 主主 j 4 0 j 0 5 20 

265 方 宜主 1 2 5 1 2 0 3 5 

266 方 形 1 4 5 1 4 0 30 

*方形方形に近い。

第30表 17号建築士止掘形計測表

18号建築雄

桁行方向 N60
0

Eで、 17号建築祉に切られる大製の掘立柱建築栓である o 17号建築祉と同様

に北側と東側部分は丘陵崖面に吸収されており、全体規模を確認できない。

検出部分は梁行8.1m(27尺)、桁行20.8m(69.3尺.参考値)を測る o柱間は梁行が2.7m (9尺)、

桁行が2.6m(8.7尺)となる。

掘形は P268が円形状を呈する他は、方形で統ーされる。但し、 P276のみは掘形を検出でき

ない。 P269-P 274までの掘形が17号建築社に切られている。 P279は北側半分が未掘である。

掘形は全体的に大きな造りであるが、最大のものは P269で、長軸 (160)cm、短軸140cmを測る。

最小のものは P277で長軸120cm、短軸100叩である。

柱穴は直径25-30cmであるが、 P267・P268・P271~ P 274・P279では柱穴が検出できなかっ

た。 P276の場合は柱穴部分が直径6C閣の大きさであるところから、柱の周囲を掘り窪めた柱

抜き取り穴と思われる。

掘形の埋土は17号建築士止のそれと似通っているが、やや灰茶色を帯びた肌色ローム土である。

掘形恥 平面形 長軸(Cm) 短軸(叩) 柱穴直径(Cm) 冊 考

267 方 形 1 3 0 1 2 0 / 柱穴は輸出できず。

268 *円 1f~ 1 4 0 1 3 5 / 柱穴は検出できれ

269 )j 青手 (1 6 0) 1 4 0 30 掘1f~257に切られる。

270 方 荘五 (1 4 0) (115~140) 2 5 掘']f~258に切られる。

271 / / (J 0 5) / 掘1f~259に切られる。

272 / / / / 掘Jf~260に切られる。

273 / / / / 掘Jf~261に明られる。

274 方 育長 / (j j 5) / 掘*;262に切られる。

275 方 苛5 1 4 0 j 2 5 40-35 

276 / / / / 柱抜き取り穴(直径60岨)

277 方 形 1 2 0 1 0 0 30 X 40 

278 方 牙3 1 3 0 j j 0 3 0 

279 方 形 (1 3 0) / / 北糊半分は未掘。

*円形円形に近い。( ) 計棚可能値。

第31表 18号建築地掘形計測表

65 



o 

O 

調査区外

00 
O 

o 0 
O 

ヘ
。

O 

O 

⑬号住居壮
~\\Jノ

/一~円高ι
白f'づi日

三TJV/。。
ぜ7号車0') 

5m 
ニ二二ゴ

。
第46図 18号建築地実測劉

/ O 
O 

O 

O C 。。

O 16号建築祉

臼

4基(⑬ー⑬号)の竪穴住居祉が検出された。この内、⑬号と⑬号の住居祉からは 4世紀初頭

の土師器が出土した。⑬号と⑫号住居祉については床面のみの検出である。

⑮号住居士止

調査区の北西端部から検出されたもので、 17号建築祉に切られる住居祉である。南縁2.7m、

東縁2.0m、西縁O.8m分を検出した。覆土は 部において厚さ 3~4 叩程残存 Lており、まと

まった数の土師器が出土した。

⑩・⑪号住居ま止

調査区の中央部から検出された住居士止であるが、切り合い関係は不明である。いずれも床面

において部分的な検出に留まった。⑬号住居社は北縁で2.8m，西縁で2.3m，⑪号住居祉は東

縁で5.0m、南縁で4.1m、西縁で109mを測る。
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⑩号住居祉

⑫号住居祉の北側よりから検出された住民主上で、北西側!の一隅が残る。北縁3.1m、問縁1.0

m分を検出した。主総の方位は⑬号住居右上と同一向きにある。覆土は 3~ 4 cm程残っており、

土師器がまとまって出土 Lた。

第11節 90-X区

北西側一南東側に長軸の向きのある調査区で、長軸62m、短軸12mを担uる。表土の下は褐色

ローム層土で、この調査区に限り遺構は何も検出されなかった。丘陵端部の削平地と思われる。

， i不明 〆

l!?凪

手ミ

第47図
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第12節 88-XI区
しようげん

唯一、他の調査区と離れて米原集落の南側に接する調査区である。正確には「少監ドン」と

称される水田の西隣に位置し、長軸20.2m、短軸17.5mを測る。

表土の下は褐色ローム層である。この調査区からは、鞠智城跡時代の遺構と伴に中世の遺構

が検出された。

'"5.> 

第48図 88-XI区位置図

中世遺構

多数の柱穴と土拡(SK 01・02)及ぴ溝状遺構(SD 01)が検出された。なお、検出遺構の中に

は自然の大きな焔没穴もあり、紛らわしいので図中にこの事を明記した。さらに、図中に見ら

れる南北に細長い 6本の溝は、耕作様である。

〔柱穴〕 大小、様々な柱穴が調査区全面に検出された。小さなものは直径10聞のものから、

大きなものは直径40cmのものまであったが、平均Lて直径30cmくらいのものが最も多かった。

大きな柱穴については深さが40~50cmに及んでおり、しっかりとした掘り込みであった。この

ため建物の復元を幾度か試みたが、結局、成立 Lなかったの

(SKO 1) 19号建築枇を切る大型土成で、埋土から多量の中世遺物が出土 Lた。主軸方位

は西側にある。平面形は楕円形の変形で、東西の長さ 10.3m、最大南北幅は 8mを測る。深さ

は最深で1.5m、底部は西側寄り 3m分が、ごく浅い血状の掘り込み(深さ 5cm弱)となっている。

遺構の性格は不明である。

(SK02) SKOlの西側隣接地から検出きれた皿状の土拡である。平面形状は楕円形で、
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第49図遺構実i尉図 (88-XI区)

南北方向に主軸方位があり、長軸 7m、短軸4.8m、深さ 10cm弱である。理土から炭化物が多

く出土した。

(8DO 1) SKO 1を切る溝状遺構である。南北方向に玉軸方位を持ち、長さ 17m、最大

幅3.8m、深さ1.2mを測る。

19号建築1止

桁方向は南北方向で、検出部分に関しては l問X5聞の大型で、中柱の証い側柱のみの掘立

柱建築枇である。梁行6.3m(21尺)、桁行15m (50尺)の大きさで、桁行の柱間は 3m (10尺)を

祖IJる。南側部分は農道下となり、梁行部分が完掘できなかった。さらに東側部分については 4

個の撫形(P287・P288・P290・P291)が中世土拡と陥没穴により消滅していた。

掘形の平面形は方形で統ーされる。最大のものは P289で長軸140crn、短軸110cmを測る。最

小のものは P283で長斡100crn、短較90cmである。

9
 

6
 



柱穴は P280. P 282・P283から検出された。大きさはややパラついているが、平均値から

大方、直径40cmくらいと推察される。

掘形の理土は黄禍色ローム層に灰黒色土が混入したものである。

P286 

P289 

(P287) 

(P28B) 

(P290) 

(P291) 

(区。回
)
E
6
J的
戸

j
T
T
 

4 

o 

19号建築士止実測図

6. 3m (21尺)

掘Jf~No 平面形 長軸 (cm) 短軸(叩) 柱穴直径(cm) 情 考

280 }j 荘 1 1 0 1 0 0 3 0 40 

281 方 形 1 3 0 1 1 0 / 
282 〉庁 官S 1 3 0 1 00 4 5 5 0 中世柱穴が切る。

283 1) 来〆 1 0 0 9 0 40 5 0 

284 方 形 1 2 0 1 1 0 / 
285 方 青主 1 2 0 1 2 0 / 中世柱穴が切る。

286 方 形 1 3 0 1 0 0 / 
287 / / / / 中世ニf域 SK02により消滅。

288 / / / / 中世土地SKOlにより消滅。

289 方 形 1 4 0 1 1 0 / 
目。 / / / / 陥没穴により消滅。

291 / / / / 陥没穴により消滅。

第50図

19号建築祉掘形計澱表第32表

(注)この建築i止は、担当者が鞠智城跡で最初に掘った遺構で、土色及び遺構の性格解明等に不馴れであったため、

70 

柱穴の確認作業が不十分であった事をお断り Lたい。



第亜輩出土遺物

*本文中で使用したアルファベットの分類は次の文中でも共通使用となる o

上 89-I区

1 ~145は E層土(褐黄色土と灰黒色土の混入土)からの出土で、縄文一中世遺物が出土した。

須恵器 (1~18)

1~3 ・ 5 ・ 7 ・ 10は杯蓋である。 1 ~ 3は低い立ち上りを有し、 1. 2については復元口径

が8.1~8.2cm に収まる。 3 は復元口筏9.2cm、器高2 .4閣を jJ，IJ る。 5 は口縁端部を欠くが、器高

が高く、残存口筏12.8cmを担IJる大型のものである。 7・10は立ち上りを有しない杯蓋で、復元

口径が10.2~10.4叩を測る。

4・6・8 ・9は杯身である。 4・8は立ち上がりの造りが大きく、全体的に内傾する o 復

元口径は9.2~12.1咽を測る。 6 ・ 9 は立ち上りが僅かで、復元口径9.2~ 1l .6cm を担IJ る。

時期的には、 5 が 6 世紀後半、 2~4 が 7 世紀前半、 1 ・ 9 が 7 世紀中葉、 6 ・ 7 が 7 世紀

中葉から後半に位置付けられる。

11一181土主主の頭部や体部の 部である。形状的に12・13が大主主であると思われる。

土師器 (19 ・ 20 ・ 22~58)

時期には 3 世紀末から 4 世紀初頭にかけてのもの (A類)と、 6~7 世紀以降のもの (B 類)と

に大別きれる。

この調査区に置いて A類は少なく、図示したものでは22・23. 25の3点に情まる。

B類の特徴としては、頚部及び体部の器壁が厚いタイプのもの (24・34が典型的な例として

あげられる)と、 27・29. 30のように薄壁で、焼成が墜し内器面に丁寧なヘラ削りが見られ

るものとがある。 B類後者のタイプは 6世紀の後半に位置付けられよう。

38は甑の本体で、 7 世紀代のものである。取っ手部分の53~58 も同様である。

42~52は高台付椀、 28 ・ 40は杯である。これらのものは 8 世紀にかかる。

19は模倣須恵器で、口縁部端に直に伸ぴる立ち上りがある。 41 は研磨土器である。 42~44は

赤彩土器である。

縄文土器 (59~140)

遺構は検出きれなかったが、かなりの土器が出土している。いずれも晩期のもので、精製土

器と粗製土器がある。

*調整と器形による分類

精製土器(c類)深鉢(c~ 1 類)・ 64 ・ 65 ・ 69~71 ・ 77 ・ 86 ・ 90 ・ 94.117.118 ・ 120 ・ 124.126~128

浅鉢(c~ 2類): 78~81.88.119 ・ 121~ 123・129

71 ー



粗製土器(D類)深鉢・突帯有り (Dー 1・e類): 130-139 

突帯無し (D-1・f類)・ 61-63.66-68・72-76・82-85・87・89・91-93

椀 (D-3類)・ 60

*形状的な分類

口縁部に立ち上りのあるもの(g類)・ C-1類:117・118・120・124・126-128

C-2類:78-81・88・119・121-123・129

口縁部に立ち上りの無いもの (h類)・ C-1類・ 64・65・69-7]・77・86.90.94

D -1 . f類:61-63・66-68・72-76・82-85・87・89・91-93

さらに、 C-1・h類と D-1. f h類は頚部の状態によって外脅するもの (C-1・h類

: 64・65・69-71・94)(D -1・fh類:63・66-68.70-73・75-77・87・89.93)、内湾するもの (C

-1 . h類 :90)(D-1・fh類 66・91)、直線的に伸びるもの (C-1・h類 :86)(D-1・

f h類・ 74・75・83・85)とに分けられる。

C-2類は口縁部の立ち上り状態によって、外寄の状態にあるもの (78・119)、湾曲する体部

から直、もしくはそれに近い状態にあるもの (115・121・126)、直線的な体部から極めて低い状

態にあるもの (79-81・88)に細分される。

D - 1 . e類は突帯の位置によって分けられる。口唇部の端にあるもの (130・132・134・136・

138)、口唇部よりやや下がった位置にあるもの (131・133・135・137)がある。 139は胴部に突帯が

付く。

中世遺物 [141-145)

青俄 (141-143)、白磁小皿(144)、糸切り土師皿 (145)がある。 143は外器面にヘラ自Ijりによ

る蓮弁文様があり、 13-14世紀代のものである。 144の外器面は露胎している。 145は復元口径

8.6cm、器高l.4cm、復元底径6.8cmを測る o

①号住居祉(6世紀代の恩穴住居祉)出土遺物 [146-149)

146-149は6世紀後半の土師器である。内器面はいずれもヘラ削りの後、ナデが加えられて

いる。

石器 [150-158)

石鎌 (150)、剥片(151)、円盤状石器(152)、打製石斧 (153)、磨石・蔽石 (154-156)、殻石

(157・158)がある。いずれも縄文娩期の土器に伴う石器と思われる。
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2.4cm 回転ヘラナデo

下位回転横ナデ。

内器面上位不定ナデロ

9.2cln 

2.5cm 

10.2cm 

3.7cm 

3.6比四 中~下位ヘラ切り。

(〆のヘラ記号つ)

第33表 出土遺物観察表日1)
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第34表出土遺物観察表(2)

77 



No 器種 器 I享 胎土 色調 焼成 方5 態 調 盤

土師器 上世 6.0mm ノドE粒 外淡灰褐色 良事f 口縁部は外寄する。 外器商ヒ中位横ナデ。

~， 屈曲部1.5四 金雲母 内褐色 屈曲部は肥厚する。 中一下位:ハケ目o
38

1 (日縁~体制 下位 6.5胴 石英 外器面にススが付着ロ 内器函 l位ナデ。

7 C 中一下位:ヘラ剖り。

土師器 上位 4.3脚 密 黄赤褐色 良好 タ内同器寺R街E 回転、ナデ。
39 (胸台) 下位 5，9mrn 器 しぼり痕。

上部俊合福ナデ。

土陶器 底部 3‘ 5~ 密 淡赤褐色 普通 底部は薄壁。 内外器面ナデ。

杯 外底端 9伽司 茶褐色粒 一淡茶褐色 外ま端は肥厚。 タト底面回転ヘラ切りけ)

40 1 (底部一体制 体部中位 300

下位 4四

縄文 上{立 4.0叩 金雲母 n唇暗褐色 良好 体部は内奇する。 外器面上位:へラ磨き。

備 中位 6.0m[ 白色粒 他 淡 褐 色 研磨土器。 中~下位:ヘラナデ。

41 旧縁一体制 下位 4.0阻 砂粒 内器摘へラ磨き。

晩甥

土師器 底部 4-5mm 茶褐色粒 淡茶褐色 良好 体部に比べて、底部は薄聖書。 外底面内底面閏転ナデ。

42 高台付き椀 体部 ιo岡田 微細金雲母 付け高台。

(底部) 一部に赤茶褐色(赤彩打。

土姉器 底部 8.0剛 密 赤茶褐色 良好 l司台の畳付き近くのみ、赤彩。 内底面中央部寄り ナデo

4旧高剖すき椀 高台 4，5四 角間石 (赤彩) 他は回転ナデ。

(底部) 体部 5ρ国冊 締砂

土師器 底部 7.0mrn 字毎 淡茶褐色 良好 復元康探 8.2巴皿 外器w回転ナデ。

44 高台付き椀 高台 4.0mrr 赤茶褐色粒 底部に比べ高台はi草壁。 外氏函内底面題転ナデ。

(底部) 細砂 外器面は部分的に赤褐色(赤彩)。

土師器 底部 4.5回開 密 赤茶褐色 良好 復元主径 8.4叩 外底面中央部ナデ。

45 高台付き椀 高台 4.0rnlll 茶褐色粒 (赤彩) 高台高 7-9阻 内底面ナデ。

(底部) 体部 6.0醐 微細金雲母 外h支部と畳{寸きは淡茶褐色。 他は回転ナデo

土師器 底部4.5-7四日 宥 灰褐色 良好 底倖 8.6cm 外器面外底函回転横ナデ。

46 高台付き椀 高台 3.5胴 砂粒[少量) 内底商上位回転検ナデ。

(底部) 体部 4.5凹 中~下位不足ナデ。

土師器 底部 4.5町田 密 外淡茶褐色 やや il元底径 11.8皿 ロ リングにより不明。

47 高台付き椀 高台 5.0rnm 微細砂 内 淡 褐 色 不良 高台高 6.0剛

(底部~師同 体部 ι5田皿 茶褐色枕

土締器 底部中央 3" 白色粒 淡茶褐色 良好 復元底窪 7.3口町l 外様面ナデ。

高台Hき椀 高台 3.0胴 砂料 高台高 2.0咽 外底商中央部副転ヘラ切り。

4ll (底部) 体部 7.印刷 微細金雲母 端部高台回転ナデ。

内底面中央部機サデc

端部回転ナデ。

土締器 底部中央 4.. 塩、 外淡茶褐色 R事f f夏元底径 7ιcrn 外器面回転ナデ。

高台付き椀 端部 9凶 茶褐色粒 内赤茶褐色 {止高台 L5~3岡田 外底面中央部回転ヘラ切り(?) 

49 I (底部~体制 体部 (赤彩) 底部は薄壁である。 端部回転ナデ。

9-lOC 上位 3‘5mm 内器附回転ナデ。

内底扇横ナデ。

土締器 成部 5.0mrn 密 淡自褐色 良好 復元底径 8.2clIl 外器面横ナデ。

50 高剖すき椀 体部 4.5胴 微細角間石

(底部)

土締器 底部中央 6罰百 密 茶褐色 良好 復元底荏 7.0倒 外器商ナデ。

51 高台市一き椀 高台 4.0Jml 角間石 高台高 9.5mm 外底面回転ナデ(回転ヘラ切り

(底部) 体部 6.0阻 微細砂 と思われる)。

内底面開転ナデ。

土倒器 底部 9.01阻 角関石 茶褐色 良好 復冗底笹 ι1咽 外底面 回転ナデ。ヘラ切り離し

高台付き椀 外即品 1.9clll 砂粒 赤茶褐色 底部と比較して、体部は薄壁で と思われる。ヘラ記号(?) 

担 惜部一体制 体部 5.01凹 石英 (赤彩の可 ある。 らしきものカfある。

能性有り) 外底はやや上げ底で、外底端は 外器面闘転ナデ。

角張る。 内底面 回転ナデ(?)葺れている G

土銅器 断面箇所 小石粒 淡茶褐色 良好 断面は長円形。 器面指押さえ。ヘ7月刊O

鉱 長径 5.0冊 白色粒 先端部は細身ながらやや九味を 接合面ヘラj"J1JfJ 0 

53 (取っ手) 鎧径 3.6c皿 石英 帯びる。

後会福寄り 石粒

7.0c阻

土餅器 断面箇所 密 淡茶褐色 良好 断荷は円形に近い。 器面へ'71ilJIJ 0 

甑 長在 ι3咽 微細金雲母 接合商は6.0cm以上あり、肥厚 接合間ハケE。

54 (取っ手) 短桂 4.0伽 徹相砂 する。

援会福寄り 先端部はやや鋭角D

6.0cm 

土師時 断面箇所 石粒 茶褐色 良好 断面は円形lこ近いc 器補指ナテ押さえ中心。

55 
紙 直符 ι4珊 微細時 先端部は丸味を帯びる。

(取っ手) 接合商寄り

8.0cm 

第35表 出土遺物観察表(3)
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第54図 出土遺物実測図(3)
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内外器面核ナデ。

状l

内器開は半月状を呈する。

第36表出土遺物観察表(4)
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内器簡は半月状を呈するロ

口唇部は半月状を呈する。

口唇部は肥厚する。

口縁部は肥厚する。

大で部唇日
制
し山知マトタ

0

や

る
や
す

耐
騨

体

くき

目録音1)0つ上位に穿干しあり。

第37表出土遺物観察表(5)
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ヘラ磨き(ナデワ)

第38表 出土遺物観察表祁)
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第56図 出土遺物実測図(5)
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内外器面横ナデ。

第39表出土遺物観察表(7)
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7 
141 て

142 
に一一ょこニア144

t 5 10叩

第57図 出土漬物実測図(6)

No 器 穏 器厚 給土 邑謝 焼成 形 態 調 整

縄文 上位 8.5胴 白色粒 外紫型間色 良好 体部は直線的に伸びる。 内外器商丁寧なナデ。

132 
突'Hi士七器 中位 9.C胴 長石 内 野音褐色 2条の突帯が{寸き、 1条は口唇

晩期 下位 8.0mm ii't粒 部端に付く。

向悶石 外器扇にススが付着。

縄文 上位1.3巴皿 角閃石 外 黒 褐 色 良好 f本部は憧かに外育。 外器函突帯下下位粗い横ナ

133 
突結文土器 中位 9.0醐 綱砂粒 口唇部端Lこ突帯が付〈。 ア。

旧紘一体部) 下位 7.0mm 外器雨に炭イ出物が付着。 突帯上~口唇部:横ナデ口

晩期 内器揃横ナデ。

縄文 上位1.0四 角関石 外 灰 褐 色 良好 体部は直線的に伸びる。 口唇部横ナデ。

134 
突帯文土器 中位 7.0阻 砂粒 内淡l!i色 口唇部端に突帯が付〈。 外器面積ナヂ。

(ロ縁~体制 下位 8.0醐 内器面ナデ 11位仁はJ旨押さえ

が加わる)0 
縄 文 7-8四 やや砂質 外 淡 褐 色 良好 体部は直鵡的に伸びる。 外器面へラナデ。

135 
突帯文土器 角閃石 内褐色 ロ縁部の直下に突帯が付<0F 内器面ヘラ自1)りも Lくはヘラナ

旧縁一体制 砂粒 位にも突帯と思われるものがある。 デ。

暁期 突帯に刻目。

縄文 上位 9.5田皿 白色粒 阪褐色 nJH- 体協は直線状に伸びる。 外器商上中依斜めにナデ。

136 
突帯文土器 中位 8.0師 角関石 2条の突帯(刻!日)が行き、 1条 下位ナデ。

(口縁一体部D 下位 9.0剛 石英(大粒) は口唇部端に付<0 内器術横ナデ。

晩期 外器開lニススが付着。

縄文 上位1.35c回 密 外肩車灰褐色 良好 体部は、やや外脅する。 内外器面横ナデ。

137 
割T士土器 中位 9.5四回 微細砂 内淡茶褐色 口唇吉fリ官に突帯がfすく。
(口縁部) 下位 7.0mm 突帯に刻目。

娩l!Il

縄文 上位 9.0mm 角閃石 外褐色 良女子 口縁吉端に突帯が付く。 外器面上位繊ナデ。

138 
突リi~;士土器 湾曲部1.1側 砂粒 内談黄褐色 突帯に刻白。 下位:粗いナデ。

旧縁~体部) 下位 6.0醐 体部は中途で大きく内室ぎする。 内器函 口唇部を含めて丁寧な横

晩期 ナデ。

第40表出土遺物観察表(8)
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ト。 器 種

縄 文

139 
突時文土器

(体部)

備 前

140 (頭部)

中世

背 磁

141 (口縁者白

青 磁

142 
E宛

(体部)

青 磁

碗

143 
(体部~底部)

白 磁

小皿

144 (底部)

土師器

145 
(ロ縁底制

中世

。

器厚

上位 8.0醐

中位1.2rm
下依 7.0咽

上依1.0四

中位 9.5附

下位1.9岨

上位 4.5mm
下位 ιo阻

最上位 6.0mm

上位 4.0岡市

中位 6.5胆

下位 8.0岡田

1底部1.6四

端部1.4cm

体部 5-6mm

底部 6.5阻

体部 4.0岡

底部 6.5rn冊

外底端 7.3mm

体部 4.5mrn

ロ縁部 3.0mm

5 
t 

胎土

角間石

砂粒

石英

堅綴

砂粒(少量)

精良
色 白 灰 色

堅鍛

色灰色

微細砂粒

色 灰 白 色

里線

砂粒(少量)

色白色

密

角閃石

微細砂

茶褐色粒

10叩

色 調 焼成 禿5 聾

外 黒 褐 色 良Iff- 体部はややいl考 L、中世に突~ii

内褐色 治宝付く。

外 llc寸音色 n~J 
内 灰 赤 色

柚色 良好 日縁部はやや外寄する。

うぐいす色 無士。

口唇部は白っぽい。

糊色 良女子 体部は|勾寄L、口縁部はやや外

暗オリーブ 育気味となり丸味を予告ぴる。

灰色 |人j器商の紬下にへラ削りの文様。

糊色 良好 底部は肥厚する。

オリープj天 外器面にヘラ削りによる蓮弁士。

色 内底面』こへラlilJりによる円立。

施粕:体部は均等で、!早さ 1胴 o

高台は厚さカ司、均 。

高台内と長付きは露胎。

紬 色 透 明 良灯 復元底径 5.8cm 
外底面は世かに上げ展。

内庭面端部はヘラ出向。

施利内iま函と外様函の部に

施紬。舛痕面は露給。

淡茶褐色 良好 復元日佳 8.6四

器 高1.4伽

復元底笹 6.8cm 
外底はやや上げ底。

第41表出土遺物観察表(9)

第58図 出土遺物実測図(7)

(部分的に灰

下段1.2叩|両校 |黒色)

微調都角関石|内淡赤褐色

第42表出土漬物観察表。0)
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調 整

外器面上位様ナデロ

中位(突慌の下位) 横へ

ラナデ。

下位:ヘラナデ(縦方IIlj}c 

内外器面横ナデ。

外器商回転ナデ。

内器面指ナデ。

外底面糸切り離しo板目圧痕ロ

内底面回転ナデ。

内器函ヘラ削り後ナデD

回転ナデ。

中~下位斜めハケぃ

丁慌なナデ。

I付器面上~中依回転ナヂ後、

斜めずデ。

中~下位ヘラ削り後、
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第59図 出土遺物実現1]図(8)

く二二〉

。

三二コ

亡二〉

C 
88 

O 
t 

154 

156 

158 

5 

" 
~ ら

lOcm 
J 



第43表出土遺物観察表(11)

2. 8 9 -n区
89-1区と隣合わせの調査区である O 特に出土地点を明記していないものは、 89-1区と同

様にE層土からの出土である。

須恵器 [159-170)

160は杯身で、 159・165・169は杯蓋である。 160は3号建築技の P36から出土したもので、体

部は内湾する。 159のつまみ部分は貼り付けで、残存口径は11.2cmを測る。 165は口縁部に立ち

上りが無く、直口気味となる。復元口径は11.6叩を測る。 169は器高が1.7cmと極めて低く、臼

縁部における立ち上りも少ない。復元口筏は9.0cmを測る。

時期的には、 160が 7世紀中葉、 165・169は9世紀代に位置付けられる。

163・164は墾の頚部で、 170は胴部、 168は底部である。 170はかなりの大窪と思われる。

161は杯で、 162は高台付碗である。いずれも時期的には 7世紀代のものと思われる。

土師器 [171-199)

A類(3世紀末-4世紀初頭)に属するものは172・173・180で、89-1区と同様に 3点に留まる。

172・180は斐の頭部で、 173は小型丸底章である。

B類は (6-7世紀以降)の中で特筆すべきものは、下記の通りである。

181は甑の底部で、底部に穿Jしがある。 197-199の取っ手と対をなす。

190・191は杯で、体部は直線的に大きく聞き、外!氏端は肥厚する。外j底面はナデ消しが施さ

れている。 195は高台付椀で、復元底径10.0畑、高台高1.5cmを測る。

この他、言語の頚部、胴部、脚部、高均二のf不部 (178)などがある。

弥生土器 [200)

外底端が角張り、体部が内傾するジョッキ型土器である。復元底径は14.8閣を測る。

89 



縄文土器 (202-232)

203はC-3類(精製土器・椀)に属し、復元口径14.4cmを測る o 体部はやや内湾し、口唇部は

や干丸味を帯る。

204~211 ・ 221 は C-2 類(精製土器・浅鉢)である。口縁部の立ち上り状態は、 210 ・ 221が極的

て低い。他は総て直、も Lくはやや内傾の状態にある o

213はC-1類(精製土器・深鉢)で、体部は僅かに外寄する。

212 ・ 214~218 ・ 220は D ー 1 類(粗製土器・深鉢)であるが、 220 は口縁部に立ち上りが見られる。

230~232は D - 1 . e類(粗製土器・深鉢・突帯を有する)である。突帯の位置は、 230が口唇部

の端に有り、 231は口唇部よりやや下がった所にある。 232は胴部に突帯が付く。

④号住居祉(弥生終末期の竪穴住居祉)出土遺物 (233-237)

いずれも弥生終末期の土器である。椀 (233'234)、小塑丸底査(235・236)、警 (238・239)、そ

の他、器形不明の土器(237)がある。

⑤号住居地(6世紀後半の竪穴住居地)出土遺物 (240-244)

240は6世紀後半の須恵器均二身である。 241・242は碗で赤焼けの須恵器である。 243・244は土

棄で、 244は赤彩の斐片である。

石器 (245-256)

縄文晩期の土器に伴うものとしては、打製石斧 (245~247) 、磨製石斧 (248 ・ 249) 、磨石・敵石

(250~252) 、磁石 (253) 、台石 (254) 、円盤状石器 (255) がある。 256は中世の砥石である。

蜘 器種 器厚 胎 土 色調 焼成 形 態 言問 務

159 
須恵器 上田 9.加 密 灰色 良好 残存口桂 l1.Zc皿 内外器削回転横ナデ。

杯、韮 下位 5‘O醐 白色粒 つまみ部分は貼り付け。

須恵器 底部 6.0胴 撤密 オ')-プ灰色 良好 外部は内寄する。 外器面横すデ。

160 
+干身 外底端 7.'"皿 砂粒(少量) タト底面 回転ヘラ削り後、ヲデo

(底~体口) 外部上位 3" 内器面積ナデ。

7 C中 中i立 3.51日阻

須恵器 底部 4.5111111 級密 外 褐 灰 色 良好 底部は薄壁。 内外器面回転ナデ。

16) (闘一体制 外底端1.，"， 砂校 内 氏 褐 色 体部は肥厚し、外底端は九床を 外底面回乾ヘラ自1)り。

体部 7.0m皿 帯びる。 l勾底面粗いナデ。

須恵器 底部 o.5mm 級密 灰白色 良好 品台は貼り付け。 内外器面回転ナデ。

162 
高台寸寸き碗 高台 7.0mlll 砂粒(少量) 高台ナデ。

(底部一体部) {本部 6.5回目 外底面回転ヘラ削り。

内底而不定ナデ。

須恵器 上位 4.5胴 密 灰色 良好 復元口律 12.4cm 外器商回転ナデ。 ([1唇部より

163 (頭部) 屈胸部 6畑 (精製粘土) 5阻下方に一条のit線。)
下位 4.0111皿 内器商回転ナデ。

須恵器 寂上位 9.5mm 堅綴 外 崎 褐 色 良好 日縁部はxきく肥厚する。 内外器函丁寧なナデけ)

164 
護 上位 6.5回目 内 灰 白 色 体部は僅か4こ外毒する。 ローリングを受けている。

(頭部) 中位 9.01llrn 胎土にほとんど担入物無し。

下位l.05側

須恵器 上位 2.5胴 堅綴 l~ぃ糧色 良好 復元口筏 11.6醐 外器部回転横ナデ。

165 坪蓋 中i立ι0阻 口縁は、やや直口気味。 内器面下位一条の破函線あり。

(日縁一体制 下位 6.0嗣 胎土にほとんど視入物なし。 回転ナデ。

須恵器 底部 8.0mrn 堅綴 外灰色 良食F 寵元口径 12.4crn 内外格酉横ナデ。

腕付台 外底端 6.Omm 砂.，立(j;三重) 内 赤 灰 色 体部は内琴する。

166 (底~体~口) 体部

7 C末 上位 3点 目 田

中位 4.5岡田

第44表出土遺物観察表(11)
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第60図 出土漬物実現t図(9)
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口縁直口。

内器預

第45表出土漬物観察表。3)
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14.0c阻

寵元底径 10.5cm 

器高 Z.5cm
舟型を呈する。

内器商にススが付着。

第46表出土遺物観察表(14)

94 

デ。

外器面上位横ハケ目。

巾位丁寧なナデ。

下役縦ハケ目。

内器面上~中位機ナデ。
下



第47表出土遺物観察表(1時
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第62図 出土遺物実測図。1)

第48表 出土遺物観察表例)
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官

口縁部は車線的に伸びて、やや

外傾する。

例都は丸味を惜ぴる。

は丸味を'fii
測が付く。

第49表出土遺物観察表。7)

97 

目。

中位斜めハケ目。

中下位検ヲデ(前に

ハケ目があった様子)。

内器面上位検ナデ。

中位ナデ。
中一下位 ハケ目(中位

は宗め、下位は横方向)

ナデ。
小腕下関より底部の端部

放射状回転ナデ。

庭部中央部ハケ横ナデ

内成函上~中位ナデ。



No 

238 

239 

器種 器厚 胎土 色調 焼成 *J 態 調 藍

弥生土器 日縁上位 1，包 白色粒 外口唇 良好 復元口径 13.4cm 外器函口縁部上役撚ナデ。

捜部体制 中位 8閉院 砂粒 灰褐色 回薗部に突帯が付く。 口tま部中{立:ハケ目。

胤曲部 l.4tD1 淡茶褐 頭部は大きくタネ考すゐ。 日縁部下怯械ナデ。

体制中位 h聞 色 突帯に利突文。 体部:縦ハケ日後タタキ。

下位血m 内淡茶褐色 内器面 口縁部中一下位:横ハケ

EJ， 
体部上位:ハケ日後ナデo

体部中~下位:斜めハケ目 D

効性土器 頭部 金雲母 淡白褐色 良好 頭部は直立気味にやや外傾する。 外器雨頭部横回転ナァ。

(頭部例制 上位 4.5晒 茶褐色粒 高存脚部は、やや直線気味に外 目向吉11:タタキ?ハケ目?

中位 5‘5剛 砂粒 側へ聞く。 のf麦、ナデG

屈臨時 6加 外器面の下位に科突Xo 内器函頭部被回転ナデ。

捌務上世 6~ 脚部横斜め方向のナデ

中{立 ι5田皿 で、上位，には揖調整も加わ

下位 6.0冊目 る。

第50表出土遺物観察表(18)

236 

238 
※233-239は④帯住居地出土

モヰ7_~。

※240-2441草偶健闘尚土 t 
第63図 出土漬物実測図(11)
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第51表 出土漬物観察表例)

くこ〉 245 

くこコ 246 

248 

249 
250 

。 5 10cll1 

第64図 出土漬物実測図(13)
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!毛主

fi.ω注選滋Rふ'，j;

亡 コ
254 

。 5 10cm 

第65図出土漬物実調~図。4)
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C 。 5 

第66図 出土遺物実測図。5)

第52表 出土遺物観察表側

3. 9 Q-ill区

出土地点を明記Lていないものは、いずれも地山直上の証層土からの出土である。

須恵器 (257-260)

10cm 

脚部(257)、杯身(258)、杯蓋(259・260)である。 258は復元口径10.0cmを測り、 7世紀前半の

ものである。 260は復元口径14.2cmで口縁部は直立する。 258・260は5号建築桂からの出土(258

P 50、260: P 51)である。 259は宝珠つまみを有しており、 6号建築;佳からの出土(P72)で

ある。 7世紀後半に位置付けられる。

- 101 



7世紀後半に位置付けられる。

石器 [261~263J 打製石斧 (261)、磯器(262)、磨石(263)がある。

てー「才ょ牟コ1三社 ¥
J
J
j
 

第67図 出土遺物実測図(1同
。 5 

t 

Nc 器 種 器厚 胎土 色調 焼成 形 態 制 整

須恵器 上位 4.5rn皿 堅級 灰色 良好 内外器商凹転検ナデ。
257 (脚部) 中{立 5.0出阻 砂粒(多量)

下位 7.0胴

須恵楼 中{す ι5冊目 堅線 灰白色 良妻T 復元n筏 10.0叩 内外器面下佼回転テデ。
258 部身 下位 3.0胴 砂桂(少量)

7 C前半

須恵器 上位1.25叩 堅級 外灰黄褐色 良好 宝珠つまみがH<。 内外器前回転ナデ。
259 均晶 中{立 8.5田町 砂粒 内 淡 黄 色

7 C後半 鉱物(少量)

須恵器 天井 3.5mrn 堅綴 淡灰色 良好 復元口径 14.2cm 外器函」位回転ナデ。

部0
勾ミ蓋 中位 4.0mm 砂誼(少量) 休部は内奇し、口縁は直立する。 中一下肢回転ヘラ削o

後、ナデ。

内器面回転ナデ。

第53表出土遺物観察表(21)

Cミ二二コ 262

亡コ263

05 lOc閉

第68図 出土遺物実測図(11)

9.0 9.1 1.05 

8.5 7.4 4.1 I 394.23 

第54表出土遺物観察表(幼
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4圃 9Q-N区

いずれも地山直上のE層土からの出土である。なお、布目瓦については、 N区の北東隅コー

ナー裾部から纏まって出土した。宮野礎石建築祉のものであろう。

土師器 (264-267)

264・265はB類 (6~ 7世紀以降)、 266・267はA類(3 世紀末~4 世紀初頭)に属する。 265 は

甑で、復元口径16.0cmを測る。 266・267は椀で、復元口径は266が18.4cm、267が19.6cmを測る。

縄文土器 (268・269) c ~ 1類(精製土器・深鉢)に属し、 269の口縁部は低い立ち上りを持つO

布目瓦 (270-291) 分類については別途記載(→ P.201)した。

2 
21 

ぷ《ぉ 。 5 10酬

と 耳

..-267 

第69関 出土遺物実調m1(18)

内器商は曲線j久を呈する。

第55表 出土遺物観察劃同
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第70図 出土遺物実測図(19)
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274 

第71図 出土遺物実測図仰)
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第72図 出土遺物実測罰(11)

106 



:襟ijii穀
誉:;.fjt?f-
~~~~\\;.~y 
山必Fわノ

傷 281

。 5 

279 

陽園 280

10cm 
282 

第73図 出土遺物実現~図附
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Nc 器種 器原 胎 土 色 調 焼成 識 整

平瓦 縦{立挟1.1clII 黒雲母(多量) 灰白黄色 やや 凹而布目。模骨娘。布端痕。狭端酉寄りに削り。

!ム2.5m 白色粧を含む 甘い 凸面 ナデ。 2種の格子目のタタキ。

横位 [格子日]織委引線 4-6阻$liio 7 -10mrn間隔。

270 2.2-2.6clll 縦割線:3 -5剛ITMo11-12皿間隔。

横WI線 :3-9阻帽。 6-8岡田問J商。

縦刻線:3.5-4剛幅。 5-9四m間隔D

狭端簡印jり。

平瓦 縦位攻3.1cm 白色粒 灰色 堅融 凹函布g，ナデ。模骨痕。分語界線。粘土択令わせ目o糸切り痕。

広3.2国 凸商 ナデ。格子自のタタキ。

271 備位中3.1咽 (格子目〕横刻線 :4-6胴帽。 6-9醐間隔。

側2.0(回 縦刻線 :5-7岡田幅。 9-11m冊問問。

側面削り。破面。

平瓦 縦位狭2.3皿 黒雲母 灰白褐色 1Jい 凹荷浅い分割界線。模骨痕。粘土収合わせ白。

272 
広2.4cm 白色粒(少量) 凸面 ナデ。格子日夕タキ。

横位中2.3四 [格子百〕横刻線 5m車IliIo8晒間隔。

側2.2仰 縦刻線:5冊冊幅。 9-11回阻間隔D

平瓦 級位狭2.6佃 黒雲母 灰黄色 やや 凹問 布目。模骨痕。粘土板合わせ官。糸切り痕。

273 
広2.4側 甘い 凸面ナデ。格子日夕タキ。

被位中2.5櫛 〔格子日〕横刻線 :4-5羽田幅。 6-呂田陣間冊。

側1.9cm 縦刻線 4剛幅。 8-10咽間隔ら

平瓦 縦位狭1.5恒 黒雲母 褐灰色 甘い 四商・凸面ともロ リングが倣しい。

話、1.6cm 白色粒(少量) 凹函布目。指頭圧現。

274 横位中1.7四 凸商 ナデ。格子日夕タキ。

側1.&. 〔佳子日}横ねl線 3 - 4mml~lão 7-10阻間隔。

縦訓線:4晒幅o9-11皿間隔o

平瓦 縦iす狭2.Ocrn 黒雲母 灰白色 やや 四面布目。模骨痕。粘土板合わせ日o

275 
広2.2阻 白色粒 廿い 凸罰 ナデ。格子日夕タキ。

横位中2.Oc:閥 {格子目)横刻線:日嗣幅。 6-7四冊問問。

制IJ2.1四 縦刻線:6剛幅。 8-10mml司I霜o

平瓦 縦世狭l.S祖 黒雲母 灰黒色 甘い 凹面'凸面ともロ リングが激しい。

広2.，，"， 灰白色 田両布目。模骨痕。

276 検位中2.1cm 凸函 ナデ。格子日夕タキ。

側2た冨 〔裕子包)検.~線 5-7剛幅。 8-1O/l1ll間隔。

縦葬j線: 5 阻幅。 9~~間隔。

平瓦 縦位狭2.6四 黒雲母 灰色 堅綴 四面布目。模骨痕。紐痕。

277 
広2長四 凸雨ナデ。格子日夕タキ。

横俳中2.5m 〔佑子宮〕横刻l線 4-6 皿帽。 8~.問問。

組2.3叩 縦割線 4-5阻幅o8-10rn組目編。

平瓦 縦ま狭1.9cIIl 黒雲母 灰白褐色 やや 凹函布目。分割界線。模骨痕。糸切り痕。

278 
Jt;2.3c田 白色粒 甘い 凸面ナデ。格子日夕タキ。

横土中1.8ω [格子日]検刻j線 2.5-3胴帽。 5羽田間隔。

倒2.1佃 縦部線:2.5岡田幅。 7胴間隔。

平瓦 縦位狭2.'" 黒雲母 白灰色 やや 凹面・凸商ともロ リングが激しい。

279 
広2.""' 甘い 凹面布目ロ模骨痕。

横位中2.5伽 日面格子日夕タキ。

側2.0佃 〔格子巨〕縦刻線 8羽田間隔。

平瓦 綻位狭1広羽 白色粒 灰色 極めて 凹隠布目。狭端部寄りに削り。

広2.1倒 堅綾 凸函削り。格子宮タタキ。

280 被土中2.，，"， 〔裕子目〕繍刻線 5 ~.幅。 4-5剛間隔。
鯛2長m 縦刻椋 2-31幅。 7-8剛問問。

狭端面削り。

平瓦 縦依狭2.1側 黒雲母体宣) 灰白色 やや 凹面ロ リングが激しい。紐痕。

281 
広2.2，佃 甘い 凸面修子日夕タキ。

横土中2.5制 [裕子日]横刻線 3 -4mlll帽。 3-5胴関嗣。

側2.1rm 縦表1I線:4 阻1幅。 6~~間隔。

平瓦 縦柱狭2仏、回 黒雲母 灰色 擦級 四 面 布毘 D 分割界線。斜めのi土線。

282 
広2.1側 凸補ナデ。格子日夕タキ。

横並中1.9crn 〔裕子目〕横家i線 2..帽。 3-4mm間隔。

側1.9伺 縦刻線 3剛幅。 7-10胴防問。

平瓦 縦泣狭2.3rn 黒裳母 灰白褐色 やや 四国布目。分割界線。模骨痕ロ

283 
広2.5cllI 白色粒(少量) 甘い 凸街格子目タタキ。

横位中2.4四 〔格子日〕横刻線 4~ 幅。 5 醐間隔。
側2.Ocm 縦刻線:3 回目幅。 8~.間隔o

半瓦 縦位挟2.1四 白色粒(+111 白灰色 甘い 凹面ー o面ともロ リングが激しい。

広2長m 凹面布目。模骨痕。

284 横位中1.9，岨 凸函格子日夕タキ。

侃1.8四 [格子目〕横虫j線 3."帽。 5-6mrn間隔。

縦刻親:2-3冊m幅。 15mm間隔。

第56表 出土遺物観察表制
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。 5 10cm 冬物 286

第74図 出土遺物実測図仰)
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No 器種 器 厚 胎 土

平 E 縦位狭2.&. 黒裳母

285 
広2.4cw 白色粒

横位中2.1叩

側2.3伽

平 瓦 縦位狭2.5咽 黒雲母(少量)

286 広2.9側
横位 2.7咽

平 瓦 縦桂狭1.8伽 黒雲母

287 
広2.1crn 自色粒(少量)

検位中2.2叩

側2.2~~

平瓦 縦位狭3.Ocm 黒雲母

288 
広3.0四 白色粒(少量)

横並中3.4m
倒2.4c岡

平瓦 縦位狭2仕置 黒雲母

239 
広2.3c;皿 白色粒

横位中2.3crn

個2.6掴

平 瓦 縦位狭2.0cm 白色粒

290 
広2.1c皿

横枕中2.1c~
側1.6四

平 瓦 縦位狭2.5回 白色粒

291 
広2.&皿 白骨l、石

横jil:巾2.8阿 (多量)

明12‘70田

5. 9 O-V区

291 

色諦 焼成

灰色 堅徽

灰白色 やや

tI い

貧灰色 廿い

鈍い犠色 やや

甘い

鈍い程色 やや

甘い

鈍い糧色 やや

甘い

灰褐黄色 甘い

。 5 
t 

10cm 

第77図 出土遺物実測図(的

調 整
凹面布目。模骨痕。指頭圧痕。

凸商 ナデ。格子目タタキ。

[格子日]検家除泉 2 -3mru帽o4-4.5mms司偏。
縦刻線:2 -2.5胴幅。1Q-18mm間|属。

四面・凸面ともロ リングが激しい。

四国粕土収合わせ自o

凸 函 条痕 6.，幅ら 9-12醐問隔。深さ 1 2 mmn 
四面ロ リングが激しい。模骨痕。

凸雨 条痕岡田幅。 9-10胴問問。 i宋さ)-2冊問。

狭端面削り。

質量感あり。

凹 関 布目oナデ。糸切り痕。粕土板合わせ呂。模骨痕。

凸函ナデ。

縦方向の条痕 2-3rnm幅。 4-5岡田間隔。探さ 1mmQ 

四面布目。模骨痕。紐痕。

凸面ナデ白

狭端荷・広端面削り。ナデ。

凹雨模骨痕。狭端術寄りに指頭圧痕。

凸函薄い条痕。テデ。

狭J鵠面削り。

凹画布目。模骨痕。分割界線。

凸面ナデ。

側面削り。

第57表出土遺物観察表15)

地山(褐色ローム層土)直上の E層土(灰黒色土)からの出土である。

須恵器 (292-312)

303は平瓶で、復元胴径19.3cm、復元底径12.6cm、残存器高9.5叩を測る。頭部を欠失 Lてい

る可能性もあるが、本来、胴部との接触面にあたる箇所は丁寧に削られており、接合の状態に

あるとはいえない。

304 ・ 307~311 は杯蓋である。復元口径は307が9.2cm 、 308が12 .4倒、 309が7.8cm 、 310が14.0cm
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を測る。 311には窯印がある。

時期的には、 307が7世紀中葉一後半、 308-310は7世紀後半に位置付けられる。

その他、 305は高杯の杯部で、他は~の頚部や胴部である。この中では、 297が 6 世紀後半、

301が 8-9世紀に位置付けられる。

土銅器 (313-339)

A類(3世紀末一 4世紀初頭)に属するものは、 313・314・317・324-326. 334 -336である。こ

の中で護の324・326は外器面にタタキ、内器面にハケ白調整の痕が明確に残る。 336は大型の椀

で、体部は内考し、復元日筏23.4cmを測る。

B類 (6-7世紀以降のもの)の中で、特筆すべきものは323である。大型の饗で、服部は丸

味を帯びており、復元口径23.6cmを測る。器面の色彩は鈍赤褐色一鈍校色を呈する。外器面に

ナデ、内器面にはヘラ削りと粗いナデ調整の痕が残る。

縄文土器 (340-350)

340・341.343・344はD-1類(粗製土器・深鉢)に属するが、口縁部にいずれも立ち上りがある。

343は体部がやや内湾する。

342はC-1類(精製土器・深鉢)に属し、口縁部に立ち上がりを有する。

345・346・350はD-1類で、器面に条痕が残る。 350は復元口径23.4cmを測る o

中世遺物 (351-354)

播鉢(351・352・354)、常滑(353)がある。 354の条線のー単位は 5-7本を数える。

布目瓦 (355-377) 分類については別途記載(→ P201)した。

石器 (378-380) 打製石斧 (378)、磨製石斧 (379)、オハジキ状の小石 (380)がある。オハ

ジキ状の小石の長さ1.7cm、幅1.4cm、)享さO.5cm、重き1.59gを測る。

蜘 器種 器厚 胎土 色調 焼成 形 態 調 整

須恵器 上位 8.5冊目 堅綴 外黒色 良好 頭部Ii，やや外寄する。 内外器面丁寧なナデ。
292 (頭部) 中位 8.5醐 砂粒 内 黄 灰 色

下位 9.0mm

須恵器 口欄¥l.()cm 堅綴 外黒色 良好 頭部は上位で、 E括れて、口 外様函検ナデ。

293 
(頭部) 上位 6.0胴 砂粒(少量) 内 灰 白 色 縁部で外側へ肥厚する。 内器面器面がかなり荒れ

中位 8.0阻間 内器函は直線状を呈する。 ため不明。

下位1.0c皿

須恵器 口唇部 l咽向司 級密 浅黄色 やや 口唇部iま外側へ大きく肥厚する。 口唇部内器函様ナデ。

294 
大発片 上依1.3c阻 (若干軟質) 甘い 外器面上位機ナデ。

(頭部) 下位 9.0岡田 中位波状丈。(13条以
上一組の仁具仁よる。)

須恵器 口縁部 7唱曲目田 堅綴 外 揖 灰 色 良好 itt元日桂 18.9四 内外器福丁寧な横ナデ。

295 
(頭部) 上位 5.0醐 砂粒 向 背 灰 色 頭部は外背し、口唇部は外恨IJへ

中位 8伽m 肥厚する。

下位 6.0mm

296 
須恵器 上位 1.5cm 聖敏 青灰色 良好 口唇部は肥厚する。 外様面格子自タタキ。

(口縁割。 下位1.3c皿 砂粒(少量) ド崎長岡 伺イしヂ3タタキ。

須恵器 上f立9‘Omm 聖被 外灰色 良好 体部は大きく内考する。 内外器商機Tデo

297 (体部) 下位 7.0岡田 砂粒(夕、量) 内 淡 灰 色 外器面上位:文雄がっしさら

6 C末 6こ穿干凶り。 1条の回線。

29R 須恵器 上位 9‘ O~， 堅鍛 外灰色 良好 飴土にほとんど混入物無し。 外器商細かな絡子日夕タヰ。

(体部) 下位1.0c皿 内 青 灰 色 内器面開ij.[.，、円タタキ。

第58表 出土遺物観察表側
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甘い

訓

内器面倒{;刊タタキ。

19.3叩

12.6四 | 可能性もあるが、この部分

は丁寧に削られている。

上中位検ナデ。

中下位横ヘラ削り。

外炭面指ナデ(指頭調整が顕著)

内器前回転機ナデ(ー苛入ヘラ

剤り)。

内底扇回転横ナデ。(焼きひずみ

ナデ。

第59表 出土遺物観察表仰)
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第79図 出土遺物実測図(18)
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第60表 出土遺物観察表制)

一117-

突帯ナデ後、斜めの刻

み目。

下佼縦位のハケ目ー斜

めのハケEl，

内器面上一中1す すデ。

中~下位縦位のハケ目

サデ。

上~中位ナデ。
中一下位縦方向のヘラ
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第80図 出土遺物実現g図仰)
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Nc 器種 器厚 始土 色調 焼成 形 1品持 調 整

土締器 上位 5.0胴 密 タト 良好 口縁部はやや外青する。 内外器開 ロクロ回転の横ナデ。

329 (口縁部) 中位 6.5阻 砂粒 鈍い黄櫨色 口唇部は)L味を帯びる。

下位 8.0叩 内 福 灰 色

土師器 上位 2.5mm 非常に軟質 業績色 甘い 口縁部直口。 内外器商横ナデ。

330 (口縁~体部制 中位 5.0mm 微密 体部"薄壁である。

下{立 4.5mm 砂粒(少量)

土師器 上位 4.0mm やや軟質 続色 やや 口縁部は直口気味。 外器酒繍ナデ。

331 
(口縁体制 中{立 9.5mm 密 甘い 体部は直締的に伸びる。 内器商上中位機ナデ。

下位 7.0田町 砂粒 内器jliilま半月状を呈する。 中~下位:縦方If;Jのへラ

鉱物 制り。

土師器 上位 1.3cm 軟質 鈍い黄4景色 甘い 口縁部は上位で肥厚する。 外器面上位:ハケ日後ナデ。

332 
(口縁部) 中位 1.1cm 砂料 一部にススが付着D 中~下位:粗いナデ。

下位 8.0問問 黒雲母 内器問粗いナデ白

白色粒

土師器 上位 7.0胴 やや粗 鈍い赤褐色 良好 胴部は内互与する。 外器商丁寧な不定方向ナデ。

333 
明細部) 中位 9.0剛 l 砂粒(多量) 内器函横方向のヘラ削り。(方

下位 7.0田岡 If;Jは|勾器揃に向かつて右か

ら左ヘヲ)

土師器 上位 6.5岡 級密 外黒色 良好 胴部は薄盤。 外器商縦ハケ目。(上位には横

334 (胸部) 中位 5.5m阻 砂粒 内鈍い筒色 タタキカf力目わる。)

下位 6.5胴 内器商横~斜めのハヶelo

土師器 上位 4.5mm 砂粒 外黒色 良好 胴部は芸事告書で、やや内奇する。 外器面縦ハケ目。(中位下位

335 
(胴部) 中{立 ι00" 黒雲母 鈍い黄櫨色 にはナデが加わる。)

下位 7.0胴 自色粒 内 内閣図ナデ。

鈍い黄櫨色

土師器 上位 3.5岡田 電粒 外赤禍色~ 良好 復元口径 23.4cm 内器函ナデロ

336 
(口曜休部) 中{立 7.0醐 諜雲母 1<1い黄櫨色 体部は向背するD

下位 4.5胴 長石 内 赤 燈 色

白色淀立

土師器 断面積所 密 淡控色 やや ややズン胴の感あり。 器扇粗いナデo 指強調整も随所

337 
節民 長径 4司自制 砂粒・長石 甘い に見られるo

t取っ手) 短径 4.5叩 白色粒(多量)

黒雲母

土師器 上位 8.0mm 密 浅黄色 良鮮 頭部はくの字に外寄するロ 内外器両 -rTo 

338 
(要事部一樹部) 同組部1.2c" 黒雲母

下位 8.0mm 白色粒

砂粒・長石

土師器 上位 5.5醐 綾密 外 良好 胸部はやや内湾する。 外器面縦ハケ目。(上位には横

339 
(綱部) 中位 6.0開閉 砂桂 鈍い黄撞色 タタキが加わる。)

下位 7.0醐 黒裳母 内 内器面上一中位:斜めハケ目。

白色位 鈍い黄禍色 下位:横ハケ目。

縄文 上位 3.5剛 宗教官 外鈍い禍色 良好 体部は僅かに外暫し、口縁部で 口唇部横ナデ。

340 
(口縁~体制 中1立 5.0胴 長石 内黒色 直立気床となる。 外器商最上位機ナデ。

晩期 下位 3.5醐 黒雲母 その他ヘラ磨き(横方I{;j)。

白色地

縄文 上位 5.0剛 鍛脅 外灰黄悔色 良好 外部は外寄し、口縁部で直立す タト器部 ヘラ磨き(横方Ir.J)。
341 (口府開。 中i立 7.0mm 主粒 内 褐 灰 色 る。 口唇部横ナデ。

晩期 下位 6.5mm 鉱物 内器菌検ナヂ。

縄文 上位 6.0.血田 密 淡黄褐色 良好 体部は大きく外奇し、口縁部で 外器面へラ磨き o

342 
鉢 中位 9.0町田 砂粒 直立する。 上位 2条の凹隅。

([1府仲部) n立 5.0脚 白色粒 内器面ヘラ磨き。

晩期 黒雲母(多量)

縄文 上位 4.0晒 綴密 外 禍 灰 色 良好 体部は内脅し、口唇部の内側は 内桝器商最上位械テデ。

34凶
浅鉢 中位 5.0阻 鉱物 内 窪む。 その他・ヘラ麿き(横方向)。

(口縁体制 下位 5.5冊目 砂粒(少量) 蝿い黄樟色

晩期

縄文 上位 4.5m皿 綴密 黒褐色 良好 体部はやや外寄し、口縁部は直 内外器面ヘラ磨きD

344 (日縁一体部) 中位 6.0c聞 の粒白長石 立するo 外器商 口縁部に凹線。

下位 6.0mm 白色粒

蝿士 上位 7.0.回阻 やや者世 外灰黄掲色 やや 外器面上中iす横ナデ

345 
(体部) 屈曲部1.1佃 極起粒 明黄褐色 目い 下位条痕(横方向)。

晩期 下位 8.0胴 早雲母 内鈍い黄色 内器面条痕(横方向)

白色粒(多量)

縄文 上位1.05cm 砂位 外 浅 黄 色 普通 体部は肥厚する。 内外器商条痕(械方向)。

346 (休部) 中位1.3c渦 黒雲母 内灰黄禍色

晩斯 下位 9.5田皿 白色粒(多量)

第61表 出土漬物観察表仰)
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第62表 出土遺物観察署副30)

Fデ。

横方向の条痕 7腕身長ら 7-8胴問概。深さ 1-2刷。

第63表出土遺物観察表(31)
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第81図 出土遺物実測図(叫
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第82図 出土遺物実測図(31)
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第84図 出土遺物実測思(33)
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第85図 出土遺物実測図(34)
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第86図 出土遺物実測図仰)
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第87図 出土遺物実測図(36)
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第88図 出土遺物実測図(31)
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377 。 10 200m 

第89図 出土遺物実測図(38)

No 器 種 器厚 nfi 土 色調 焼成 調 整

平 瓦 縦位狭2加 黒雲母 灰白色 甘い 凹面布目。模骨浪。粘土板合わせ呂。狭端商寄りに指頭圧痕。

363 
広2仕狙 凸面ナデ。

様1([中2.4clll やや浅い条痕:15mm幅。 600間隔。

側2.4cm 狭端函削り。

平 E 縦位狭2保温 黒雲母 田頭 甘い 凹面布Bo模骨痕。布目端焼。

広2.'皿 白色位 鈍い灰白色 凸面 ローリングが激しいq

364 横並中1.%. 凸調 浅い条痕:2岡田帽。 2醐閉，高。

側2.0切 灰白黄色

~灰白黒色

平瓦 縦位狭2.Oc凶 黒雲母 凹函 普通 ，~稲布目。

365 
11;2.1cm (極多量) 白灰禍色 凸面浅い条痕の徒、ナデo

横j;t中I.&m 凸函

欄2.，，"， 白灰色

平 瓦 縦位狭2.2m 白色粒 薄オレンジ色 普通 出面布目。

366 
庁;2.5cm 凸函ナデ。指頭圧痕。

横jft中2.5四 側面削η。破雨。

間2咽2cm

平 瓦 縦位狭2.1凹 白色粒 iWオレンジ色 普通 四面布目。粘土板合わぜH。

367 
広2Ac目 凸面 ナデ。指里民正痕。

横位中2.2c目

組112‘1，担

平 瓦 続位狭3.1cm 黒雲母 灰白色 やや 質量徳島あり。

広2.1叩 甘い 四百布目。分割界線。

被位中3仕a 縦方向の条痕 :4~5 阻|掘。 4 -5mm間隔O

368 但2.5αE 凸面 ローリングが激しL、。

条痕 3-4醐帽 6-7m抽間隔o

側面削り。僅かに破函

)1.、端面開jり。

平 瓦 縦位狭15佃 白色粒 灰白色 普通 凹面'凸雨とも口 リングが激L0'0 

369 
fÎ~2 .1側 凹庖糸切り痕D

摘土中2.3~ 凸面ナデ。指頭圧痕。

倒2.5c回 狭端街削り。

第64表 出土遺物観察表(刈
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ぬ〕 器種 器厚

平瓦 縦f;U改2.7cm
広2.&祖

370 横1立中3.Or.m
側2.9C!ll

メL 瓦 縦f立狭2.0【怖

371 
広1.9Clll 

横位中1.6咽

倒2.'ω
平瓦 縦位狭2.4C11l

372 
広2加

横位中2.6佃

側2.~血

平瓦 縦{立狭l.&m

広2.2cm
373 

横位中2.1四

鋼限 1"
平瓦 縦位狭;2.0回

374 
広2.0回

横位中2.2rm
倒由。加

平瓦 縦位狭2.1咽

37~ 
広2.2cm

横位中2.3αE

制2.6制

平瓦 縦位狭1.5cr侃

376 
広2仇m

横位中l.6c田
但2.2閣

平瓦 縦位狭2.0皿

)1;2.2岡

377 横位中2.4c匝

欄 2.S'2.9c町

376 

Nc 器 種 石 材

n製石斧 結晶片岩

378 
(久f釦

379 
磨製石器 結晶片岩

(欠李副

380 
オハジヰ 珪質粘板岩

(完形)

胎土

白色粒

白色石

白色粒

白色粒

黒裳母

黒雲色

白色粒

白色粒(多量)

黒雲色

自色粒

黒雲母

白色粒

色調 焼成 調 整

灰'J、9.色 非常に 四面ー凸面ともロ リングが激しいG

U い 凹桶紙袋。

凸面ナデロ

保両削り。

広端面倒り。

灰色 堅綴 出函 布函。分割界線。粘土板合わせ目。純痕。糸切り痕。

凸面ナデ。指頭圧痕ゐ

狭端函削りロ

側面倒り。政府。

灰色 堅綴 凹間布目。分割界線。模骨痕。粘土板合わせ目。

凸面 ナデ。指頭圧痕。爪先痕

側問削り。破函。

灰白色 普通 出函布目。模骨痕。狭端lIii寄りに削り。

凸面ナデ。

狭端阪削り。

側面削り。

くすんだ鈍 やや 凹同1 布目。純f真。粘土牧合わせ目。分割界線。

い控色 甘い 凸扇 ナデO 指頭圧拠。

広端函削り。

側面削り。破断。

灰白色 普通 田両布目。粘土板合わせ目 o

凸面ナデ。弱い指頭圧痕。

側首i削り。

鈍い糧色 やや 凹萄布目。緑痕。狭端面寄りに指頭圧痕。

甘い 凸面 ナデ。指頭圧痕。

狭端瑚削り。

側面削り， (一部は破面)，

灰色 やや 四面 布目。分割界線。模骨挺。狭端麗寄りに指直正痕。

~灰黄線色 甘い 凸函 ナデ。指頭圧痕。

狭端面削り。

広端面持iりo

側爾 ローリングず激しい。削りロ

第65表 出土遺物観察表。3)
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第90図 出土遺物実測図(39)

u-oo 
10cm 

長さ(，叫 幅(叩) 厚さ(咽) 重さω 形 態 σ〉 q寺 徴

10.2 4.1 1.3 72咽35 基部と先端部を欠損。

[正面)平坦な剥離。 [側辺}僅かな剰整加工。

〔裳商)横長の斜脅E。
刃部は尖がるものと思われる。

6.8 5.3 3.5 32.87 碁部と先端部を欠損。

部分的に研磨函が残る。

1.7 1.4 0.5 1.59 全商仁研磨。

第66表 出土遺物観察表例)
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6.90-VI区

表土下の E層土(灰色土)からの出土である(隣接の調査区であるが、 90-V区の灰黒色土は

存在しなかった)。

須恵器 (381-383)

381は脚台で、 382・383は 杯 蓋 で あ る 。 381は 復元底経6.8棚、 383は 復元臼径9.0cmを測る。時

期的には382が 7世紀後半、 383は 7世紀初頭に位置付けられる。

縄文土器 (384) 精製土器の口縁部である。

その他 (385) 金銅製耳環で、最大幅2.0棚、最大厚0.5cm、最大長1.9cmを測る。 10号建築

祉の P120から出土した。

布自瓦 (386-398)

高器 (399・400)

分類については別途記載(→ P.2日1)Lた。

399は打製石斧で恭部と先端部を欠く。 400は 安 山 岩 の タ タ キ 石 で あ る 。

とニニL¥l :工弓二ゐ ζ三二コ二ニ土、 町一382 383 

第91図 出土遺物実測図州

ぬ} 若# 王室 器 厚 始土 色言総 焼成 形 態 調 藍

381 須恵器 脚合畳{寸き 堅扱 灰色 良好 復フ"底径 ι8cm 内外器商機ナデ。

(脚台) 幅6.5mm (軽量土器) 脚台の畳付きは扇平。

須恵器 中位 7.0阻 級密 灰黄色 良好 外器面上位横サデ。

382 l"f蓋 下位 3.5胴 砂世(少量) 中位:I司l転ヘラlilJり。

7 C後半 内器商横ナデ。

須恵器 中位 5唱。胴 堅紋 灰色 良なI 10元口径 9.0c皿 内外器直下位部分回転ナデ。

38:1 ナ不葦 下位 3.01ll1ll 砂柑(少量)

7 C初頭

縄 士 u立6.0岡田 密 タト 良好 内外器面積位のヘラ磨き。

384 黒色研磨土器 中位 6.5阻 砂粒 鈍い黄得色 (I ~ 2胴幅のへラ状

(口縁体制 下{立 6咽5田町 長石(多量) 内 黒 褐 色 工具を使用。)

晩期

金銅製耳環 最大幅2.0cm 断面形は、やや扇平な長円形を 』部に事|めの擦痕が見られる。

385 最大厚0.5叩 呈する。

最大長1.900

第67表出土遺物観察表(35)

No 器種 器 厚 胎土 色調 焼成 調 撃

平 瓦 縦位狭2.1岡 白色粒 灰色 堅鍛 凹繭 布目。模骨痕。狭端聞寄りに指~J!L上痕。

広2.4四 黒雲母(少量) 凸面 ナデ。格子呂のタタキ。

386 横位中2.6cm [格子目]横刻線:6冊目1)1面。 6-8皿間隔ロ

官112.5四 縦主IJ線:5mm帽。 6-8胴間隔。

狭端嗣削り。

平瓦 綻位 2.9凹 黒雲母 灰白黄色 やや 質量感あり。

検1立中3.0cm 甘い 凹函布目。分割界線。模骨痕。

387 師団.21岡 凸面格子自のタタキ。

[格子日]横刻繰:4mml括。 3mml!lH高O

縦刻線: 4111嗣幅。 6~~問，雨。

平 E 縦位狭1.7咽 黒雲母 灰向色 やや 田富布目。 Tデ。指頭圧痕。削り。紐痕。

u、2.3嗣 甘い 凸面 ナデ。峰子自のずタキ。

潤8 慣位 {格子日1I歯車Ij綿岡田|括。 4一日間臨時隔。
2.0~2.3c皿 縦刻線 3-4四冊帽。 15胴間隔。

狭端福削り。

第68表 出 土 漬 物 観 察 表 例 )

131ー



3随

387 

:~多~.，.， 3締

。 lOcm 

第92国 出土遺物実測図(41)
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。
第94図 出土遺物実測図(43)
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397 

。 5 10cm 

第95図 出土遺物実測図(44)
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第69表出土遺物観察表(37)

cコ400

O 
iニ

5 10cm 

第96図 出土遺物実測図(45)

形態の特徴

基部と先端部を欠会員b

L互圭Jlli)主主E
自然石を利用。

(側辺〕部分的な敵.}H定D

第70表出土遺物観察表(湖
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7園 90-W区

出土地点を明記していないものは主に、調査区の北西側に残っていた灰黒色土層(困層土)か

らの出土である。

須恵器 (401-410) 

401・402は杯蓋である。 401は口径7.7cm、402は復元口径7.4cm、器高1.9αnを測る。 403は躍

(はそう)で、腕部径7.8cm、底部径3.8cmを測る。

404・405は杯である。 404は11号建築祉の P145から出土したもので、復元口径6.0cmを測る。

406-410は大斐の頚部及び胴部である。 409の外器聞は平行タタキがスリ消されており、櫛

描文様が残る。

時期的には401・402が 7世紀後半に位置付けられる。

土師器 (411-437) 

A類(3世紀末-4 j世紀初頭)に属するものは、 415-417・432-436である。この中で415

416は椀で、体部は内零する。復元日径については415が17.6cm，416が22.8cmを測る。 417は小

型の査で、頚部は直立気味に僅かに外{頃する。 432-436は土拡から出土した棄である。 433は

口径18.1曲、最大服部筏21.8cm、器高42.4αnを測る。外器面には縦ノ、ヶ日やタタキが残り、内

器面は*fl'fハケ自の後、ナデ消 Lされている o 434は大型の裂で、底部を欠くが、復元口径24.0畑、

残存胴部最大径26.3畑を測る。

B類 (6-7世紀以降)に属するものは418-431・473である。棄の胴部('118-422・437)や脚

部 (425-427)、甑の取っ手(428-431)がある。

縄文土器 (438-470・487)(471-488) 

438-470・487の中で、 C類(精製土器)に属するのは 7点 (438・454・457・467-470)である。

この中で467は腕で、復元口径11.6cmを測る。体部は内等し、口縁部は大きく肥厚する。 468・

469は口縁部に立ち上がりのあるタイプで、外器嗣に凹線が廻る。

その他は D類(粗製土器)に属するが、 440は唯一、椀で、復元口径20.2叩、器高9.4cmを測る。

内奇する体部は上位で一旦、括れて口縁部で回復する。その他のものは Dー 1・f類(深鉢)で、

総て日縁部に立ち上がりの証いタイプである。頚部は、ほとんど直線的に伸ぴるが、 446・487

は外寄し、 454は内奇する。 487は復元口径38.0cmを測る。

471-488の中で、 471・472・488はD類(粗製土器)の底部である。底径は471が8.0cm、472が

Bω4cm、488治す7.8cmをil.IJる。

その他のものは C-l類(精製土器 深鉢)に属するが、 438には外器面に円形(直径1.Ocm)の

刺突文が施されている。

口縁部の端に突帯が{寸くものは473-475・479・481で、口唇部よりやや下った位置に付くも

のは476-478・480であるo480は休部にも突帯が付く。 482.484-486には腕部に突帯を見る。

ワ
t3
 

1
 



中世遺物 (489-491) 

青白磁(489)、青磁(490・491)がある。 490は内器面lこ2条の界線と蓮弁文様があり、外器阪

にも退化した蓮弁文様がある。 491は外器面に弱い削町出しの蓮弁文様がある。

布冒瓦 (492-514) 分類については別途記述した。

石器 (515-532) 打製石斧 (515~520) 、磨製石斧 (521 ~525) 、磨石厳石 (526 ・ 527) 、石

皿・磁石(528)、縦長剥片 (529・530)、スクレーパー (531・532)がある。

.0 器種 器 厚 飴土 色調 焼成 Hち 藍主 調 藍

須恵器 天井 5.5凹 堅綴 灰色 良好 口径 7.7c皿 外器面上中位:へ'7l'i1Jり。

401 'f蓋 中{立 6.0m抽 砂粒 器高 2.3叩 下位ナデ。

7C後半 下位 3咽5阻 内器函ナデ。

須恵器 上位 6.0胴 宅皆 灰色 良好 復元口径 7.4ern 外器面上1ft:ヘラ削り。

402 勾ミ輩 中位 7.0四 (精製粘土) 器 高 1.9cm 下位ナデ。

7C後半 fi'立 3.0岡田 内器面ナデ。

須恵器 底部 7.0田阻 堅綴 青灰色 良好 胴音M手 7.8.血冊 外器商上中枕回転ナデ。

}遮 底端 6.0叩 砂粒(少量) 底部径 3.8四 中~下位:回転ヘラ削り c

403 他都体制 体部 外ほ荷切り離し後、回転ナデ。

上位 7.0胴 内器面内底除iナデ。

中位l.05cm
須恵器 底部 7.0mm 密 淡灰色 やや 復元底径 6.0mrn 外器函 Tデ。

<104 f干 外厄端1.0剖 微細白色粒 不良 外底面ナデ。(ヘラ記号?) 

他都体制 体部 3ω租 R 家主 内器雨ロクロナデo

須恵器 上位 6.5凹 長石(多量) 灰(栂)色 普通 外器問上位凹転ヘラ削り。

405 勾ミ身 下位 8.5mm 中一下位自転ナデロ

内器面回転ナデ。

須恵器 上位 8.0四 極めて堅級 外灰色 良好 頭部はくの字に大き〈外寄する。 外器函頭部器商が荒れて不明

(頭部) 組曲部 2.1側 白色村(少量) 内上 体部:格子日夕タキ D

406 
下位 9加阻 ii'N'主 暗赤天色 内器商頭部被ヲデ(随所に指

内下赤褐色 頭圧痕)0 

岡山部被ナテc
体部同心円タタキ。

須恵器 上位1.1C1l¥ 堅綴 外灰色 良好 頭部はくの字に大きく外脅する。 外器面 白然荷主がかかり不明。

407 窪 回曲部1.2c回 微細砂粒 黒褐色 内器商上位ナデ。

(頭部制削 下位 8.5刷 内 青 灰 色 中位タタキ。

須恵器 上位1.0c皿 堅綴 外灰色 込a子 頭部はくの字に外膏する。 外時扇頭部検ナデ。

408 
備部綱制 屈曲部1.1倒 砂粒(少量) 内 淡 灰 色 胴部:器面が荒れている

下位 7.0mm 内器街頭部機ヲデ。

胴部同.L円タタキ。
須恵器 上位 7.0醐 ?信 灰色 良好 外器面平行タタキの後、スリ消

409 
(体部) 中位 ι0岡市 角閃左 しo櫛錨文。

下位 7.0mrn 白色粒 内器面同心円タタキの後、スリ

石英 消し。

須恵器 上{す 8.5胴 精良 外 灰 白 色 良好 外器面細かい格子日のタタキ。

410 (胸音別 中位 1.2cm 内灰色 内器期間し円のタタキ。

下位 8.0mm

土師器 上位 4.5mm 密 明貰茶褐色 良肘 頭部は僅かに外寄する。 外器調横ナデ(部分的にヘラ?)c 

411 
(頭部) 中位 8.5mm 得細角l対石 上位は、やや細切りとなる。 内器面積ナデ。

下位 9.5岡 金雲母 外器面の都は黒色。

白色粒

土師器 上位 6.0冊 2を 淡茶褐色 良好 頭部は、やや外寄1る。 内外器商 ナデ(縦に擦痕有り)。

(頭部) 中位 7.5m聞 茶褐色粒
412 下院 1.1cm 角問石

白色粒

砂誼
土姉器 上位 5‘O町田 密 淡茶褐色 良好 頭部は置かに外青する。 内外器面横ナデロ
(頭部) 中位 9.0rnm 微細白色粒 内器函が凸犬を呈する。

413 下位 8.5田血 角悶石
妙で粒

茶褐色粒

第71表 出土遺物観察表例)
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頭部は甚立気:p，tに、匝かに外傾

する。

胴部は内湾する。

第72表出土遺物観察劃40)
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内器面丁寧なナデ。

タ器面上位横ナデ。

中~下位指頭調整後、
根いハケ目。

内器面上依検ナデ。

中一下位指頭調整後、

な概ナデ。

胴部上~下{立斜めハケ

日の後、丁寧なハケ目。

胴部中一下依横位に近

い斜めハケ巨。

内器面頭部丁寧な横ナデ。

腕部指頭調整の後、 I

中~下位縦方向にヘラ

調整(削りつ)の後、横方向

(ワ)のナデ。

内器面上故機ナデ。

中位斜方向のヘラ削
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町

口唇部は扇平にしゃげた形状左

なり外側へ張り出す。

第74表出土遺物観察表(41)
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防) 器議 器厚 給土 色調 焼成 形 態 調 整
縄文 t位1.2Sc同 穆質 外 灰 褐 色 良好 体部は外寄する。 外器面条痕。

(ロ縁体部) 中位 7.0mm 砂世(大粒) 内褐色 {本部の属曲部に、粗い刺突文が 内器面機ナデ。

482 晩期 下位 7.0阻 角問石 ある。

白色粒

長 石 石 英

縄文 上位1.0田 ややキEい 外:鈍い褐 やや 外器面の横位に、円形の刺突文 外器面へ7 による条痕(横方向)。

483 (体部) 中位1.4cm 砂 粒 雲 母 色~灰縞色 主1ぃ を施Lている。 内器商ナデ。

晩期 下位し0，阻 長石(多量) 内 福 灰 色

縄文 上位 8.0岡田 角間百 外 茶 掲 色 良好 体部は内毒する。 外器面積ナデ。

484 
主較文土器 中{立1.5c血 白色粒 内 備 黒 色 押捺の突帯が付く。 内器術ヘラ磨き(椴方向)。

(体部) 下位1.0(阻 金主主母

晩期 砂粒

縄文 上位1.2巴回 密 t登色 良好 円形の刺突文が付く。 外器頭上位回転移ナデロ

突荷士土器 下位 8.5m田 砂粒(多量) 枯土に少量ではあるが、粗大な 下位突帯貼り付け時に

485 
(体部) 鉱物 砂粒が揖じる。 やや粗い横ナデ(段差が生

晩期 じている)。

最下位横ナデ。

l司器面 やや粗いナデ

f占 "X !位 1.0cm 金雲母 外 i炎茶褐色 良好 刺突文の突帯が{すく。 外器面へラナデ(横方向)。

486 
突術文土器 中位 9.0mm 砂粒 内福色 内器両横ナデ。

(体部) 下位 1.2cm
娩期

縄文 上位 5.0剛 省 灰黒茶色 良好 復x口径 38.0cm 口唇部へ7衷'1み目。

深鉢 中{す 9.5四回 砂粒(多量) 体部は外毒する。 外器面上一中位:条痕(ヘラナ

487 旧縁体制 !話曲部1.仕由 石英 デ消し)。

晩期 下位 8.0四 角間石 下位条痕。

内器摘商条痕(ヘラナデ消し)。

縄文 底部中央 密 鈍い極色 やや 成後 7.8crn 外器面積ナデ。

488 
(底部) 1.5巴阻 砂校(多量) 甘い 外康は探り出す。 外底I前ハケ日(りの後、ナデ。

晩期 外底端 2.6cm 石英 内底面ハケ自の後、ナデ。

体部 8.5m田 角間石

青白磁 上位 5.5珊冊 墜級 粕 色 灰 色 良好 口縁部は上位で肥厚し、 JL味を 無文。

489 (口縁部) 中位 4.5m阻 色 灰 白 色 帯びる O

下位 ι0剛 僅かに貫入が人る。

青磁 上位 ι5~阻 精良 狛色灰緑色 良好 日韓自1¥は大きく外噂する。 内器面弱いヘラ描きによる 2条

490 皿 中{立 4.0mm 色 白 灰 色 の界線と蓮弁士;様。

(口縁体部) 下位 5.0mm 外様函且化した蓮弁文様。

青磁 上位 5.5皿 精良 粕色灰緑色 良ff 外器面開い削り出しの蓮弁文。

491 (体部) 中/)1:6.0阻 色灰色

下位 6.0胴

第76表出土遺物観察表(44)

広2.4c:加|長石(少量)
横位中2.4cm

倒2.5cm

格子目タタキ。

(格子目)横刻線 3，~帽。 4醐間隔。

第77表出土漬物観察表(45)

ハ
υ5
 

1
 



後ぬ 4事3

494 

495 。 5 100m 

第104図 出土遺物実測図(叫

151 



匂制

匂 ぬ?fld-_:-497 

銀

498 

。 5 10αn 

第105図 出土遺物実現~~(53)

- 152ー



~-ωo 

501 

。 5 10cm 

第106図 出土漬物実測図側

153 



503 
、

第107図 出土遺物実現~図師)

154 

。 5 
t 

1恥岡



、、、、

、、、 505

%弱

〆Q8

第108図 出土遺物実iRtl図例)

155 

。 5 
t 

1加羽



。

510 

。
第109図 出土遺物実損tl図仰)

156ー

10 
ま

5 

Z加 R

IOcm 



512 

511 

。 5 10cm 

第110図 出土遺物実測国側

?
 

に
dl

 



513 
ー、、

514 

。』
第111図 出土遺物実測図(同

158ー

5 
t 

10cm 



No 器種 器 厚 胎土 色調 焼成 調 整
平 E 縦位狭2.0但 白色粒 阪包 極めて 田商布目o模管疾。糸切り痕。紐痕。

広2咽品目 堅根 凸面ナデ。 格子日夕タキ。

496 核拡中2.2伊 〔格子目〕繍剖線 :4-5岡田帽。 3-41間間隔。

制2.2(判 縦刻線:2胴幅。 13-16mm間隔。

務捕直削り。

平 瓦 縦位脚 L倒 黒雲母 灰色禍色 やや 出面 布目。分割界線。 ザ骨痕。薄い紐夜。

497 
広:2.1四 白色料 甘い 凸而ナデ。格子目タタキ。

横1在中l.8c澗 〔様子目〕横刻隅 3-4阻帳。 5..惜jf'恥

制限 1咽 縦刻線 :2-3岡冊中高ロ 18-19胴問問。

平瓦 縦位狭2.4ca 黒裳母 灰白色 やや 凹函布目。分割界線。侠骨痕。斜めの刻線。粘土板合わせ目。

広2.6四 甘い 凸函ナデ。格子日夕タキ。

498 横位中2.4cff [格子目〕横剖線 2-3阻幅。 4-5mm間隔。

調Ij2.1c皿 縦刻線 2 .5胴幅。 18臨調闘。

側面目向。政商。

平 E 縦位臨 4個 黒雲母 掲灰色 やや 田両 布目。ナデ。分割界裂泉ο模骨夜。糸切η換。紐痕。

499 
広2 咽 6~ (比較k多し) 甘い 凸面 ナデ。!告子日夕タキ。

横位中2.0岨 〔格子日]横刻線:3醐帽。 5-7mm間隔。

組2.3crn 縦表線 3醐帽。 17-20mlll鴎摘。

平 瓦 縦位狭2.3白血 黒雲母性最) 白灰色 甘い 四面・凸雨ともロ リングが激Lい。

広2.，. 出面模骨痕。

500 横位中2.1四 凸揃格子目 Pタキ。

欄Ij2.3c回 〔格子日〕横刻椋:4胴幅。 4-5酬間隔D

縦刻線:3回m幅。 12-16凹m間|帽。

平 瓦 縦 位 蜘 加 黒雲母(少量) 灰白黄色 やや 四函布目。ナデ。分割界線。模骨痕。

1l;2.3cm LIい 凸扇 ナデ。格子gタタキ。

501 横並中L9c旬 〔格子日〕横刻線:3mm幅。 4胴潤陥。

側2.3側 縦実線 3剛幅。 17-19mrn閃隔。

組傾 向jり。かすかに破函D

平 瓦 縦位狭2.~ 白色粒 器面 やや 四面布目。分割界線。模骨痕。指頭圧痕。

広2.3cm 黒雲母 灰黒色 甘い 凸面 ローリングが激しい。ナデ。格子百タタキG

502 横位中2.2crn 内部 〔格子百〕被刻嗣 3剛帽。 4..間隔。

側I.&. 灰白禍包 縦刻線:3田町幅。 1&羽田問馬。

側面削り。破面。

平瓦 縦位狭I.&. 黒雲母(少量) 灰白黄色 やや 四面布目。模骨痕。

広1.8c!II 甘い 凸l両 ナデ。格子目タタキ。(但し、端部は正方形状の問みとなって

503 
検位中1.8側 いる0)

側1.7，価 (枯子日]横刻院長 幅不明。 4-6冊間隔。

縦割線 3胴帽。 12-13醐間隔o

但荷削り。破面。

平瓦 縦佼狭L4m 黒雲母(少量) 灰白褐色 やや 凹面布目。模骨痕。 t突端繭寄りに指頭娘。

504 
広2.5e包 甘い 凸前格子日夕タキ。

横位中2.1咽 [裕子目]横長tia，'it:3-7π川高。 2-4冊目間隔。

側3.1αn 縦主1)線 Z.5-3胴帽。 ι5-7 mm問，画。

平 瓦 縦伎 黒雲母 調白色 やや 凹函布目。分割界線。模骨痕。

505 
2.2-2.3cm 甘い 凸面 ナデロ格子日夕タキ。

横位中2.1岨 自信子目)横家J線 4-6mm~lj，'\ o 2-4胴間隔。

親2.4<論 縦割i線 3四日帽。 5-9田町間隔D

平瓦 縦位狭2.2<. 黒雲母(多量) 禍灰色 やや 四調布目。

広2.1m 甘い 凸面ナデ。格子目タタキ。

506 横並中2.1cm [格子目)横割i線 :4-5四帽。 3-4mm問問。

現2.200 縦割j線 2四回幅。 5-呂田阻間隔。

側面削り D

半瓦 縦位狭2決掴 黒雲母 薄オレンジ色 普通 凹面布目。ナデ。指頭圧痕。

507 
広2.4cm 白色粒 凸面浅い条痕の後、ナデ。

横位中2.4四 狭端函削り。

側2.3c闘 広端函削り。破雨。

平 瓦 縦位狭1.8crn 白色粒 灰色 軍撤 凹函布目。ナァ。分害問線。模骨痕。

508 
広2.'"愉 (;)石を含む) 凸函検テヂ。

横位中1.8凹

使2仕阻

平瓦 縦位狭2.Ocm 白色粒 鈍い補色 やや 凹函 布 ~o ナデ。粘土板合わせ目。模骨痕。糸切 η痕ロ斜めの刻線。

509 
広2.h 早雲母(少量) 甘い 凸前ナデ。指頑圧痕。

横位中3.2伽 領 面 開jり。破面。

倒2.4cm 広端函削o。
丸 瓦 縦位狭1.9cm 白色粒(多量) 凹同居 t灰白色 v大 凹面布目 D 紐痕。

510 
広2.~凱 凸面灰黒色 焼成 凸前ナデ。

横批判。叩 側 函 開l句。破函。

間J1.6凹
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No 器種 石材 長き(~) 幅仏明) 厚さ (crn) 重さ(巴) j， P主 σ〉 特 徴

5玖)
縦長剥片 黒曜岩 3.7 1.l 0.4 2.25 磁両より剥離しただけのものであるが、 部に使用痕が

(完形)
残る。

スクレーパ 玄武岩 6.2 6.3 1.6 92.27 不定形の制片を素材としたものロ

531 (完形)
基部に僅かな自然TIliを残す。

[刃部〕やや粗い剥離加工によって作り出されている。

532 
スクレーパ 玄武岩 5.1 6.2 1.4 54.42 剥片素材をそのまま利用して、刃部の調整加工を行なうロ

(完形)

第81表出土遺物観察劃49)

8.9 0一四区

表土の下は褐色ローム層土であるが、南東側の一部に司I区と同様に灰黒色土が残っていた。

出土地点、を明記していないものは、主にこの箇所からの出土である。

須恵器 [533~535)

533・534は杯身である。 533は復元口径9.85cm、器高3.0crn、復元底径5.2cmをilJIる。 534は体

部の一部が残る。

535は12号建築祉の P173から出土した高台付碗である。体部は下位より上位にかけて漸次、

薄壁となり、直線的に伸びる。高台は貼り付けられており、復元口径12.8cm、器高4.5cm、復

元底径7.8cmを測る。

時期的には、 533が7世紀中葉一後半、 535が 7世紀後半に位置付けられる。

土師器 [536~563)

A類(3 世紀末~4 世紀初頭、)に属するものは 537 ・ 545 ・ 552 ・ 553 ・ 554 ・ 558 ・ 560の 7 点で

ある。この中で、 560は野辺田式と称されるもので、分厚い器厚を有L、頚部の屈曲部に突帯

が付く。復元口径47.8cmを測り。頚部の上位は直立する。

B類 (6~ 7世紀以降)では、 555が底部を欠くものの完形に近い状態で出土している。地山

を掘り窪めた穴に、直立する格好で埋め込まれた状態にあった。査で、口径15.9cm、丸味を帯

びる胴部は最大径で22.6cm を測る。器厚は1. 2~ 1. 4cmで、重厚な土器である。色調は赤褐色を

呈する。

12号建築祉からは536(P173)、539(p 177)、542(p 180)、551(p 161)、560(p 165)が出土し

た。 13号建築祉からは553( P 193)、558(P 194)、14号建築祉からは547(P206)が出土している。

縄文土器 [568~585)

C 類(精製土器)に属するのは 568~570 ・ 572 . 574・579である。 569・570は口縁部に立ち上

がりを有 L、浅鉢と忠、われる。 572は頚部がくの字に外湾する。 574は体部が薄壁で内脊する。

D 類(粗製土器)に属するのは 571 ・ 573 ・ 575~578 ・ 580~585である。 573は口縁部で大きく

外寄し、内器面が半月状となった口縁部に、刺突文のある小きな突帯がつく。575は外器面に 3mm 

帽のヘラ状工具で施された条痕が残る。 578は体部の外器面に円形刺突文があり、ヘラ状工具

によって×印が描きれている。 582・583は口唇部の端に突帯がある。 582については胴部にも
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突帯が付いており、ヘラ状工具による刻目が残る。 585は口唇部よりやや下がった位置に突帯

地ずある。

中世漬物 (586-590・609-611)

586は須恵器で、 587田 588・589は瓦質土師である。この中で587は揺鉢で、条線のー単位は

6本を数える。

590は青銅製器で、全長5.7cm、重さ50.119を測る。上位に孔(直径 6rnm)が穿ってあり、裏

闘の下位に留め金が付く。表面には孔雀又は鶴と思われる鳥図が線刻されている。側面はカッ

トされており、濃縁色の皮膜痕が残る。

609~611 は砥石である O

布目瓦 (591-594)分類については別途記載(→ P.201)した。

石器 (595-609) 石鍛(595)、縦長剥片 (596. 597)、打製石斧(598・599)、磨製石斧(600)、

磨石・敵石 (601~606) 、凹み石 (607) 、石皿 (608) がある。

⑭号住居祉(6世紀後半の竪穴住居祉)出土遺物 (564-567)

須恵器 2点と土師器 2点が出土した。須恵器は564(杯身)と 566(杯蓋)である。 566は復

元口径13.4冊、器高4.3酬を測る。土師器は565と567で、565は須恵器の模倣器である。口径13.1cm、

器高6.3仰を測る o 567は撃の頚部である。

No 器種 器庫 胎土 色調 焼成 J~ 態 調 整
須恵器 底部 5.5 密 灰白色 良好 極元口径 9.85cm 外器而上下位横ナデ。

f不身 -6.5mm ~þ弛(多量) 器 高 3.0白血 最下位:ヘラ削りo
533 (底~体~口) 体部t位 3mrn 複元底侍 5.2c皿 内器面回転ナデ。

7C中一後 中位ι"'" 外底函ナデ(ヘラ削り後、ナデ

下位 5."，" 惜し)。

須恵器 上位 5.5阻 堅級 灰色 良好 外器商厄l転ヘラ削り。

534 杯身 中位 9.0rn岡 砂粒 内器商回転ナデ。

(体部) 下位日.5醐 外底商ナデo
須恵器 底部 堅扱 灰白色 良好 復元口怪 12.8叩 内外器函回転械ナデ。

高台付腕 6.5-8.0胴 砂粒(少量) 器 高 4.5四 外底圏中央部回転ヘラ切りの

7 C後半 外部 鉱物 f夏元主径 7.8明 後、無調整。
53~ 8C 上位 2.5町田 体部は下位より上位にかけて瀬 端部回転織ナデ。

中位 6.0mlll 次薄墜となり、直線的に伸ぴる。
下位 8.0胴 高台高 3ト 5.0mrn

高台は貼り付け。

土師器 上位 ιo岡田 軟質 t景色 やや 体部は内管気味に伸びて、口縁 内外器産雪機ナデ。(外器函の謝

536 
(口縁体部) 中位 7.5抽出 密 (赤彩) Uい 部で外寄する。 監はやや粗い。)

干位 5.0mrn 砂粒(少量)

鉱物

土師器 上位 3.5冊目 密 鈍い黄撞色 良好 体部iま外脅する。 外器商機ナデ。
537 (口縁部) 中位 6.5剛 粗大砂粒 (一部"黒色) 口縁部は直口気味。 内器面横及び斜めのハケ目oそ

下位 8.5m凹 (少量) の後、ナデ。

土師器 底部 3.5胴 軟貿 外 やや 体部はやや外宵する D 外底面回転ヘラ削りo
(底部~口縁) 外夜端 7.0阻 やや粗 鈍い赤備色 甘い 口縁部は直口気味。 内外器面回転ナヂ。

538 休部 微細晴粒 内 灰 褐 色

上位 2.5醐

中位 5.5胴

土師器 上位 7‘O四 密 淡白縄色 良好 口輯部は大きく外脅する。 内外楼函回転ナデ。

日9
(口縁部) 中位1.0mlll 角間石 内器商は半月状を呈する。

下位 9.0胴 茶褐色 外器面にススが付着。

砂粒

第82表 出土遺物観察表例)
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No 語種 器厚 胎土 色 調 焼成 形 態 調 整

土師器 上位 4.0胴 綿花粒 淡茶褐色 良好 口縁部は外号する。 外器面上中位回転横ナデ。

540 
(IJ縁部) 中i立7‘O凹 内器面は半月状を呈する。 中一下位:斜めのハケ目c

下位 8.5胴 内器面上~中位横ナデ。
中一下位:ヘラ自1IりD

土師器 上世 4.0阿国 やや軟質 誼色 やや 顕部はくの字』こ外寄する。 外器面 t枇ナデD

(頭部体調il 屈曲部 9.Omrn 穆粒(少量) ι甘い 中位:iti~flÌのハケ目 o

54! 下位 5.0醐 鉱物 内器商 i二位ナデo

中位:横へラ古1Iりのf麦、
ナ?(器函に凹凸が目立つ1.

土陶器 上位 5.5四 やや軟質 糧色 普通 口縁部はやや外背する。 内外器圏核ナデ(外器函の一部

542 
(口縁部) 下位 9.5冊目 線?寄 に姫ハケ呂が加わる)。

砂粒(少量)

鉱物

土師器 底部 7~6回目 金雲母 茶褐包 良好 丸底。 外器面積Tデ。

(底~体口) イ本部 5.5国田 白色事E 体部の立ち上りはやや角張り、 外底商 ヘラで丁寧なナデが部分

543 小石粒 直線的に伸びて、 r:J縁部に至る。 的』こ残る( 部、器扇が荒

れている)。

内底面横ナデ徒、軽い〈ヲ磨き ι

土銅器 上位 4.51阻 小石粒(多量) 茶偶色 普通 体部に比べ、空白;書l'は薄壁。 口唇部横ナデ。

(頃部~体部) 中位1.0mrn 石英(大粒) ん良好 休部は丸昧を帯び、頭部は外寄 外器面積ナデ。

下位 ι5醐 白色粒 する。 中一下位:ヘヲ削り後、

544 角同石 丁寧なナデと思われるc

内器面上位横ナデ

中一下位:斜め方向のへ

ラ削り。

土師器 上位1.0咽 白色粒(多量) 外淡白褐色 良好 口縁部は外毒する。 外器函条痕の後、 it.MtoX即が

545 旧縁~体制 中位 1.1cm 金雲母 内 灰 褐 色 口唇部に貝殻腹縁による刺突士。 ある。

下位1.1叩 角閃石 内器商条痕。

土師器 上位 1咽OC"I 石英 外 茶 禍 色 良好 外器面上位:ハケ日後、横ナデc

(体部) 届楠部 8.5畑 石粒(多量) 内禍色 中~下位ハケ日後、軽

546 中位 9.5mm いナデ

下位 9.5醐 内器面上位ナデ。

中一下位:へラ削りo

土姉器 上位 8.0剛 角間石 淡栂色 良好 橿元口径 19.0c聞 外器面上中位回転ナデ。

547 
(頭部) 中位1.3cm 細砂 頭部はくの字に外寄する。 中一下位:粗いナデ

下位 9.5胴 外器術にススが付着。 内器函上一中世間転ナデ。
下位:ヘラ削り。

土師器 上位 5.0田町 茶褐色粒 淡褐白色 良好 複耳目径 18.2四 口唇部回転横ナデ。

548 
住買部) 屈曲部1.5cm 細砂 頭部はくの字に外宵する。 外器面 回転み黄ナデ。

下位 8.0胴 内器頭上一中位回転横ナデ。

下位:ヘラ印lりD

土師器 頭部 茶褐色粒 外 淡 禍 色 良好 復元口怪 23.7口皿 口唇部回転結ナデ。

(頭部胴部) 上位 ιo醐 徴細雲母 内 茶 禍 色 I1阿部は大きく内傾し、頭部はく 外器商頭部上中位閉転横ナ

中位l.Zc皿 角問石 の字に外反する。 デ。

下位1.4cm 砂粒 外器面(頭部上位)1こへラ痕あ 頭部屈曲部ハケ日(?) 

549 胴部上l.Ocm り。 胴吉ll:ハケ日 (?H丸ナデ

中 1.05cm 内器術頭部上位掴転淵ナデ。

下1.15田 頭部川F位 ナデ。

頭割屈山部ハケ(つ)

タタキ(?) 

胴部:へラfjlJり。

土師器 上位 3.0剛 やや軟質 外 黒 褐 色 良好 体部はやや内脅する。 内外器商丁寧なナデ。

550 (口縁~体制 中{立 5.0mm 密 内鈍い褐色 胎土にほとんど混入物離し。

ド位 4.5mm

土師器 上位 7.0叩 やや軟質 褐色 良好 体部は僅かに内青する。 外器面 10-12条を単位とするハ

55! 
(体吉田 中{立 8唱。岡田 管 ケ日(縦UI:を基調とする)。

下位 6.0mm 脚立(&宜) 内器阪ヘヲ削り(横方向L
鉱物

土獅器 上位1.2cm 2奇 外 良好 体部は下位より上位にかけて漸 外器開ハケ自の後、ナデ。

(口縁~体制 中位 9.0剛 砂粒(多量) 鈍い黄櫨色 次肥厚し、やや外毒する。 上位斜め方向のハケ目

552 下位 ι5阻 長石 内 灰 褐 色 日唇部は、漏平気R県にやや窪む。 中~下位:縦位のハケ日

黒雲母

白色粒
土師器 上位 8‘00，密 淡白禍色 甘い 復元口佳 !7.恥四 外器函頭部 タタキ後、繍ナデ

553 
(努宮市~体制 屈曲部 9白羽田 砂粒(多量) 頭部はくの字に外毒する。 消し。

下位 5.5m田 体部:タタキ。

内器面ハケ目後、横ナデ消しロ

第83表 出土遺物観察表似)
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ナデ。

最大胴部桂 22.6C1l¥ 

残存器高 26.2柵

厚手で重厚な土器D

体部丁寧な縦ナデ。
内器函頭部丁寧な核ナデ。

外部上~中立斜め方向
のヘラ削り。

体剖中下位継いヘラ

突;a;=の下位に刺突士。

内器面上~中{立ハケ目。

中位 8.0mmI白色粒

下位 7.5mmI石英

外器面上中位横ナデ。

下位縦ナデ。

内器面上~中位械ナデ。
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Nc 器種 器 I耳 始士 色務 醜成 ID 態 調 整

縄文 口唇部 7.0mm 密 外黒色 良好 イ宇都はやや内湾する。 外器面了事なヘラ磨き(横方向)

568 (口縁部) 上位 3咽5胴 砂位 内。灰褐色 口唇部は外側、大きく肥厚する。内器商丁寧なヘラ磨き悼十め)。

暁期 下位 4.0阻 金雲母

縄文 上位 3.0冊目 綴脅 外褐色 良好 口縁部の上位は屈山後、大き〈 内外器面ヘラ磨き(横方In.J)。

569 (ロ緑一体制 屈曲部 4.5mm 砂粒 日経γ端 外毒する。

晩英耳 下位 5.5冊阻 雲母(多量) 黒禍色

縄文 上位 4.5m阻 綴密 外糧包 良好 口縁音11の上位は大きく外青する。内外器商へ7磨き(横方向)。

570 (口縁体制) 屈胸部 6.0四 砂粒 内。糧色

晩期 下位 6.0胴 雲母(多量) 一黒色

縄文 上位 9唱。冊目 金雲母 口答灰褐色 良好 体部は僅かに内胃、するc 口唇部ヘラで面取り o

571 旧縁体制 中I立 8.0m皿 白色粒 外淡貧筒色 外器面積テデ。

晩期 下位 9.5mm 石 英 砂 料 内 褐 黒 色 内器面へラ磨き。

縄文 口唇部 L3c回 密 外 おた某掲色 良好 頚古1¥はくの字に外寄する。 内外器商へラ磨き G

572 
(頭部) 屈曲部1.1c[且 砂粒 内 黒 掲 色 同駒郡左口唇部は大きく肥厚し、

晩期 下位 6-5師 白色粒 ~灰褐色 口唇部は丸味を帯ぴる。

角間石

縄文 上位 5.5m田 金雲母 外 淡 褐 色 良好 体部は直線的に伸びて、口縁部 外器剖短いへ7磨き。

573 
突帯丈土器 中位 8.5棚 白色粒 内 黒 褐 色 で大きく外号、する。 内器面ヘラナデ(横方向)。

(口暗法体部) 下位 1唱。叩 石英 口唇部に刺突文の突帯が付く。

晩期

縄文 上位 4.0町田 やや軟質 外:鈍い痘色 良好 体吉11は薄壁で、内毒する。 内外器取ヘフ磨き(横方面)。

旧喉休部) 中位 5.0胴 密 内黒椙色

574 晩期 下位 4‘5c抽 長石(少量)

黒雲母

白色位

縄文 上位 8.5m田 密 外 明 褐 色 良好 体部は、やや外脅する。 内外器面 3.皿帽のヘラ状工具仁

575 (口紋一体制 中位 8.5醐 黒雲母 内 よる条痕。

晩期 下位 8.0胴 砂 粒 長 石 鈍い黄禍色

縄文 上位1.0田 密 外 暗 掲 色 良好 体部は直線的に伸びる。 口唇部ナデ。

(口縁体部) 中位 1.15c回 砂、粒 内 絹 灰 色 外器雨上位:へラ状工具による

晩期 下位 9.0阻 鉱物(多量) 条痕(綴方向)" 

576 中一下i立:ヘラ状工具に

よる条痕(横方向)。

内器商へラ状工具による条痕

(横方向)。

縄文 口唇部1.1四 綴密 外 良企I 体部は直線上に伸ぴて、口唇部 口唇部ナデo

577 
旧縁~体制 上位 8.0醐 砂粒 鈍い黄撞色 はややしゃげた状態となる。 内外器商 3酬幅程度のヘラ状工

問免矧 中位1.05畑 黒雲母(多量) 内 暗 褐 色 具による条痕。

下位1.1cln
縄文 上位 9.5醐 2皆 外 やや 外面器の告11は黒色ロ 内外器函条痕(横方向)。

(体部) 中位1.3醐 砂粒 鈍い黄燈色 8い 外器函円形の刺突文を綴位に施

578 暁期 下位 9.0刷 白色紗(多量) 内黒色 L、さらにその下位にヘラ

状工具によるX印が施され

ている。

縄文 上位 7.0胴 密 外禍色 良好 外器函に炭化物が付着する。 外器面ヘラ磨き。

579 (体部) 中位 8.5聞E 角問石 内 灰 掲 色 内器面粗いへラ磨き。

晩期 下位1.0咽 石 英 細 砂

縄文 上位 ι5回同 紋梼 外。黒禍色 良好 外器面ヘラ磨き(横方閥)。

布日t若手 中位 6.5阻 砂 粒 長 石 内灰黄椙色 内器商平織圧痕(布日条換が全

580 (休部) 下位 7.0mrn 金雲母 体に認められる。上部は布

H免却l (特に多い) の端部、もしくは縫い合わ

せの部分と思われる)。

縄文 中{す 9.0mm 白色粒(多) 外淡嶋白色 良好 突帯がfすく。 外器国粗い条痕。

581 
突荷主土器 下位 8.0冊 角間石 内 航 褐 色 突帯lこ短沈線。 内時間条撲の後、軽いナデ。

(体制 金雲母

晩期

蝿文 上位 7.5岡田 密 鈍い黄禍色 良好 知 11にヘフ羽:工具による 2条の 内外器函ナデ。

582 
突持士土器 下位 7.0mm 角間石 刻目。

(口縁部) 石 英 昭 粒 焼成に一郎、甘い筒所あり。

暁期

縄文 最上位 ιh同 密 外 灰 黄 色 良好 口唇書端に突帯が付く。 外器商条痕(左上がり)。

583 
突帯文土器 上位 6.5岨 石 英 砂 粒 内 灰 黒 色 突帯にへラ状工具による刻目。 内器面条痕(省上がり)。

(口縁部) 下位1.0crn 郁拓

晩期 黒喜善母

縄文 上位 8.0嗣 砂粒 外援色 やや 貼り付け突千智治ず付く G 外器雨粗いへフナデ(横方面)。

584 
突帯文土器 下位 8.0mm 長石 内 禍 灰 色 甘い 突帯上に刺突士を施すが、大都 内器面粗いナデ(様方向)。

(休部) 雲母 分はナデ消された椋に消えている。

晩期 白色粒

第85表 出土遺物観察表(53)
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No 器種 器厚 胎土 色調 焼成 A 態 言寓 2笠
縄文 上位 6.0阻 角関石 外褐色 良好 体部は僅かに外寄する。 9同書面ヘラナデ。

585 
突帯文土器 中位 8.0mm 白色粒 内 淡 循 色 日産安部直下に刺突の突暗がf.Iくロ 内器菌検ナデロ
旧曜僻的 屈曲部1.1km 石英

晩期

須恵器 上位1.3田 密 灰色 良制イ 体部はやや内奇する。 外器商佑子タデキ。

586 (体部) 中位1.2明 気海多し

下位1.3叩

瓦質揺鉢 上位 8.0目抽 白色粒 灰白色 良好 条線の単位は 6本。 外務頭指務調整の後、ナデ。
587 (体部) 下位 9.0岡

中世

瓦質土器 外底端 2.2c皿 軟質 外灰色 良町 内外器商ナデ。 外器函指頭調整の後ナデ。

588 
(体部) 体部 密 内黒色

中世 上位 1.2cm 白色粒

中位1.6凹 砂世(少)

瓦質土器 上位1.2四 白色粒 タト樹灰色 良野 体部は直線的に伸びる。 外器面ナデ後、ハケ呂。

58S (体部) 中位 L3cm 砂づ主主 内 阪 黒 色 内器商指頭調整の後、ナデ。

中世 ド位1.15cm 黒雲母

青銅製器 全長 5.7cm 上位に直怪6酬の穿孔がある。 表面lこ孔雀又は鶴ぽわれる島|

590 完形 重き 50.119 裏荷の下位に留め金具が付く。 同が線刻されており、カットされ

中速にねじれがある o た側市には波縁色の皮膜痕有り。

第86表 出土遺物観察表(54)

No 器種 器 厚 胎土 色調 焼成 調 撃

平瓦 縦立狭2.41困 黒雲母 灰白色 甘い 凹面 ロ リングが激しい。布目。模骨痕ロ

仏;2.6C!血 凸雨ナデ。格子目タタキ。

591 横位中2.40盟 〔格子目〕横剖線:3醐幅ロ 4冊国間隔o

個2咽3coI 縦割線 :2-3珊幅。 18-19附問I高o

側函削り。破頭。

平 E 縦位狭1.3側 黒雲母 灰白鶴色 やや 凹函 布目。分割界線。模骨痕。側面寄りに削り。狭端蘭寄りに指頭

臣、2，3m 白色位性差) 甘い 圧痕。

592 
1ll1[中2加 凸雨ナデ。指頭痕。

例2.6crn 条痕:3-4剛|幅。 3-'町田間l'高。
狭端前削り。

広端函削り。磁面。

平瓦 縦位 2.7c匝 黒雲(lJ:(少量) 白灰色 甘い 凹面布目。分割界線。模骨痕。

593 検佼中2.1伽 凸面 ローリングが激L~'D 

側2，1仰 浅い条痕 6-8mm陪|摘。

平瓦 縦位挟3.2col 黒雲母(多量) 褐灰色 やや 四面 ロ リングが激しい。枯土板合わせ目。模骨痕。布目。

594 
r1;2.8阻 甘い 布端娘。

被位中2.9信組 d面 ローリングが激しい。ナデ。

僻2，7.側
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、赤色変化している。裏面にスス

5.3 lA 
611 と上部に刃止まり。上部にも水平な

第88表 出土遺物観察表例)

5
 

n
i
 

l
 



9. 9 Q-]X区

表土の下は地山(褐色ローム層土)であった。出土遺物のほとんどは地下から検出きれた住

居士止からのものである。

須恵器 (612-616)

612は杯蓋で、 614~616は杯身である。復元口径は614が10.0cm 、 615が8.8cm 、 616が10.6αn

を測る。 615の外底面には×のヘラ記号がある。 616は外底端で肥厚し、体部は中途で括れて、

口縁部で肥厚の状態にある。

613は大室の頚部で、外器面にヘラ描き沈線とへラ状工具による波状文が施されている。

時期的には 612 ・ 616が 7 世紀中葉、 614 ・ 615が 7 世紀中葉一後期、 613が 8~9 世紀に位置

付一けられる。

土師器 (617-667)

A類(3世紀末一 4世紀初頭)に属するものは、竪穴住居祉から出土したものである o

棄と椀があり、墾はさらに細長タイプのもの (647)と大型で胴部が丸味を帯ぴるもの (659)と

に分けられる。これらのものは腕がつくもの (630)と丸底のもの (631・632)がある。

620~623は大型の椀である o 復元口径は621が19.6cm 、 622が20.5crn 、 623が17 .4cm を測る 0

620と621については外器面の一部にススが付着する。

B類 (6~ 7 世紀以降)は少なく、 5 点 (617 ・ 619 ・ 665~667) に情まる。 665は高台付き椀で、

復元底径7.6cmを測る。

中世遺物 (668・669) 668は土師系揺鉢で、条線は11本まで確認できる。 669は土製羽釜で

ある o 鍔にススの付着を見る。

布目瓦 (670) 分類については~Ij途記述(→ P .201) l..た。

Nc 器種 器厚 胎土 色調 焼成 形 理 調 整
須恵器 中位 5.5mrn 極めて!lt紐 外 赤 灰 色 良好 胎土にほとんど混入物離し。 内外器函回転ナデ。

612 勾二車 下位 6.0w阻 内:鈍い撞色

7C中

須恵器 日唇部1.0C!lI 堅級 灰色 良好 頭部は外寄する。 内外器両横ナデ。

(頭部) 体部中位 口唇部は肥厚する。 口唇部端部沈制。

613 8-9C 。‘8-1.0cm 胎土にほとんど混入物無しo 外器商上位ヘラ捕き沈線。

下位1.0四 中位:ヘラ状工具によに

よる波4伏文。

須恵器 上位 2.5胴 堅被 灰白色 良好 復冗口径 10.0c血 外務函止 中{立回転精ナヂ。

部身 中位 7.0剛 砂粒(多量) 下位:ナデ。(ヘラ記号

614 7 C中~後 下位 4.5四 の部が残る。)

内器面上~中位回転靖ナデ。

下位不定ナデ。
須恵器 上位 3.5岡田 1i! 灰色 良好 口径 8.8冊 内外器荷積ナデ。

615 
ま干身 中位札O~阻 砂粒 外底面をヘラ切りした|朝二、古Ij

7C中 下位 5.0冊皿 白色芝生 りすぎた為か粘土を貼り足してあ

る。

Xのへラ記号あり。

第89表出土遺物観察表(57)
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ナデ。

外器面頭部 タタキの後、

体部ナデ。

ヘフ

内器面頭部斜めのハケ包後、

ナデ。
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No 器種 器 厚 給土 色調 焼成 形 麓 調 整

土締器 上位 4唱 。 醐 軟質 鈍い黄樟色 甘い 頭部はくの字に舛奇する。 焼きが1，いため、器面が荒れてい

634 (頭部~体制 屈曲部 6畑 砂粒 る。調整はおそらくナデか?

下位 3.5mrn 鉱物

土師器 上位 ιo.冊 黒雲母 明黄褐色 やや 頭部はくの字に外脅するc 口唇部横ナデ。

(頭部~体制 属曲部 6.Omrn 砂 粒 長 石 甘い 外器面鋼部核ナデ。

635 下位 4.0mm 白色粒(多量) 体部:タタキ白

内器到頭部横ナデ。

体部ナデD

土師器 上位 5.0珊 級密 外鈍い黄符 普通 頭妥協はくの字に外寄する。 口幹部機ナデ。

閣部体副 屈曲部 8伽 桝宜 灰黄褐色 外器殉頭部横ナデ。

下位 4.5m冊 黒雲母 内 外部核方向タタキの後、

636 白色地(多量) 鈍い黄褐色 縦ハケ目(?)

内器商頭部械ナデ。

体部:ナデ(指頭調整が

見られる)。

土師器 上位 4.5四回 やや組 外 灰 色 担 甘い 頭部はくの字に外毒する。 口唇部繍ナTo

(頭部~糊。 屈曲部 5加 砂粒 じりの程色 外器酉 タタキ(横方的.J)。

637 下位 4.0岡田 白色粒 内器面上中位機ナデ。

中一下位:ハケ目(斜め

方向)。

土師器 上位 ι5凹 紋を智 鈍い黄櫨色 良好 復元口径 16.4cm 外器商頭部横ナデ。

638 
(頭部~体都) 屈曲部 8加E 砂粒 頭部はくの字に外寄する。 体部:斜めハケ自の後、

下位 6.5酬 黒雲母 ナヂ。

白色粒 内器面核ナデ。

土師器 頭部上位加 やや軟質 明費補色 やや 復元口径 17.4(叩 外器頂上中位機テデ。

(頭部~休初) 中位 6.5mm 砂粒 甘い 頚部はくの字に外青する。 中下位タタキ(横方

639 屈曲部 ι"同 黒雲母 rfij) 
体制中伎加 白色粒 内務面 タタキ(横方向)。

下位 5叩胴

土師器 上位 5.0岡田 砂粒 外 浅 黄 色 やや 複光口筏 15白畑 口唇部横ナデ。

(頭部~体制 屈曲部 8.""， 黒雲母 内 淡 黄 色 甘い 頭部はくの字に外噂する。 外器者1¥ 頭部:斜めのハケ目f麦、

640 
下位 5.5胴 白色粒(多量) 横サデ。

体部:縦ハケ目後、ナデ。

内器部!tJi部機ナデ。

体部ナデ。

土師器 上位 5.5胴 砂粒 外鈍い黄櫨 良骨子 寵元日佳 11ι咽 内外務面ナデ。

641 (頭部) 中位 6.5剛 黒雲母 色 頭部はくの字に舛青する。

下i立 6.0m阻 白色粒(多量) 内 黄 禍 色

土銅器 頭部上位 6剛 やや軟質 明賀補色 やや 権元日佳 24.4巴皿 内外時面横サデ。

642 
(口縁部) 屈曲部 7肌 砂粒 甘い 外器商(頭部)の上位にハケ白。

黒雲母

白色粒

土師部 上{立 6.0rnm やや軟質 鈍い褐色 やや 復元口径 18.6cm ド外器商 ナデ。

643 
(鎖部) 中位 7.5珊 密 甘い 頭部は僅かに外脅する。

下位 ιo醐 砂粒

鉱物(多量)

土師器 上位 6.5岡田 やや軟質 口 縁 黒 色 普通 復元日揮 18.0回 口唇部ナデ。

(頭邸~体部) 屈曲部 5.5!lD1l 密 外 車部はくの字に外脅し、やや課。 外器商 ナデ。体部の下位にかす

644 下位 4.0岡田 砂粒 鈍い黄椴色 かなタタキ痕。

白色粒 内明黄禍色 内器面頭部:横ハケ目後、ナデ。

黒雲母(多量) 体部 ナデ及び指頭諦整

土師器 頭部上位 f側 やや軟質 外明黄禍色 やや 復元口桂 19.4岨 外器函頭部横ナデ。

(口縁~体部) 中位 7.加 密 内 灰 禍 色 甘い 頭部はくの字に外脅するD 体部:横方向の粗いハケ

645 
屈曲部 7田国 砂粒 ~明黄禍色 外器腐の一部にススが付着。 日(つ)

体部 白色粒 内器面頭部丁寧なナデ。

中位 5.5.皿田 黒雲母 体部:僅かなハケ目。

下位 5咽白m

土師器 頭部 5.5醐 密 外鈍い}自色 やや 外器面頭部検ナデ。

{!J]部体部) 屈曲部 6.'"聞 耐位 内:鈍い黄福 甘い 体部:.タキ。

646 体部 黒雲母 色禍灰色 内器函 ナヂ。指頭調整が一部に

中i立 4.5冊目 長石 見られるo

下位 5.5酬 自色粒

第91表 出土遺物観察表(59)
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t位 7.5mmI密
中世 6."'" I鉱物(少量)

屈胸部 6.5mrn
体部

上位 5.5罰肌

中位 5.0脚

下位 4.5四

第92表出土遺物観察表(附
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頭部最上位

頭部その他右下がりの斜めハ
ケ自の後、左下がりの斜めハケ目

( 単位は 6-7条)。

体部被方向のぎタキの後、縦

一斜め方向の細かいハケ旨(ー単

位数は不明)0 

内器函

口唇都機方向の回転ナデ。

頭部様方向のハケ目。



零

L 

ーI
ぺ

k
n
d
l

o 5 
ヒニニニニーーヰ

第126図 出土遺物実測図(74)

No 器種 器厚 胎土 色調 焼成 形 盟 調 整
土師器 頭部上位加 黒雲母 外:鈍い指色 良好 復元r:H辛 12.0四 内外器面 ロ リングが激L~'o 

小型壷 中j;i:4.5醐 内鈍い灰色 誼元胴部最大径 14.0cm 
(底部を欠く) 屈曲部 4.白岡 外器商に赤彩が残り、一部は灰

662 体部 黒色を呈する。

上位 4‘5阻

中世 3.5rrun
下位 4.5田由

土師器 頭部 級密 鈍い黄指色 良好 復冗n怪 14.8c皿 内外器函丁寧なナデ。

小型輩 上{立 ι5" 砂桂 外器面の一部に黒斑点がある。

(務部~体部L 中位 5咽白E皿 虫色料

663 屈幽都 6.Omm
体部

中位 6.S，聞

下位 3.加

土師器 上位 4.0岡田 密 外:鈍い褐色 良好 内器函の下f立は、暗祷色。 外器商上位:タタキの後、ハケ

(体部) 中fil， 4.5胴 砂粒 内明黄禍包 目。

664 
下位 5.5mm 白色校 中i立:タタキ。

下位:縦位のハケ百。

内器面上位ナヂ。

中~下位:縦位ハケ目。

土銅器 底部 7.0mm やや軟質 明黄縄色 やや 復冗口底 7‘6，凹 内外器面回転ナデ。

(底部) 高台 5.5mrn 省、 (赤移カ句毛ゐ) 甘い

665 体部 5.0醐 を粒

白色粒

黒雲母

土師器 上位 8.0m阻 砂粒(多量) 外明赤描色 やや 内外器面ナデ。

666 (体部) 中位 9.0胴 黒雲母 内 灰 禍 色 甘い

下位 5.0mill 白色粒

第93表出土遺物観察表(61)
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No 器種 器厚 始土 色調 焼成 形 態 調 議li!

土御器 上位 6.0醐 やや軟質 淡控色 良好 体部は内寄する。 外器面ナデ。

667 (休部) 中位呂.0，阻 密 l勾器摘縦位のハケ目。

下位1.0叩 砂粒 上位にナデが加わる O

土締系播鉢 上位 5.5阻 義母 灰黄褐色 良好 体部は僅かに向背する。 口唇部ナデ。

(口緑~体制 中{立 7.0mm 石英 条線は11本まで確認できる。 外器面最上位横ナデ。

668 中世 下i立 9.5mm 上~下位指頭調整後、

ナTo
内器面 ローリングが激しい。

土製""釜 上位 9.0四 石英 灰茶褐色 良好 鍔の下部分・外器面の下位にス 鍔上部機ナデ。

情司部) 中位 7.5町田 雲母 スが付着する。 内器商指頭調整の後、ナデ。

669 中世 下位 8‘Omn 砂粒

鍔部分

0.8-1.7凹

第94表 出土遺物観察表側
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10. 88-XI区(少監ドン地区)

表土の下は地山(褐色ローム層土)であった。鞠智城に関連した出土遺物は極めて少なく、地

山を切り込んだ中世遺物からの出土遺物が目立った。

縄文土器(678-682) いずれも D類(粗製土器)である。 678は口縁部で、口唇部に撚糸痕、

もしくは沈線痕が残る。 680は口唇部端に突帯が付く。 681はくの字に外湾する口縁部の屈曲箇

所に突帯が付く。

弥生土器(677) 免田式土器の胴部である。外器面に重弧文と刻目が付く。

土師器(674-676) 674は撃の頭部で、復元口径21.8cmを測る o 676は甑の取っ手である。

中世遺物(683-721・731) 土師系土器の火舎 (683・685)、瓦質播鉢(684・691・697)、土製羽釜

(686)、瓦質土器の火舎 (687・695)、瓦質土器 (688・716)、須恵系土器 (689)、硬質瓦器揺鉢

(690 ・ 693) 、硬質土器 (692) 、須恵系橋鉢 (694'696) 、青磁碗(714'715 ・ 717~721) 、砥石 (731) がある。

715は雷文帯の文様を有する15世紀代の青磁である。この青磁を合的、図示したほとんどの

中世遺物が、土拡(SKO1)から一括して出土した。

布自瓦(722) 分類については別途記述(→ P.201)した。

石器(723-730) 打製石斧 (723)、磨石 (724・725・726)、敵石 (727)、石皿 (728・729)、軸

受け (730)がある。

Nc 器種 器厚 胎土 色調 焼成 形 聾 前 事き

調車器 上位 4.0同町 里線 灰色 良好 外器面平行タタキG

671 (胴部) 中位 7.0町田 内器淵タタキ。

下位 9.0胴

須恵器 上位 7.0阻 堅徹 灰色 良好 外器商平行タタキ。

672 
伺岡部) 中位 8.Omm

中位 検ナ雇同デキタ47fカタ灸霊4夜力キ、1日3。7わハタ、老ケケタE。キ目~下位 8.0阻 内器面上中位

中一下位

須恵器 上位l.05crn 長石(多量) 灰色 良好 外器函刊Tタタキ

673 団持部) 中位1.2c皿 内器面向L円タタ

下位1.5四 l

土師器 上位 8.C胴 角閃石 淡白掲色 良好 復元日揮 21.8叩 口唇部へ7で面取の後、横ナデ。

674 
(頭部) 中位 6.5剛 金集母 頭部は大きく外寄する。 内外器函様ナデ。

下位 7‘000 砂粒 外器面の一部にハケ巨

の様なものが残る。

土師器 最上位 9.s..綴密 外 灰 褐 色 良好 内外器函回転核ナデ。

675 (体部) 上i立 7.0胴 やや軟賀 l付淡偶色

下位 8.0mm

土獅器 断面箇所 金雲母 淡白茶褐色 良食I す腕の感じ。 器面ヘラ削り。

676 (取っ手) 長径 5.6crn 角閃石石英 断面は緒円形。

短控 ι6crn 茶悔色粒

弥生 上位 6.0胴 外 灰 褐 色 良好 外器商重弧文と刻目。

677 免用式土器 屈曲部1.1咽 内 灰 黒 色 内器面ヘラ削り後、ナデ。

叩司部) 下位 6.0m皿

縄文 上位 5.0mm 白色粒 淡茶褐色 良好 口縁部は直線的に伸びる。 口唇部撚糸?沈線つ

678 (口縁部) 中位 7.0mm 金雲母 外器面へラナデ。

下位 5.5酬 砂粒 内器商ヘラナデ。

縄文 上位 2.0咽 角間石 補色 良好 体部は外背する。 外器雨 へラナデ(軽いへヲ磨き)。

679 (体部) 中位 6.[胴 砂粒 内器面へラ磨き。

晩期 下位 5.0剛

縄文 上位1.3冊 角悶石 茶褐色 良好 口唇部端。こ突帯が付く。 口唇部被ナデ。

680 突帯主土器 下位 7.0mm 砂粒 突帯に剖el， 外務面突帯より下核ナデ。

(口縁部) 内器面横ナデ。

第96表 出土漬物観察表制)
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14.8cm 

体部は直線的仁仲ぴる。

外底は平底。

条線のー単位は7本。

第97表 出土遺物観察表祖母
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掻き目。

下位ヘラサデ(幅1.3~

1. 7cln) 

外i民函強いナデ。

内器面横位のハケ日後、条線が
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質量感のある土器。

第98表出土遺物観察表(66)
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No 器種 器厚 Z白土 色調 構成 形 態 調 整

瓦質土器 庭部 精良 鈍い灰控色 やや 復元底径 31.6c皿 外器国突帯より上位回転ナデ。

(底部) 1.2-1.3四 雲母(少量) 軟賓 外器商に突帯が付く。 突稲より下位研磨に近

中世 体部 いヘラ削り。

716 1.2-1.8珊 外広函不走ナデ(平滑に調整)。

規成前に平坦な所に置い

てあったと考えられ、一部

に板目状の圧痕あり。

青磁碗 上{立 4.0岡田 精良 税色 良好 口縁部は、均の厚きで伸びて、 内外器酒大きめの貫入。

717 (口縁部) 中位 3.5町田 灰オ 'J-プ色 外考する。

下位 4.51Om

青磁椀 上位 4.510田 精良 狛色縁青色 良好 体部はやや内奇し、日縁部で外 器面に光沢有り。

718 (口縁~体部) 中位 5.5珊 ~する。
下位 4.日岡田

青磁 上fv:5.0盟問 精良 税色縁灰色 良好 体部はやや内脅し、口縁部で外

719 (日縁体制 中f立 5.0mm (くすんだ感 空ぎする。

下位 5.5四冊 じ) 口唇部は丸味を帯びる。

青磁腕 底部 精良 粕色 良好 高台品 5.5恒 外器函綱蓮弁士様。

情活側) 8.5-9.5岡田 縁青白色 休部は内奇する。 内外器取締かな貫入。

720 
高台 8.0mm

体部上位加

中位 4.5凹

下位札口岡田

青磁 底部1.35凹 精良 制色緑青色 良好 桓元高台笹 6.5岨 内梓面文様有り。

721 (底部) 高台 7~~ (光沢有り) 底部は肥厚する。 内外器商太目の貫入。

休部 7~~ 

第99表 出土遺物観察表制)

前 ぞ ー二亡 タ
716 

，l .. l，.1 

722 。 5 10cm 

第130図 出土遺物実測図(78)
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にコ725

くコm

ススが付着

「コ727

。 5 10cm 仁)728 

第131図 出土遺物実現tl図(19)
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No 器種 石 材 長さ(叩)

打製石斧 結晶片岩 7 .8 
723 (欠損)

磨石 安山岩 10咽3

724 (実形)

725 
磨石 去也岩 6.9 
(完形)

726 
腐石 安山岩 6.5 
(完形)

727 
蔽石 安山岩 10咽4

印く煩)

728 
石肌 安山岩 13.8 

(欠損)

729 
石 肌 安山岩 11.4 

(欠損)
軸受け石 I寄結疑灰岩 10.9 

730 
(欠摂)

731 
砥 右 流紋岩 5.3 

(欠損) {"ソイゲイト)

日

D730 
729 

10cm 
731 

第132図 出土遺物実測~(80)

調 整
凹而凸摘ともロ リ〆グが激しい。

凹函布目。模骨痕。指頭痕。棟方向の麹!線。

凸面浅い条線。

第100表 出土漬物観察表(68)

帽(岨) 厚さ(叩) 重さ (g) 形 量買 '" 特 徴

4.3 0.8 63.40 基部の先端と刃部を欠〈。

{正裏面〕大きな剥離。

〔側淵〕調整剥離加工。

9.5 3.4 516咽76 [正裏面}研磨痕。両面とも良く使用きれている。

側辺部離才T函との境iこ稜線。

〔側函]犠打痕。使用銀度高し。

7.0 3.7 252.48 {正裏面)使用頭皮の低し哨f磨。
[側珂J2箇所に犠打線。

6.3 2.4 148.46 〔正裏面)研磨濃。府部は弱く、中央部に細かな磨き。

{側淘〕全両に弱い離打t束。
10.1 3.9 701.87 自然石を利用。

[側面〕一部に高甘T浪。欠損古{¥にまでススの付着あり。

7.7 4.5 879.04 両面を使用。使用面は楕円形をなすものと思われる D

〔側扇〕全商iに畝打娘が残る。

11.7 7.3 1930.03 正面のみの使用。

平面的な使用と恕われる。

5.5 上部 3.0 124咽49 問戸などじ使用されたものと思われる臼

下部 0.9 〔骨折磨穴〕上部 直後9明。
下部直径 2CHlo 

層部の一部に研磨痕。

4.9 2.9 110.66 天草陶石。五函使用。

欠損後も再利用された可能生あり。

第101表 出土濃物観察表側
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O 735 

733 

く二~ 736 

0 5  10cm 

第133図 出土遺物実測図刷

4.7 

2.6 
735 

736 

737 

737 

第102表出土遺物観察表(叫
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12園長者山調査区

第8次調査(昭和63年度)で、長者山の礎石建築祉周辺より布目瓦片が出土している。第 8次

調査分の報告書作成は平成 4年度の予定であるが、ここでは他の調査区との関連から重要と思

われるものを11点程、参考例として取り上げた。分類については別途記述(→ P.201)した。

〔長者山について〕

本報告書では第 7図(第I章第 5節)で、長者山に残る礎石建築士止を取り上げている。長者山

は丘陵地縁の小高い山で、従来、鞠智城跡の中心部と考えられていた所である。布目瓦と同時

に出土Lた炭化米を、京都産業大学理学部の山田治教授にカーボン測定依頼した所、西膝650

年士20と言う結果が出ている。

No 器種 器厚 胎土 色 調 焼成 調 易生

平瓦 縦位狭2.3m 黒雲母 灰白色 悶雨布目。

広:2.2佃 凸面格子宮タタキ。

738 横位中1.9c田 [格子目〕横刻線 5-6mm幅。1.5-2mm 間隔o

侃2.1佃 縦刻線 5胴幅。 2-2.5四間隔。

平 E 縦位狭2.2.伽 黒雲母 灰色 堅綴 問商布目。分割界線。粘土板合わせ目。

739 
広2.1佃 白色柱 凸面格子目タタキ。一部に指頭痕。

横位中2仇m 〔持子日〕検刻線 2.5-3mm幅。1.5mn間隔。

側2.2m 縦割l線:2.5m晴耳。 2mm間隔。

平瓦 縦t主扶J.7cm 白色粒 灰黄白色 堅綴 団所布目。分審界1息模骨痕。

広2.2但 o面格子日夕タキ。

横位中2.3田 〔格子宮]横刻線 5四帽。 2田間隔。

740 間'12‘b 縦刻線:3.4阻幅。 400間隔。
グタキは粗く、スタンプはやや不鮮明。横位と斜めの

スタンプが交差する。

側面削り。

平 E 縦位狭1.9cm 白色粒 灰自色 堅綴 凹函布目。浅い条線。紐痕。

741 
広2.0畑 凸面縄目。 2.5-3珊幅、 200間隔ロ

横位中1." 側而削り。

側1.5四

平瓦 縦位狭2.3w 白色料 鈍し喧色 やや 四両布目。紐夜。

742 
広2.5皿 (小豆大の小 uい 凸面 倒日(2-2.5羽田幅、 2剛間隔)ロ縄目が交霊の状態にある。

横位中2.3(閥 石を含む)

観2釦血

丸瓦 縦依狭1.5cm 精良 鈍い黄白色 やや 四面 布日。模骨痕。粘土板合わせ包。紐痕。

743 
広2.2佃 廿い 凸面 縄目(1.5皿輔、 2岡田間隔)0縄日後、ナデが加わっている。

撤位中1.8佃 側 商 印jり。

側1.7，ω
平瓦 続f立狭1.9四 精良 灰色 堅綴 四面布目。

744 広2.5c同 凸面縄目(1.5日開幅、 0.5阻間隔)0

横位制Ij2.3c皿 側面削り後、条線。

平瓦 縦佼狭1.9c泊 自色粒 四 面 灰 色 堅紋 凹面布目。分割界線。指定(腹爪先)。

745 
広1.9佃 (大粒) 凸函灰黄色 凸面 ナデ。器面は細かにヒピ割れの状態』こある。

横位中2."
側1.7cm

平瓦 縦!立狭2.4四 梢良 鈍い控白色 やや 凹面布目。模骨痕。分割界線ロ紐痕。

746 
広2Ac同 甘い 凸面ナデ。

横位中2.8c匝

組IJ¥.9c皿
丸瓦 縦位扶l.lcm 精良 灰色 堅綴 凹面布目。純痕。

747 
広1.5叩 凸雨蝿日後、ナデ。

横位中1.7cm
欄1.50皿

半瓦 縦位狭2.2cn 白色粒 鈍い黄極色 やや 問荷布目。ロ リングが激しい。指痕(側面)。

広2.6cm 黒雲母 I1い 凸面ナデ。指痕。

748 横位中3.<k皿 残存の長さ 縦f立最大鉛恥

銀3.6佃 横位最'1剖 00、最大30明。

側南側りo破函。

第103表長者山出土瓦観察表(1) 
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第134図 長者山出土瓦実測図(1) 
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742 

。 5 10cm 

第135図 長者山出土瓦実測図(2)
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第136図 長者山出土瓦実測図{3}
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747 。 IOcm 

748 
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第137図長者山出土瓦実測図(4)
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749 

750 

q 10 20cm 

第138図長者山出土瓦実測図(5)

No 器 種 器 厚 給 土 色 調 焼成 言明 藍

平瓦 縦位狭2.4佃 白色粒 鈍い黄櫨色 やや 出面布目・ロ リングが激しい。模骨痕。分割界線。

広2ぬ抽 黒雲母 甘い 目l雨被位の;よ日条痕(丁事)。

749 横位中2.2cm [条痕)1明|幅。 8冊田問問。 2-3胴の深さ。

銅2白n 残4干の長さ 縦位:最大33cm。横位:最，)、29叩、最大31叩。

側面目判。破粛。

平 瓦 縦位狭2.1km 白色料 鈍い黄補色 Jやや 四面布日ロロ リングが激しい。模骨痕。紙痕。布端痕G

広2仇m 黒雲母 甘い 凸面横位の太日条痕(やや粗い)。

750 般社中2.8阻 (条痕)8阻帽。 9阻間隔o 2-3凹聞の深さ。

側2.&m 時存の長さ 縦位:l'u大46c皿。横位:最小27師、最大33cmo

L8c阻 側面削り。破面。

第104表長者山出土瓦観察表(2)
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瓦について

(1)第 5~7 次調査の分類
*熊本県文化財調査報吉第59集 r鞠智城跡』より要約した。

1 .第 5次調査の分類

平瓦は凸面調整によって 8種に分類出来る。 8種類は叩き目の見えるもの (a'b . C類)とそ

の後にナデ、ハケ臼状調整を加えるもの (d. e . f • g • h類)に大別出来る。

叩き板によるDrJき目

分類
横刻線 (mm) 縦主IJ 線 (剛)

備 考
幅 間 隔 幅 間 隔

a 1 ~ 2 2.5~ 5 2~4 6 ~17 長格子

b 5 7~9 5 10 大型の格子

C 2~3 3~5 3~6 5 ~ 7 小型の格子

その後にナデ、ハケ目状調整を加えるもの

分類 調 整

d ナデ調整(タァ ヨコ方向)。凸面の広端付近を自Ijり調整。

e 削り調整(ヨコ方向)。

f ハケ目状調聖書(ヨコ方向の浅い条線)。

g ヨコ方向の条痕となる調整 (2mm幅で 3mm間隔)。

h 幅-間隔の 8mm前後の条痕となる調整。

第105表第 5次調査分類表

2圃第 7次調査の分類

平瓦は凸面の叩き日と調整技法によって 3類 6種に分類出来る。分類i去は日次調査と異な

るが、平瓦の種類に新しい資料はない。

I 類 ・ 格子叩き目を持つo

E 類 ' 条痕を持つo

E 類 . 叩き目が消去されている。

叩きホ涯によるDllき目

分類
横刻 線 (剛) 縦却j i泉

幅 詞 中日隔

1a 1 ~ 2 2.5~ 5 2~4 

1b 2~3 3~5 3~6 

1c 5 7~9 5 

調

横方向の条痕(8mm幅・深き 1~2 mm)。

深きが浅く、細かい条痕。

ナデ調整(ヨコ・タテ方向)。

(mm) 

間 R商

6 ~17 

5~7 

10 

第106表第 7次調査分類表
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備 考

長格子

小型の格子

大型の格子

整



(2)第 9~12次調査の分類

第 5次と第 7次調査における出土瓦の分類は前頁に示した通りであるが、 これらを元に第 9

一12次調査分の瓦につき下記のごとく分類した。

軒丸瓦はやはり無く、 5点の丸瓦(破片)を除けばいずれも平瓦であった。平瓦では 4点が、

ほほ完形に近い状態に復元出来た。

平瓦は凸面の叩き目と調整方法によって 4類18種に分類した。

7次調査の分類と同様に I類は格子叩き目を持つもの、 E類は条痕を持つもの、回類は縄目

をもつもの、町類は調整により叩き目が消去されているものである。

(I類:格子叩き目〕

分 類
横刻 線 (醐) 縦刻 線 (mm) 

形 状
幅 問 隔 幅 間 隔

1a 3 7 6 10 4 7 8 12 大型の方形。

1b 3 7 2 5 2 4 5 10 やや小型の方形

1 c 2-5 3-6 1-4 10-19 短冊型。

1d 2-4 4-7 2-3 17-20 大型の短冊型。

1e 2種の叩き目(Ia・1b) 

第107表 第 9-12次調査分類表(I類)

1 a類

実醐図 No
横刻線(mm) 縦刻線(mm)
申国 間隔 申面 間隔

2 7 1 4 6 6 9 5 7 9 11 
272 5 8 5 9-11 

273 4-5 : 6-8 4 8 -10 

274 3-4 7-10 4 9-11 

275 5 6-7 6 8 -10 

2 7 6 5-7: 8-10 5 9 

277 4-6 8 4-5 810 
279 8 
355 3 7 9 5 10 
356 6 7 : 7 8 6 7 9 10 
4 9 2 5 7 9 3 5 : 11 12 
4 9 3 4-6 : 8-9 4 -5 : 12-13 
1 c類

実糊図到。
横刻線(凹) 縦刻線(珊)

幅 間隔 帽 間隔

284 3 5-6 2-3 15 
2 5 8 2 -3 : 4 -4.5 2 -2.5: 10-18 

3 5 9 2 4 5 2 11-19 

360 4 3 4 3 19 
3 8 8 5 4 5 3 4 ; 15 
494 3.5 : 4 5 3 4 : 13-18 

4 9 5 3 4 1 -2 : 12-18 

4 9 6 4-5 3-4 2 13-16 

5 0 0 4 4-5 3 : 12-16 

~旦 3 つ 4-6 3 12-13 

第108表 分類別計測表(1)
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1 b類

実醐図品。

2 7 8 

280 
281 

282 
283 

3 6 1 
387 

504 

5 0 5 
5 0 6 

1 d類

実掛図 No

3 8 9 
497 

498 

499 
501 

5 0 2 
591 

740 

横刻j線(mm)
申畠 間隔

2.5 3 5 

5 4 5 
3-4 3-5 

2 3-4 

4 5 

3 3-5 
4 3 

3-7 2-4 

4 6 2 4 

4 5 3 4 

横刻線(mm)
幅 間隔

3-4 4-5 
3-4 5 
2-3 十 4 5 

3 5 7 

3 4 

3 4 

3 4 

5 2 

盤裂盤(mm)
~Jj\ Illl堕

4 -6 7 -10 
-一一一一一十一一-3-9 6-8 

縦刻線(mm)
幅 間隔

2.5 7 

2 3 7 B 

4 6 
3 7 -10 

3 8 
3-4 7-9 

4 6 

2.5-3 :4.5-7 
3 5-9 

2 5-8 

縦刻線(mm)
申同 間隔

2 -3 : 17-19 

2 3 : 18-19 

2.5 18 
3 17-20 
3 17-19 

3 18 
2 3 18-19 

3.4 4 

盤塑盤(mm)
I~liι旦堕

3-5: 11-12 
一一一一一十一一一-3.5-4: 5-9 



分類

Ia~1 

Ia~2 

Ia~3 

Ib~1 

Ib~2 

縦刻線の間隔が 8mmとやや小きい。

横刻線の幅が 8~10mm と大きい。
横刻線と縦五日線の幅が 1-2mmと小さい。

幅は Ibタイプであるが、間隔が1. 5~2.5mm と極めて小さい。
横刻線と縦刻線とも幅が2.5~3mmで非常に小さい。間隔も1.5-2mmに収まる。

実醐図恥
横刻線(mm) 忠臣亥リ線(mm)

幅 間隔 幅 間F高
3 8 6 6 6~8 5 6~8 

357 8 ~10 6 5 9 

358 1 ~ 2 : 4.5~9 1. 5~2 9 ~10 

738 5 ~ 6 : 1. 5~2 5 : 2~2.5 

7 3 9 2.5~3 1.5 2.5 2 第109表 分 類 別 計 測 表(2)

[1類:条痕を持つもの〕

分類 幅(mm) 間隔 (mm) 深さ (mm) 牙主 状

lla 5~7 7 ~12 1 ~ 2 横方向で、深く明確な条痕。

llb 2~4 4~7 1 縦方向で、 i栗く明確な条痕。

耳C / / / 浅い条痕で、ナデにより単位不明のもの

IId 0.5~ 1. 5 6~8 / 浅隔い条広痕で、単位がわかり、幅が狭く間
のいものO

lle 3~4 3~4 / 浅隔い狭条痕で、単位がわかり、幅が広く間
のいもの。

llf 7~8 7 8 2 3 広深い条痕で、単位がわかり、幅と間隔の
いもの口

第110表第 9-12次調査分類表(1類)

分類 実捌図No 幅(mm) 間隔 (mm) 深さ(醐) 分類 実醐凶No.
Ila 2 8 6 6 9 12 1 2 韮C 290 

2 8 7 5 9 10 1 2 3 6 4 

3 6 2 7 7 8 1 2 365 
3 9 0 7 8 2 392 

Ilb 2 8 8 2~3 4~5 1 393 

3 6 8 3~4 6~7 / 396 

lld 3 6 3 1.5 6 / 670 

391 0.5~1 7~8 / 722 
5 9 3 / 6~8 / 746 

Ile 5 9 2 3~4 3~4 / 
Ilf 749 10 8 2 3 

7 5 0 8 9 2 3 第111表 分 類 別 計 測 表(3)

〔E類:縄目を持つもの〕

i実醐剛o.I 7 4 1・74 2・74 3・744

[lV類:横及び縦方向のナデ調整を有するもの〕

(注)745は凸面に細かなヒピ割れがあり、特異であるので、図中に取り入れた。
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(3 )調査区における瓦の分類個体数

1a 1b 1c 1d 1e 1a-l Ia-2 1a-3 Ib-l Ib-2 

I区 3 1 1 4 。 。 。 。 。 。
E区 。 O 1 1 。 。 O 。 。 O 

田区 O 。 。 O O 。 O 。 。 。
N区 8 7 2 O 1 。 。 。 。 。
V区 2 Z 7 1 。 。 1 1 1 。
刊区 2 2 1 1 。 1 。 。 。 。
VII区 9 8 5 1 1 。 。 。 。 。 。
珊区 。 。 。 1 。 。 。 。 O 。
匝区 。 。 。 。 O O O 。 。 。
X区 。 。 。 。 。 。 O 。 O 。
XI区 1 。 。 。 。 O 。 。 O 。
計 2 5 2 0 1 7 1 9 I 1 1 1 1 。

長者山 6 3 5 2 。 。 。 。 1 1 

五a llb 1Ic 百d lle 111 田 百 計

I区 1 。 4 。 。 O 。 1 5 2 9 

E区 1 。 1 O 1 。 。 5 1 0 

盟区 。 。 。 O 。 。 。 。 。
N区 2 1 3 。 。 。 。4 5 6 9 

V区 1 1 Z 1 。 。 。 6 0 8 0 

百区 2 。 4 2 。 O 。 6 3 7 8 

唖区 。 。 3 1 1 O 9 1 5 3 200 

珊区 。 1 1 1 2 O 。 1 0 1 6 

E区 。 1 1 。 。 。 。 。 2 

X区 。 。 。 O 。 。 。 。 。
XIIR 1 。 1 O 。 O O 2 5 

計 8 4 2 0 5 4 。 9 3 5 3 4 8 9 

国主山 O 。 1 O 。 2 4 94 1 1 9 

*長者山→昭和62年度調査分(第9次調査)の長者山調査区を示す。

第112表分類別個体総数表

(f寸論〕瓦の調整による分類

福岡大学文学部教授小凹富士雄

小田分類 大田分類 f蒲 考

A 正方形大型格子 1 a類
B 正方形小型格子 1 b類
C 長方形細型格子 1 c類
D 平行線(太線) 1Id類
E 平行線(極太線) 11 f類 現時点では、出土地点が長者山に限られる。
F 縄B E 類
G 無文(文様ナデ消し) 町類 A Dをすり 1月1乙たものと思われる o

第113表調整による分類表

A'Gが多く、次いでB ・C'Dとなる。 Eは出土地点が限定され、 Fは数が限られる(9 

点のみ)。

A・p・E. Gは鞠智城創設時の瓦で、 7世紀後半まで遡るものと思われる o これに続くも

のがB ・Cで B世紀代のものであろう O

204 



514は造り瓦技法のわかる平瓦(四面)である。桶巻き造り(四枚造り)を示す好例である。

醐:切明暗仁

ヒー~冊

第139図 No.514実測図
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第N章 城域について

(1]域域について
大田幸博

鞠智城には内郭説と外郭説とがあり、これまでにもいろいろ論じられてきた経緯がある。し

かし、この問題は非常に大きく、今日まで結論に至っていないというのが現状である。

ここでは近年における鞠智城跡の調査担当者として、現地に長く滞在し、局辺域を踏査した

経験から、若干の考えを述べてみたい。

まずもって城域を考える際、極めて重要な事は、岡田茂弘氏(鞠智城調査専門委員)の「城は

城門からしか内部に入れないから城であり、どこからでも入れたら城ではない」という御示唆

である。この事はごく基本的な考えであるが、鞠智城の城域を再考する日昔、大きなポイントに

なるものと忠われる。

以下、との考えに則して城域を考えていく。

よt"，!!る

1.内郭説:米原台地(鞠智城の中心地として考えられる)の地形

台地の上面は東西・南北 1km程の規模を持ち、一様の平担地ではないが、各々段差面におい

て数十cm-数mの比高を持った自Ij平地が数フ*ロックに渡って広がっている。

台地の縁について
よな!まる うえばる みつえだ

① 米原集落ー上原地区の畑地一三枝の石垣にかけての東側ラインは急峻な崖線で、裾部との

比高は40m強となる。台地縁に土塁ら Lき地形の高まりは観察できない。
ふかきこ

② 三枝の石垣一馬こかしの石垣ー深迫門礎石一米原台地の南東端部のラインは、比高20-

30mの急峻な崖線となる o これに加えて、馬こかしの石垣の南端部では、土塁線の形状を呈す

る小山状の地形が複合する。
い付 命

① 米原台地の南東端部一池の尾門礎石の南側ラインは比高40mの急峻な崖線となる。
tまんぷん

④ これより鞠智城の内郭線(南側ライン)は西端域の本分集落にかけて三重一四重の防衛ライ

ンとなる。

④ 1 台地の南側縁は東側寄りで一段、高くなっており、この高まりが西に行くに従い、長
はいづかずず がコしよ さかん コんげん

者山一灰塚一涼みケ御所~佐官ドン(一部は権現さんの尾根(注1)へ枝分かれする)と続く一連の

小山状地形となる。この内、灰塚一佐官ドンの尾根線が、鞠智城で確たるものとして受け取ら

れている土塁線①(注2)に外ならない。この場合、土塁線①を形成する小山の内側には、長者山

の北東側裾部を基点として、 1本の大きな迫地が北租Ijへ下っているので、台地内からすれば、

迫地と土塁線との複合地形となる。

〔注権現さんの尾根〕
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涼みケ御所より北西方向へ尾根筋が派生している。突端部は標高149.4mを柳川、権現さん

と呼ばれる山頂で、ここに巨石と石嗣が杷られている。山頂は、長円形状を呈する部平地で、

馬の背の様な途中の尾根筋は、土塁線そのものの観がある。しかし、土塁線①の囲線ラインか

ら食み出るために内郭ラインに組み入れられていない。

〔注 2:土塁線⑪〕

尾根筋は南側で扉風岩ラインの一部を取り込んで、灰塚~涼みケ御所一佐官ドンに続くが、
のろ

地形そのものは随所で小山状の頂きとなり、特に灰塚と涼みケ御所の場合、見方によっては蜂
し

火の跡地とも受け取れる形状を呈する。

従って、明らかな土塁線は随所の頂きを繋ぐ馬の背の様な尾根筋に限られる。城の外側にあ

たる北側斜面については、急傾斜の自然地形に加えて削り落とされている事が明らかで、内側

には犬走り(車路)の残存もある。基本的には地山削り出しの土塁線と考えられる o (一部に、

土塁線の崩壊している所があり、この箇所の土層断面を見る限り、版築の状態にない)

今日、これらの小山状の頂きと尾根筋ラインを総合して、土塁線と Lての認識がなされてい

る。

④-2 土塁線の小山は南側斜面において、台地の南側崖面を形成する事になる。崖面は今日、

段々畑状の地形となっているが、各々、段差面は削り落されて急峻である。直線状の法面を有

する箇所も多く、この中のいくつかは明らかに城跡の遺構であろう。
の〈ぴ

④ 3 崖面の南東側裾部は、一種の「野首」地形となり、深迫門礎石の上段部から岡側へ大き

な迫地が崖線に沿って伸びた状態にある。この追地の括れ箇所には池の尾門礎石があり、通路

とLて利用されていた事が判る。通路は最終的に本分の集落と連結しており、その接点箇所を

大門(通称・じゃあもん。方言で、だいもんを意味する)という。なお、この迫地には途中から

谷清水の塩井川の流れが加わり、現在は、 JIIの北側肩部が通路となっている。

④-4 迫地の南側は、あたかも壁をなすかの様に厚手風状の台地が、東側から南側へ延ぴてお

り、城の防禦ラインと Lてこれ以上ない自然地形である。この台地が土塁線②を形成している

事は明らかである。土塁線②は池の尾内礎石までを 応の区切りとするが、その後も断続する

事なく、本分集落との接点まで延々と続く。迫地積jの北側農面は極めて急峻で、まさに絶壁で

ある。一部については外観からして削り落されている事が確実である。

④ 5 土塁線②の南縁も、これ又急峻な崖線(比高35m)で、眼下に堀切集落が展開する。こ

の崖面下に堀切門礎石がある。堀切集落から眺望する崖線は圧巻で、見るものに威圧感を与え

る。

⑤ 西明uから北側にかけては小山の土塁線①が巡る O 裾部は南側ラインと同様に急峻な崖函と

なる。西方の木野方面からの眺望はまさに「古代山城」という重圧感がある。まずもって鞠智城

のイメージである低地に築かれた「台地の城」という景観ではない。受ける印象は古代LLi城その
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ものである。

⑤ 北側の中央部からやや東側寄りの所は小山の(土塁線①)の末端部にあたり、小山はここで

消滅し、これより東側は米原集落の台地区域となる。④ 1で触れた長者山の北側l裾部を基準

とする迫地はこの地点まで延びており、最終的に台地の北側斜面を下って木山集落への通路と
とぴわたり

なる。路下には飛渡(小字名)付近から岩清水の小川が並走し、飛渡では川底に門の礎石とも思

われる小岩が転落している。

(小石の転落位置はちょうど土塁線①の末端部にあたり、北の r~礎として相応 L いものと調

査者は考えたが、ほぞ穴が無い上に、直径60-70叩、幅40咽、厚さ20crn程で、円礎石としては

小さ過ぎるのではないかとの示唆が、文化課の隈 昭志教育審議員と松本健郎調査第一係長か

らあった)

⑥ 1 米原集落は、台地の上国より一段低くなった馬蹄形状の北東域に展開する。集落内に
まつりやしき しようげん

は鞠智城に関連する礎石が数多く残っており、「紀屋敷Jr少監ドン」などの地名からも、城跡の

中心地と目される所である o 集落の位置が台地の上面域でないのは、水の便などに関連するも

のであろうか。(第131羽参照)

⑥ Z 紀居敷から北西側へ約100m先は、台地の突端が小山状に高くなっている。紀屋敷と

の比高差は 9m程で、集落内での最高所である。現在は一部が慕地となっている。立地からし

て物見の丘に比定してよい所である O

⑥-3 米原集落の北西域から小規模な迫地が下っているが、谷頭に「長者井戸Jと称される湧

水地があり、鞠智城の井戸と考えられている(井戸は掘り抜き井戸の類ではない)。湧き水につ

いては従来から(古老の示唆)常時、膝下ぐらいの水深で、水の絶える事はない。かつては村の

共同水汲み場であったという。なお、迫地はほどなくして、④ 1で触れた長者山の北東側裾

部を基点とする退地に合流する。

2.鞠智城の南側一帯について

① 鞠智J成の南側ラインは撫切集落との境に代表されるように急峻な農線で構成されており、

従来から指摘されている様に、城域の確定を見る事は前述の通りである。しかしながら、ここ

でも巨視的には下記の様に南側一帯の自然地形を広い意味での城の防禦ラインに加えるべきで

あろう。
ひえかた

② 広義的な米原台地(減跡所在地)の南側は最東端の稗方集落より、西方の木野川方面にかけ

て帯状に長く延ぴる深谷が存在する。この事により、米原台地は四方を深谷と追地から取り囲

まれた、完全な独立地形である事が判る。この真実は鞠智械の新しい所見である。

深谷は部分的に入り組んで複雑な地形になっている所があるが、注目すべき事は深谷の肩部

はいずれも小山状の地形になっており、自然地形がそのまま土塁状を呈する事である。ここに

209 



も鞠智城の地の利を垣間見る事ができる。
ぞ う ず

① 最終的に堀切集落より南側は、豊水集落に至る谷水の迫地が、広い意味で米原台地の最南

端となる。この地点は、地形的にも大きく窪む所で、自然地形を取り入れた広い意味での城域

もこれ以上南側へ拡大しない事が確実である。

④谷水の迫地(南側の肩部はこれ又小山状の地形となる)を挟んで、南側は広大な台台地(東

西2.5也、南北1-1.2km幅)となり、地形は一変する。地形的に、ここで明確な線引きができる。
〈ろぴる

⑤ 堀切集落より米原台地の崖線下を通って黒蛭集落へ通じる古道がある。しかし、この道は

鞠智城より後世の道であろう。も L、仮りにこの道が堀切門礎に通じる減道であるならば、大

門より池の尾門礎に通じる城内ルートの存在が、全く無意味なものになって Lまう。途中、 2

か所のトンネルについても明らかに新しい造りである。
けさお

⑥ 堀切門礎からの城道は南東方向下の袈裟i韮集落をへて、隈府町(菊池市)方面へ向かう事が

確実である。地形的に見て、このルートしか考えられない。

3.通路について

① 現在の通路を考えた場合、「大門」口を有する本分集落を起点に塩井川沿いに迫道が通じて

おり、池の尾門礎の地点で『入城』という形になる。これから道は米原台地の南側崖線と土黒

線②に挟まれた袋小路状の迫地の中を東方向へ進み、途中で堀切門礎か白の道と接L、東端で

さらに深追門礎からの道(周辺一帯は畑地で、この道に限り未確認)と合流するはずである。こ

の際、道路は土塁線②の肩部を通る事になる。そ Lて、ここで一本化された道は北側に向きを

変え、野首地形の狭い馬こかしの石垣通路を通り、米原台地の上面域へ出る。ここからは町道

づたいに米原集落へ至る事になるが、現地形からして、町道の造りは古<(丘陵上面の段差を

利用して道が造られている)、原形は鞠智城時代にあると見る。

② 本田瞥介氏の談によると、池の尾内礎で入城した後は 2通りの古道がある。

一つは途中から山越道となり灰塚・長者山の土塁線を断ち切る堀切(出宮氏は中世遺構と判

断された)道を通って北進 L、[1.内郭説⑥-2)で触れた迫地(長者山の北東側裾部を基点

とする)を横切って米原集落に至るというものである。この際、通路にあたる長者山の斜面部
げんこう

にはかつて「元宏の石垣Jと伝えられる石垣があったという o

他方、池の尾門礎で入城した後は、迫地の中を東進するが、①で述べたように土塁線②の肩

部を通らず、そのまま馬こかしの石垣の真下に出て、そこから急な坂道を登って現在の町道に

至るというものである。この通路は馬こかしの石垣周辺では今日、完全に排水路化しており、

見た目にやや疑問であるが、本田氏が父親から「鞠智城の古道であるJと聞かされていたという。

(現に、昭和50年代までの地籍図には、地元民から忘れられているとはいえ、道路としての記

載がある)
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なお、このルートの一部には長さ15m程の路道がある。凝灰岩を縦長に掘り込んだもので、

横幅は50-60cmとやや狭いものの、人が立って歩ける程の大きさに造られている。

③ 米原台地の北側からの通路も無視できない。本文中の [1内郭説⑥〕でも取り上げた様に、

長者山の北東裾部を基点とする迫道が麓の木LlJ集落と繋がっているのである。しかLをがら前

に述べたように、本分集落からの登減道に比べ、て北側の自然地形が形造る防禦ラインは明らか

に劣っている。当然の事ながら、防禦的な周辺地形を加味する必要がある。

4. 自然地形利用の外郭説

鞠智城の城域は、四方はいずれも迫地と谷を挟んで、低山や台地に固まれた状態にある所か

ら、これらの自然地形と盤関係に米原台地のみで鞠智城が存立し得たとは考えにくい苗iがある。

やはり自然地形を利用 Lたとされる外郭説も捨て難いものがある。そこで、これまで言われて

きた外郭説について、以下、段階を追って述べてみたい。

①〔西側〕 初田川が北側から南側へ流れており、 l幅70-150mの水団地帯が形成されている。
ずごう

水凹と米原台地の西縁を走る小山との比高は100mにも及ぶ。西側肩音15については立徳一頭合

に至る山が壁を形成する所から、水回地帯は米原台地の裾部を巡る迫地を利用している事にな

る。

〔北側) 5 -6年前の閏場整備事業でかなり地形が変化しているが、今も米原台地の北側

部分は深谷(比高40m)の状態にある。なお、谷を隔てた北側の対岸には幅400m、長さ1kmの

台地が広がっている。
かねか付まつ

〔東側〕 北側部分からの深谷が延びている。東側対岸は鐘掛松集落の西縁にある帯状形の

台地が、あたかも土塁の様な形状を造り出している o この土塁状の地形は北端部で北側台地に

吸収され、南端部で三枝の石垣を有する野首(地形の鞍部)の地形(桂3)となる。このラインは土

塁線③(長ぎ約O.9km)として良い。

〔注 3:三枝石垣の野首地形に対する疑問〕

これまで、「三枝の石垣Jとしてのみ論じられるだけであったが、鞠智城の全体像を考えると、

この野首地形は、防禦の面で大きなマイナスではないかという疑問が湧く。

仮りに敵勢が北方から進入 L、東側の鐘掛松へ廻り込み、ここを破って、さらに三枝の石垣

の野首地形を落と Lた場合、城の中心部へ楽々と入城できるのである。周辺を迫地ゃ深谷に閤

まれている鞠智J成もここだけは唯一「陸続き Jの地.e:で、防禦面ではかなりのマイナス要因と思

える。

今日、野首地形は町道となっており、多分に道の原形は鞠智城時代以降にあり、後世、迫地

を埋めて道が造られたのではないかという見方もできたが、援面を調べてみると凝灰岩の岩盤

で、自然地形そのものである事が判った。築城当時から陸続きである事は確かである。
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このことから、土塁線③の所在する鐘掛松の集落も鞠智城の二次的な城域ではないかという

考えに至る。自然地形を利用した外郭ラインの土塁線②程度の防禦施設では、鐘掛松一帯を死

守できない事は明らかである。この地に守備兵が駐屯していた可能性は極めて高いと忠われる。

(Lかし、ここでは可能性程度に留めて、今後の研究を待ちたい)
にらぱtlt

畑地の一部に「長者さんの韮畑」という小名が残るのも興味深い。米原台地周辺で追地を除く

と、この箇所だけに長者伝説関連の地名が残る。

三枝の石垣の野首は南北両側から削られて、原地形よりかなり細められている事が確実であ

る。崖面はいずれも削り落された状態にある。明らかに防禦の為の加工である。なお、三枝の

石垣自体については石垣の積み方に疑問が残る。石垣は野嘗地形の西端寄りに限られるのであ

って、それも南側崖面のみである。古代山城の石垣であるならば、野首地形の全体に及んでい

いはずである。

一方で、三枝の野首地形の存在意義も考える必要があろう。この点に隠しては今日、鐘掛松

の集落の中を隈府町からの古道が北進している事を取り上げねばならない。鞠智城へのr車銘」

を考える時、 (3.通路について〕で取り上げたルートではやや弱い面がある。堀切門礎・深迫

門礎・馬こかしの石垣の真下から登る通路はあまりにも傾斜が急である。(この件に関し島津

参事より堀切門礎周辺の崖聞に限り、後世の崩壊によって通路が急傾斜になったのではないか。

との示唆があった)

唯一、池の尾門礎石一馬こかしの石垣ー(現)町道ル←トのみが車路の体裁を要している。 L

かし、このルートはかなりの廻り道である。

以上の点を考えれば、隈府町からの古道を車路とすれば、最短距離をもって野首地形の三枝

の石垣を通り、城内へ米などを荷車で多最に運び込む事が可能である。従って、築城者は万全

の防禦施設を整えた上で、この箇所を鞠智城の鰯手としたのではないかという推論に至る。以

上の点からしても三枝の野首地形は今後、十分な検討が必要である。

② 立徳~頭合の閤側土議線
はったがわ

米原台地の西側に、迫地(初回川の水田地帯)を挟んで、北方向から南下する低山(標高llO~

120mクラス、麓からの比高は70m前後)の速なりがあり、この尾根線に土塁線の走行を見ると

きれる。この中で木野の山については第 3次調査(昭和43年度)で断面計測(計4箇所)が行なわ

れている。下記の記述はその結果内容(注4)である。

〔注 4: r熊本県文化財調査報告第59集鞠智城跡J1983熊本県教育委員会より抜粋〕

尾根に見られる土塁らしき遺構は幅が約15~20m もあり、上司が平坦で、果たして土塁とし

て意識的に造ったかどうか疑う向きもある。しかし、城の外側が急な懸崖となり、内側の傾斜

がゆるやかであるところから、天然の地形を部分的に加工しながら外敵に対する妨禦線として

最大限に生かしたのではなかろうか。
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*踏査結果
"。う之〈 ずコぅ

木山在住で、 ILrの地形に詳しい高田英資氏を道案内に、立徳一頭合の尾根線を縦走Lたが、

踏査結果は次の通りである。

(1)立徳ライン

標高133.4mの山頂を起点に北東側と南側へ尾根線が延びている。

〔北東側尾根線〕尾根線は北端部において大きくカーブを描き、北東側尾根では主軸方向が東

西方向となる。背面は削平された状態にあり、幅6.5~ 7 mで、最上段部の長さは約70mを測る。

尾根の斜面は、南側(鞠智城の内側となる)で急傾斜の状況にあり、北側(城の外側!となる)が緩

傾斜地である o そのためか、北側斜面には 6~7 段の階段状地形が重なる。(常識として、通

常は防禦の面で、城の外側が急斜面にならなければならない:小田富士雄氏及ぴ出宮徳尚氏の

御示唆)一方、南側は背面直下 (O.5~lm下)に、幅 1 m未満の犬走りの様な首Ij平地が付く他は、

自然地形のままである。

尾根の加工度合いは東端部に顕著である。特に二段目の階段状地形の角偶はきれいに削り落

されて直線状の法面となっている。三段目との比高は 3m程で、この箇所に関しては、到底、

後世の植林造成とは思えない。なお、尾根の東端は段下がり部分に 3段からなる削平地がある。

個々の規模は幅20m 、長さ 30~40m程である。

総じて北東側尾根線は見た自に鞠智城の土塁線の感がある。

一方、これより南側に延びる長さ 250m程の尾根線については、近世の畑総圃場整備事業で

周辺一帯が造成されているため不明である。

〔標高133.4mの山頂部分〕南北戟時代の山減(木野城)と伝えられる箇所である。 Ul頂部分は

削平されて、台形状の平地 (50~60X60m) となっており、わずかではあるが(数十cm税度の高さ)

北縁から東縁にかけては土塁状の高まり(幅 2~ 3 m)が観察される。

西側と南側!の山頂斜面は削り落されて直線状の法面となっており、裾部(上面との比高は 4

~ 5 m) には綾曲輪が巡る。曲輪の幅は 7~8m で、両者は繋がっている。山頂の東側は急斜

面であるが、これ又、裾部(上面との比高は 5~ 6 m) に幅 2~3mの犬走りの様なものがつい

ている。北側にも部j平地が見られるが、部分的なものにとどまる。

山城は西側の 部を圃場整備事業で郎り取られている為に、はっきりした事は言えないが、

現状を見る限り単郭形式の域跡である。

〔南東側へ延びる派生尾根]山頂部分を南東側へ下ると、すぐに小山状をなす派生尾根(加工

の痕は伺えない)へ出る。これを過ぎると、ほどなく尾根は極端に括れて、幅 1~2m の馬の

背のような地形となる。尾根は北側斜面において高き 10m程の目も舷む様な絶墜となり、これ

が端部の小山状地形(標高 125.8m)まで続く。尾根の長さは約100m近くにも及び、北側崖面

は凝灰岩の岩肌が露呈の状態にある o 一方、尾根の南側はやや緩斜面で、階段地形が重なって
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Lよ9きょう U 

おり、山腹中にある迫地の壁を形成 Lている。(迫地には中世寺院跡〔彰教寺)(注目がある。戦

国時代の城半、木野氏の菩提寺と伝えられ、石組みの井戸跡や参道入り口に金石が残る)

端部の小山は跳望のきく所であるが、人の手が加わった地形ではない。この箇所については

自然地形を利用した中世山城の物見山主恩われる。

〔注 5:彰教寺跡(参道沿いに残る板碑に寺名が刻まれている))
舎のちかおみ

木野城の東側山腹中にあり、城主木野親臣の菩提寺と伝えられる。禅寺で、寺地は弧を描く

迫地内にあり、各々、数十cmの比高で、いくつかのプロックに分かれた状態にある。今も石組
いがわ

みの掘り抜き井戸が現存する。地元で「雷神の井戸」もしくは「かんかん井JIIJと呼ばれているが、

この井戸水は木野城の地下を通り抜けて、西側裾部の集落にあるi勇水地と結ぼれているとの伝

説がある。昔、この井戸に猫が落ちたら、この湧水地に浮かひP出たという。いわゆる城の「抜

け穴伝説」の変形であろう。

寺地には今日、字闘に「正久寺」と表記されている。この事により、中世寺院の「彰教寺Jが廃

寺となった後、後世に「正久寺」が再興された事との推論ができる。前述の井戸も、石組の状態

から再興期のものと思われる。

なお、参道沿いに残る 4基の板碑についても今回、調査を行った。

[南側尾根線①〕山頂からやや下った所に南側尾根筋を縦断する人工的な崖線があり、裾部は

郎平されている。この箇所には堀切状の小溝を見る事ができる。尾根筋の中央部をやや浅めに

掘り残し、これを境に東西河斜面部を竪堀状に掘り刻んだものである。ただし、掘り方も浅く

(一部で地山も露出している)、上面幅も 3m未満で、中世山城の堀切に Lては造りが小さい。

この箇所の尾根は南端部で小山状に高くなっているが、小山の上面は削平されて (7Xl0m)

何かを記った形跡があり、中央部分に基壊状の石塁が残っている。この小山からの眺望も良い

ので、これ又、中世山城の物見山として利用されたものであろう。

〔南側尾根線②〕荷倒l尾根線①の物見吐Iから 5-6m下った所から再び南側へ延びる主軸尾根

線が始まっている o 緩やかに標高を下げる尾根筋は、背面及び東西両側の斜面部が削られて、

いずれも階段状地形となっている。鞠智城跡の土塁線と見なし得る地形である。

注目されるのはその端部で、尾根筋から見て 7-8m小山状に高くなっており、眺望の効く

所である。まさに物見山そのものである。上面は平坦地で、斜面部はいずれも削り落され、裾

部には 2段からなる腰曲輪状の地形も観察きれる。中世山城の出曲輪の可能性もあるが、城跡

の中心部から350mも離れた所にあり、尾根筋の最端部にあるため、鞠智城の遺構(土塁線上の

物見山)との見方もできる。(出宮徳尚氏によれば、中世の物見山という)
こしかけまつ

(2)輿掛松ライン
かみほんぶん

上本分集落の東墜となる低山ライン(標高123.9m)である。北方から南へ延ぴる帯状形の山で、

尾根筋における南北両端の比高差は2.5mに留まっている。長さ250m程の島根筋はほとんど水
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平状態にあると言って良い。山は植林地であるが今日、荒廃し、歩行にも困難な程である。

尾根の上面は南側寄りで削平されている。 LlIの斜面は西側が急傾斜で東側が緩傾斜であるの

で、東側には合計10段近くを数える階段状地形が重なる。
こしかけまつ

尾根の岩質は凝灰岩で、尾根筋は南側の部分が「輿掛松」と称されている。

総じて、輿掛松ラインの尾根は鞠智城の土塁線の感がある。なお、尾根筋は北側寄りで二段

の段落ち地形となっている O すなわち傾斜を有する末端尾根は削平されて帯状形の平らな状態

にある。

似顔合ライン

立徳一輿掛松ラインの南端部にあたる所で標高80.3mを測る。頂部は墓地となっており、他

は開墾されて畑地である。さらに末端部は集落となっている。頭部を中心とした一帯に土塁線

の存在が伺われるo なお、頭合ラインは南端箇所に古墳(頭合古墳)を有している。

(4)北側迫地の初田川流域

米原台地の北側に谷部を挟んで幅4∞m'長さ 1km近い台地の広がりがある事は前に述べた

が、ここでは巨視的に、この台地のさらに北側地域について触れる。

台地の北縁下は急峻な崖線があり、裾部は初回JIIの流れる(上流域)帯状形の迫地となってい

る。川の流域は水田地帯で、いわゆる鞠智城跡の外郭説を生むに至った北側箇所である。 i且地

の北側には標高200~500m クラスの山々が幾重にも峰を連ねており、山の端部が迫地との対岸

となる。すなわち、この事から迫地の北壁となるべく連山が鞠智城跡の北側外郭ラインと見な
お;Mf'やし どうUょう

されてきた。迫地には大林 道場などの集落が形成されている。なお迫地の東端は鐘掛松の北

端台地に吸収された状態となる。
さんがしら

(5)金頭ライン

① 金頭は外郭線の北側ラインを構成する山と考えられている。山自体は連山の中にあるもの

の、形状的には独立しており(最高標高21l.8m、麓からの比高120m)、西側を除く三方は迫地

に囲まれた状態にある。立地条件としては、米原台地と極めて似通っている。

② 主軸尾根線は南北方向にあり、東側に凸面をもっ弧状の形状にある。さらに、この尾根線

の南端部は中央部分が東西両側へ二股に分かれているので、山の平面形状はあたかもヒトデの

様である o 鞠智城側由、らの眺望では、東西に長い山のように受け取れるが、実際の山の形状は

かなり違ったものである。

③ 山の尾娘線は馬の背の様な格好をしており、山腹はいずれも急斜面で、いくつもの凹面状

のof!地が食い込んでおり、天険の地である。

今日、尾根線の肩部を削除して山道が造られている。 見、林道のようであるが、実際は金
すぞの いざり

頭の麓集落の酒造野と木山を結ぶ王要な山越道である。 昭和に入って居去集落経由の道路がで

きるまでは、この道一本しかなかった(高田英資氏の談)というから驚きである。道沿いには安

に
dーヮ。



政年聞の年号を刻む石碑(銘名:為法界利益)が道端に残っているので、江戸期にまで遡る事は

確実である。(調査者はこの山越え道の原形を鞠智城の間道と見たが、小田富士雄氏は否定的

な見方をされた)

④ 金頭を小田氏・武末純一氏と共に踏査したが、鞠智城の土塁線を見出す事はできなかった。

但し、西側末端部に限り、明らかに人工的な地形を見い出した。

〔西側尾根〕山頂域の長さ 70~80m の尾根筋(標高200m) には、明確に加工の痕が残っている。

上面は 4~5m幅で郎平されており、ほほ水平の状態にある o 両斜面には削り落しの痕が顕著

で、直線状の法面が観察される。この尾根筋からは真南の方向に鞠智城跡を望むことができる。

鞠智城跡とは直線距離にして約 2km先にあり、この山頂からの比高は約60mである。加工の痕

は鳥根の先端域に限られている所から、鞠智城に関連した物見山の可能性がある(もちろん中

世山城の木野城関連の物見111の可能性もあるので、現段階では何ともいえない)。しかるに、
よこj(ら

この尾根筋の南西下に鞠智城の外郭線を構成する横枕の丘陵ラインがある。

(6)横枕の丘陵ライン
あいせがわ

立徳ラインの北東側は、合瀬川の迫地を挟んで横枕の丘陵ラインとなる(西側裾部との比高

は 5~8mlo 長さ 500m程で北東側は金頭の山裾に接しており、鞠智城の外郭ラインに相応し

い地形である。

横枕には金頭の南西側山腹から派生した帯状形の丘陵が下っており、長さは約O.5kmを測る。

端部は合瀬川の迫地まで伸びており、対岸に立徳土塁ラインの北端部を望む。この地は畑総の

圃場整備事業によって地形がやや変化しているものの、以前の地形図を見ると地形の大幅な変

動は無かった模様である。

現在、丘陵の背面は35~40mの平坦地となっているが、東西両側は斜面部となっており、見

た目に土塁線という感がある。特に西側斜面部は急な勾配で、裾部との比高は 5~6m に達す

るものと思われる。さらに金頭の山腹と接する北東側の鞍部は迫地が東西両側から入り込んで

おり、土塁線としての景観を際立たせている o

(7)小結

① 立徳~輿掛松一頭合ラインの尾根筋には、削平及び削り落としという加工の痕が見られ、

鞠智城跡の土塁線と見なしてよいと思われる。特に立徳ラインでは、最南端音15に物見山(中世

山城の遺構とも考えられる)があり、 i主目される。横枕の丘陵崖線ラインについても、広い意

味で土塁線の延長と考えられる。

② 金頭の山については主軸尾根の南西端部の尾根に物見の箇所が残る程度で、他にそれらし

き遺構はない。

従って、従来から言われてきた鞠智城の外郭説について、金頭を含めた北側と東側 帯は、

自然地形そのものが外敵の進入を拒む地形であり、人工の手は加わっていないと考えたい(小
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田氏の御示峻による)。従って、鞠智城の外郭ラインは、頭合一興掛松一立徳一横枕までに留

め置いて、金頭については、一部、物見の筒所を有するものに留まると推論する。

③ 大内について

従来は池の尾門礎を西側の門として見なしてきたが、迫地(袋小路)の西端部にあたる「大門」

口にも「門」があったと考えるべきである。地形から Lて池の尾門礎は、迫地の内部に余りに入

り込み過ぎていると言わざるを得ない。西側に限れば、「大門」口を第 の門、池の尾門礎を第

二の門とした方が自然である。

鞠智城の防衛面では、西方に大宰府からの幹道が通じている所から、頭合ラインの南端部と

「大門J口を仕切る必要がある。これと同じく立徳ラインと横枕ライン聞の迫地も、河じ理由で

~断されなければならない。すなわち、この 2 か所の守りを回める事で巨視的な鞠智城の防衛

ラインは完全なものとなる。この事から、現時点では伺い様も無いが、両所に水門の存在が推

定される。

幹道との存在と相侠って「大門」口を鞠智城の正門と考えてもよさそうである。実際、堀切門

礎と深of!門礎は、土塁線②の崖線下にあり、地形的に見て、車道には不向きである。一方、三三

枝の野首を正門に対する揚手と見なしたい。これについての考えは前に述べた。

(2 J鞠智城の広域説について

1.田辺哲夫氏の証言を基に大田がまとめたもの

(1) 昭和初年前後の事である。鞠智城調査研究の第一人者であられた坂本経亮氏を中心に乙益

重隆氏と田辺氏が鞠智城を歩かれた。折しも、大野城の調査が凋始された頃である。

(2) 今日、広域説の提唱者とされる坂本氏は昭和20年代までは狭域説を考えておられたという。

ところが、ちょうどこの頃、三氏は大野城の調査に参加され、特に坂本氏は大野城が周辺域に

水田地帯を取り囲んでいる事に強い印象を持たれ、「鞠智城の城域も見直す心要があるJ と提

言された。

(3) すなわち坂本氏は古代山城の場合、非常時における自給自足の蘭で、一定域の米の生産地

を確保する事は責務であると考えられたのである。この事を鞠智城にあてはめると周囲を山に

閏まれ、米原台地を広域的にjとから西にかけてぐるりと取り囲む初回川流域の水田地帯が板め

て重要なものとなってくる。

(4) 従って、この水団地帯を確保するために城域(防衛ライン)を周辺の山々まで拡大する必要

があるとの見方である。広域説の原点である。

(5) 坂本氏の考えに対して、乙益氏は積極的な賛同はきれなかった。広域説を考えた場合、城

域は総延長12kmにも及び(大田が5万分の lの地形図を使い大まかな距離を算出したところ約

10.4kmを測った)日本一、大きな古代山城となり、余りに大きすぎるという点においてである。
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(6) そこで、本文の冒頭にある様な鞠智城の踏査になったのである。三氏で歩いた結果、広域

説の西壁ラインとなる木野一立徳の稜線では確かに、土塁線が存在している事を確認し合った

という。

(7) 北壁から東壁ラインは乙益氏が一人で踏査された。その結果、このラインに土塁線は盤く、

自然地形を利用したものであろうとの解釈が乙益氏によってなされた。

(8) 三氏で協議した結果、 Jt域説の外郭ラインは西壁を実線とし、北壁~東接ラインは稜線づ

たいに破線で結ぶ事にしたという。

(9) 以後今日に至るまで、外郭ラインを全面踏査した者はいない。

2. 坂本経勇氏の研究 (r地歴研究第十編第五号大会発表号」昭和28年8月刊よりヲ|用)

(1)位置と地形

木野川・内田川を遡れば、北方、八方岳の西の鞍部を越えて矢部川に主り、高良山を経て、

碁緯城、大宰府へと連絡し得る上代の交通路である。昭和 6年の陸軍特別大演習の際、北軍の

肥後侵入にあたって、一隊はこの峡谷を下って米原台地に進撃した。(坂本氏は椎持往還で鞠

智城と大宰府が結ばれていたと考えられている。陸軍の逸話は興味深い)

(2)遺跡

1 城門社は堀切門礎(残り 3分の lは拙切木野神社の鳥居倒iにある)を南門とし、深迫門礎を

東門、池の尾門礎を西門とする。城門祉はこの他に「頭合」の大門主j止を初め、 5ケ所を想定し得る

が未調査である。(大門以外の城門祉がどこなのか、場所が特定されていないのが残念である)

2 頭合の礎石群

頭合の地は菊鹿の平野から減北の盆地に入る唯一の門口に当たっている。「牛落とし」の)11

瀬に臨む丘、端を再Jj平した部に礎石群がある。「牛落としJ の川添には巨大な花岡岩が集合し

ているが、大門と水門があってよい状態である。

3 大林と道場の中間、水田中に「的石的穴ない」があり、南川添にも花商岩の集合がある o

4. 甲子山の礎石

頂上は削平され、「蔵床(長者山のこと)にあるものと同様な礎石が配列されていた」とい

われているが、今は失われている。この地は米原の西側を監視し、内田川を遡って、大宰府と

の連絡にあたる位置を占めている。

5 水次の礎石

菊池川・迫間川の平地から米原に登るに際し、米原防衛の最尖端部にあたる。水次は「見て

次く」で防蜂土止として適当な所である。礎石があってもおかしくはないが、私は見ていまい。

鞠智城のものか、古寺の礎石であるか不明である。

6.土塁線

頭合の大門土止を基点にすると、東線は牛落としの谷を東に登り、鼓の御所、蔵床の南側、百

- 219ー



米の標高線に添って東行し、池の尾門礎石から南の丘に笠り、堀切北側の高地南童部を東行L

て南門士I上に到る。更に東行し、北に曲がって東門土止と連絡し、北行して馬の背の自然の丘を利

用して、ーす榎方面に伸ぴたのではないかと思われる。西線は大門祉から輿掛松、甲子山の連

丘の嶺線に添って北行し、永田付近で金頭の山嶺と合している様である。

西線は自然の連丘と急崖とを利用して、上方を平坦に外側を急峻に切り取って塁壁とし、丘

1頁の低い部分のみを築堤している。幅員は頂が約 2聞である。米原台地が自然の塁壁に閏まれ

ているので、独立する土塁は元来少なかったとも思われる。また、土塁の必要な所は、既に早

く開墾されて、現在は連絡する土塁線を見ることはできない。

7 米原の西側にある高地に頂上を削平し、土塁を巡らした遺構がある。眺望四方に展け、蜂

台として適当である o

1主. ( )の部分は大田の加筆である。

( 3)鞠管城の範閤

『鞠智城跡」熊本県文化財調査報告第59集より再録。
島津義昭

鞠智城の外郭の範囲については、二説ある。ーは米原台地を中心とする周辺の地を城域とみる。

二は初田川!の西の尾根部から初回川を横切り、黒蛭・堀切に至る範囲を城域とする見方である。

今、仮りに前者を狭域説、後者を広域説と呼ぴ、その当否を検討してみよう。(1)

広域説を強く提唱されたのは坂本経莞氏であった。鞠智城の土塁線について次のように述べ

られている。 (2)

「米原台地が自然の塁壁に閉まれてゐるので、独立する土塁は元来少なかったとも思はれ、又、

土塁の必要な所は既に早く開墾されて、現在は連続する塁線を見ることは出来ない」として、

具体的に鞠智城の範囲については次のように述べられた。「土塁が、東には科方の尾羽根をっ

たって豪野山をこえて登り、西は頭合の谷をこえて木野の尾羽根づたいにのlまって金頭で東線

と合し、周囲約12キロメートル鞍部には感土し、丘の外側を急崖に切り落すなど、地形の利用

が見られますJ

しかし、 1967年以降の調査で、確実に盛土の土塁線と認められるのは、米原台地の西の尾根

部のみであることが判った。

土塁線はi也ノ尾門礎の南側の斜面より始まり、池ノ尾門礎の北側lの斜面を昇り、灰塚、スズ

ミヶ御所を経て佐官ドン越えて、いったん切れるが、東折して米原から北に抜ける谷に面して

終わる。土塁の北と南の終点部分からは、それぞれ凝灰岩の急崖が連続しており、天然の防壁

となっている。凝灰岩崖は極めて急峻で、南側の堀切の集落を見下ろす付近で、比高差25-30

メートルを測る。こうして見ると、鞠智城は凝灰岩の号、撲を巧みに城域に組み込んでいること

が解る。また堀切門礎の南側の凝灰岩の崖線は、幅約50mにわたり切り落しが見られる。土塁
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線は、崖線の欠を補うように最小範囲を築かれているのである。従って、この土塁線と崖線の

延長を鞠智城の外郭の範囲とすることは可能である。

1980年に作成した空中写真により延長距離を算出すると、 3.5キロメートルを測る。

このような数値は、天智期に築城され規模の判明している朝鮮式山城と比較してみると、大

野城で (6.3km)、基弊城 (3.7km) に次いで大規模であるといえる o (3) 
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大野城

A桐殿場礎石群 2捕 H石間石垣

B主城原礎石群 19棟 I北 石 垣

C入ツ誼礎石群 14棟]小 石 垣

D村上礎石群 10棟 K大石垣

E猫担礎石群 5棟 L水域口門礎

F尾花礎石群 10棟 M担本口門礎

G増長天礎石群 4擁 N大宰府口門礎

第142図古代山城概念図

基緯城

A-G建物

(A4棟叫 C1椋 04町
E 3揖 F1轍 G4棟

H北帝門跡

I東北門跡

J南替水門跡

Kイム谷水門跡

鞠智城

A佐官どん礎石 H堀切門跡

B長者原礎石群 I探迫門跡

C宮野礎石

D長者山礎石群

E上原礎石群

A米原礎石群

A他ノ尾門跡

註 (1)島津義昭「鞠智城についての一考察Jr大宰府古文化論叢』所収 1983

(2)坂本経嘉「鞠智城祉に擬せられる米原遺跡に就いてJ地歴研究第10篇第5号 1931

坂本経嘉「鞠智城J I菊池文化物語J1964なお本文中の引用は後書より行なった。

(3)第142図の大野城、基捧城の概念図は九州歴史資料館編「大宰府展」の図録に拠る。
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〔備考〕長者さんの伝説について

(1) 故・坂本総勢氏が米原長者伝説を解剖されているので、ここに紹介する。

(c地歴研究第十編第五号大会発表号」昭和28年 8月刊よりヲ|用)

*'日の間に火を焚いて一日で田植えをしたf阿蘇の長者と宝競べをした時、米原長者は米の

多きを誇った」ことは、不動倉と関連する。

*'国府の長者から嫁を迎えて、其の荷物を運ぶ為に作った道が車路といって、熊本から竹迫

を経て、住吉辺まで続いているjこれは国府との関係や、肥後南部の物資を米原に蓄えたこと

が考えられる。

*清和村の油屋は「長者の油しめた所」で、運んだi由が三万駄あったので「三万田Jの地名が残っ

たことは、金峰山(火望山)、鳥の巣(飛火の伎)、弘生(火の尾)、富(飛火)、富納(飛火の尾)な

ど、合志原台地に残る村名と考え合わせて、防蜂の名残を留めている。

(2) 米j且集落には長者さんにまつわる伝説が残っているので、第 3図と第141図にその地点を

示した。以下その解説である。

①長者さんの金蔵ー・ ・長者山の山頂に残る礎石列。

②長者さんの足跡……町道沿いの「不動倉礎石」付近にある礎石上面の窪み。

③長者さんの的石 扇平な「深追門礎石Jとほぞ穴の総称。

④長者さんの韮畑一 ー鐘掛松集落の畑地に残る小名。

⑤長者きんの黄金蔵・"...米原台地と迫地を挟む北側の台地にある黄金塚古墳の呼称。

⑥長者さんの鶴の飼育場ー ー米原台地の西側裾部。「頭合」に接する初田川流域の水田地。

⑦長者団子…一 ・ 米原台地から出土する、いわゆる「高橋小僧Jと云われる鉄分の塊。

因子の形状を呈する。

③火の岡… ." ". 距離的にはかなり米原台地から離れているが、米原の西方に火の岡

と呼ばれる山がある。鹿本町の北壁をなす連山の東端部の事で、中途

には著名な不動岩がある。

伝説によれば、その昔、長者さんが田植えをするとき、あまりにも

水凹面積が広く、その日の内に終わらなかったので、火の問の頂上で

大量のi由を燃やし、太陽の代わりにしたという。

(この件に関し、黄金の扇子で太陽を招き返した。という話もある)

この伝説に関して、「火の岡Jは鞠智城の蜂火跡とされている o

(注)①・②・③④・①・⑤・⑦は第141図、③は第 3図に示した。
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第V章害警察

1 .建築祉

10-12次調査分で検出された 1-19号までの建築士止に、既に知られていた長者山と宮野の分

を加えると、その内訳は下記の様になる。

構造|棟
拙立 柱 】

礎石

礎石と掘立柱併用

備 考?

総柱 3棟側柱のみ13棟

長者山4棟・宮野礎石 1棟・ 4号建築止(地業土のみ)

礎石建物に掘立の庇が寸くものと恩われる。

10-12次調査分に限り、建築祉の大部分は掘立柱建築祉である事がわかる。

号桁行方
間 数 検出値 (m) 柱間サ法 (m)

向梁行桁行 梁千丁 桁行 梁行 桁行
(描 考

1 N640E 3 5 4.5 10.0 1.5 2.0 
(15尺) (お 3尺) (5尺) (6.7尺)

掘立柱(総柱)

Z N70υE 1 3 
2.4 4.2 1.4 1.4 
(8尺) (14尺) (5尺) (5尺)

掘立柱(側柱のみ)

3 N20"E 2 3 
6.0 9.0 3.0 3.0 

(20尺) (30尺) (10尺) (10尺)
掘立柱(世柱のみ)

4 N20"E 
長軌9.0 短軸6.4

(30尺) (21.3尺)
礎石

5 N74"E 3 4 6.9 12.0 2.3 3.0 
(23尺) (40尺) (7.7尺) (10尺)

掘立柱(総杵)

6 N7Z0E 3 6 6.0 16.4 2.0 2..4 
(20尺) (54.7尺) (6.7尺) (8尺)

掘立柱(側柱のみ)

7 N550E 3 
6.3 8.4 2.1 2.1 

(21尺) (28尺) (7尺) (7尺)
掘立柱(側柱のみ)

8 N67"E 3 6 
6.0 3.4 2.0 1.7 

(20尺) (11.3尺) (6.7尺) (5.7尺)
掘立柱(側柱のみ)

9 N67"E 2 
6.0 7.5 3.0 2.5 

(20);:) (25尺) (10尺) (8.3尺)
掘立柱(側柱のみ)

10 N6TE 2 3 
6.0 7.5 3.0 2.5 

(20尺) (25尺) (10尺) (8.3尺)
掘立柱(現住のみ)

11 東聞方向 5 6 
11.0 12.6 2.2 2.1 

(36.7尺) (42尺) (7.3尺) (7尺)
礎石・掘立柱併用

12 南北方向 5 6 11.5 13.2 2.3 2.2 
(38.3尺) (44尺) (7.7尺) (7.3尺)

礎石・掘立柱併用

13 南北方向 3 4 7.5 10.8 2.5 2.7 
(25尺) (36尺) (8.3尺) (9尺)

掘立枝(総柱)

14 東西方向 3 5 
7.2 14.5 2.4 2.9 

(24尺) (48.3尺) (8尺) (9.7尺)
掘立柱(側柱のみ)

15 N84"W 3 
7.2 11.6 2.4 2.9 

(24尺) (38.7尺) (8尺) (9.7尺)
掘立柱(側柱のみ)

16 N53"E 3 10 
7.8 26.6 2.6 2.65 

(26尺) (88.7尺) (8.7尺) (8.8尺)
撫立柱(側柱のみ)

17 N53"E 3 7.2 13.25 2.4 2.65 
(24尺) (44.2尺) (8尺) (8.8尺)

掘立柱(側柱のみ)

18 N600E 3 
8.1 20.8 2.7 2.6 

(27尺) (69.3尺) (9尺) (8.7尺)
掘立枝(側柱のみ)

19 南北方向 1 5 
6.3 15.0 3.0 

(21尺) (50尺) (10尺)
掘立柱 (1!~柱のみ)

第114表建築祉計測一覧表
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建築士止の配列について

尾根を利用した土塁線と崖線とに屈まれた米原台地の「内城」は、今日、 面の平坦地ではな

く、数十cmから数mの段差によって数プロックに分かれている事は本文中で述べた通りである。

地形の現況と第12次発掘調査までの所見から、鞠智城時代も基本的には現地形と大差無いもの

と考えられる。

従って、大野城などの山城程ではないにしろ、鞠智城の場合も建物の建造に際し、ある程度

の地形制約があった事は確実であろう(内ー練は唯一、離れた調査区の少監ドン地区である)。

それは検出された19棟の建物の桁行方向を示すものが、調査区ごとに細かなグループに分か

れる事からも証明される o 各グループの内訳は下記の通りである。

*Aグループ(3・4号建築社〕

N20"Eにあり、 89-1 . 11区からの検出である。礎石建物 (4号)と側柱のみの掘立柱建物(3 

号)で両建物は切り合いの関係にある。

*Bグル」プ (8・9・10号建築赴〕

N6TEにあり、 90-V'v[区からの検出である。いずれも側柱のみの掘立柱建物である。

*cグループ (11-14号建築祉】

東西・南北方向にあり、 90-V[・咽区からの検出である。礎石・掘立柱併用建物 (11.12号)

と掘立柱建物(13・14号)とがある。後者については、総柱のもの (13号)と側柱のみのもの (14号)

とに細分されるo

*Dグループ (16・17号建築士i1:)

N53"Eにあり、 90-IX区からの検出である。いずれも側柱のみの掘立柱建物である。

*Eグループ(2・5・6号建築枇]

桁行方向に多少の異なりがあるが、 N70"E-N74"Eの範囲に 3棟(2・5・6号)が援ぶ。

いずれも掘立柱建物であるが側柱のみのもの(Z・6号)と総柱のもの(5号)とに細分される 0

89-11区と 90ー盟区からの検出である o

以上、 A-Eまでのグループに分けたが、まったく単発的に所在するものも 4棟ある。

( 1号建築技) N64"Eで、 89-11区からの検出である。総柱の掘立柱建物である。

( 7号建築杜) N 55" Eで、 90-V区からの検出である。側柱のみの掘立柱建物である。

(15号建築赴) N84"Eで、 90一四区からの検出である。側柱のみの掘立柱建物である。

(18号建築杜) N 60" Eで、 90一政区からの検出である。側柱のみの掘立柱建物で、 17号と切

り合い関係にある。
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2. 出土遺物

(1)建築祉の掘形・埋土より出土した須恵器の年代について

建築社刻。 器種 遺物実醐倒0， 時 代
3号 杯身 160 7世紀中葉

5号 杯身 258 / 
杯輩 260 / 

6号 蓋 259 7世紀後半

脚台 381 / 
7号 f不蓋 382 7世紀後半

土平叢 383 7世紀初頭

11号 杯蓋 401 7世紀後半

司= 404 / 
12号 品台付碗 535 7世紀後半 8世紀
16号 杯身 615 6世紀 第115表須恵器年代表(1)

(2)各調査区の撹乱土層より出土Lた須恵器の年代について

調査区 器種 遺物実i即匝No， 時 代 謂査区 器種 遺物実棚田助 時 代
司く蓋 5 6世紀後半 杯蓋 3日7 7世紀中葉~後半
杯蓋 2 7世紀前半 90-V 杯蓋 3日B 7世紀後半

杯蓋 3 4少 杯蓋 310 。

89-I 均二身 4 イシ 斎 297 6世紀後半

杯蓋 1 7世紀中葉 壷 301 8-9世紀

杯身 9 。 90-VII 杯蓋 402 7世紀後半

杯身 6 7世紀中葉一後半 90-1~ 杯身 533 7世紀中葉後半
杯最 7 。 両白付碗 535 7世紀後半
珂、 161 7世紀 杯蓋 612 7世紀中葉

日9-rr 品台付碗 162 7世紀 杯身 616 。

杯最 165 9世紀 90-IX 杯身 614 7世紀中葉後半
杯最 169 9世紀 杯身 615 イシ

90-III 杯身 258 7世紀前半 大墾 613 8-9世紀

第116表須恵器年代表(2)

(3)出土遺物の須恵器から見た建築祉の年代について

①数量的には限られるが、建築祉の掘形・埋土から出土した須恵、器は11個体分で、年代を推定

し得るものは、 7個体であった。内訳は、 6世紀代のもの、 7世紀代のもの、 7世紀中葉のも

のがそ手々 1個体で、残り 4個体はいずれも 7世紀後半にかかるものであっ t.:.o

従って、この事により建築士止の年代を 7世紀後半頃と線引きする事が可能である。

②建築祉の年代を補足するものとして、各調査区より出土した遺構外出土の須恵器は、下記の

ようになる。すなわち、年代の推定できる須恵器は計26個体分で、細分すれば、

• 6世紀後半のもの(2個体)

・7世紀前半のもの(4個体)

・7世紀中葉のものは個体)

. 7世紀中葉一後半のもの(6個体)

7世紀後半のものは個体)

-7世紀代のもの(2個体)

-8-9世紀代のもの(2個体)

-9世紀代のもの(2個体)

となり、やはり、 7世紀中葉から後半にかかるものが、計14個体で、全体の 5割強となる。
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③これらの事により、建築士止の年代は『統日本紀』にいう鞠智城の繕治時期にあたる 7世紀後

半頃と推定したい。

④なお 6世紀の須恵器は、明らかに竪穴住居祉に関連するものであるが、 7世紀前半~中葉の

ものが計7個体分出土しており、これらの取り扱い方が問題である。今後の検討課題であるが、

ここでは鞠智域調査専門員の意見を参考例として記す。

{武末純一氏 89-1区より検出された、小型の掘立柱よりなる②・③号住居社時代のもの

であろう。

〔出宮徳尚氏〕 鞠智城は、天智天皇4年 (665年)に築城きれた大野城・基緯城よりも、ある穏

度古い築城ではないか。両城と異なり、築城期が文献に未記載である事を考える

必要がある。これら、 7世紀前半一中葉の須恵器が裏付け資料のーっとなり得る o

3.布目瓦について

軒丸瓦は金正く、 5点の丸瓦以外は総て平瓦であった。平瓦では 4点が完形に近い状態に復元

できた。

平瓦は凸面のタタキ目と調整方法によって 4類18種に分類した。 I類は格子タタキ目を持つ

もの、 E類は条痕を持つもの、皿類は縄目を持つもの、百類は調整によりタタキ目が消去され

ているものである。

これらは第 7次調査の分類と同様であるが、五類の中にこれまで知られていないタイプがあ

る。第 9次調査の長者山調査区から出土したもので、深い条痕で、単位がわかり、幅と間隔が

広い所に特色がある。幅 7-10mm、間隔 7-9剛、深さ 2-3 mm を ì~U る。残存の長さは縦位で

最大46cm、横位で最小27cm、最大35咽を測り、かなりの大型瓦である。本文中ではこれを IIf 

類と分類した。

総じて、布日瓦の焼成は悪い。

なお、 9-12次調査で出土した布目瓦は、総数608点である(分類不可能な細片を除く)。

調査区は12か所であるが、出土地点については片寄りがあり、 W区 200点、長者Ilr119点、

司区 78点、 V区 80点、町区 69点となり、この 5つの調査区だけで546点(全体の90%弱)を数

える。

4.その他

〔遺 構〕 鞠智城以前の遺構と Lては、 3世紀末一 4世紀初頭と 6世紀末の竪穴住居祉が検

出されたo さらに時期の決定はできないが、周閣の状況から 7世紀初頭~中葉と推察される小

型の掘立柱住居並も検出されている。
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5.城域について
(注)(4)・(6)における土塁線の番号は第10図と第140図を参，向。

( 1 )鞠智城の築城に際しては、当然の事ながら、かなりの選地がなされたものと思われる。

城が築かれた米原台地そのものが独立台地である上に、南側を除く三方は、北方から南下する

八方岳山系の山塊とその支脈尾棋に聞続されており、完全な防禦地形にあると言える。

さらに、地形的に関口の状態にある南側についても、すぐさま、菊池平野に接する事なく台

台地をはじめとして一連の台地が問にワン・クッションとして存在する事に、城としての絶妙

の選地がある。

( 2 )城域は米原台地の上面域と 3つの城門、及び土塁線によって形造られる「内城」が真の城

域と思われる o これに加え西側の「大門」口と南側の扉風岩ライン、さらには米原台地を取り巻

く迫地や深谷を加えた広い城域としての外城を考える必要があろう。これらの城域を総称して

鞠智城の内郭とする。

( 3 )一方、この内郭を補うものとして、人工の手が加わったと見られる自然地形の範屈を外

郭とする見方ができょう。この場合、西側の土塁線を外郭①、東側の土塁線を外郭②とする。

( 4 )規模

小田富士雄福岡大学教授の御示唆を得て、従来、内郭と外郭に分けていた鞠智城跡の城域

を次のようにまとめた。なお、この際、内郭を内城と外城とに細分した。

1.内城(ないじよう)

真の城域で、基本的には米原台地の崖線と土塁線①・②を結んだラインである。線上に 4つ

の城内が含まれる。

北の門礎石(推定)ー米原台地の北縁一東縁一三枝の石垣(野首地形・捌手)一米原台地の南東

縁一馬こかしの石垣ー深迫門礎石一土塁線②(扉風岩ライン)の外側一堀切J門礎石一土塁線②の

外側一池の尾門礎石一土塁線①。

他の古代111城の線引きを基準と Lたもので、城域は最大幅(東西HI.J866m、最長(南北)約982

m、会周約3.67km、面積約51.1haとなる。

2.外城(がいじよう)

城域を拡大したものである。周辺を迫地によってグルリと取り閏まれた米原台地全体を含め

るもので、土塁線②(扉風岩ライン)を最大限に生かし、「大門J口を城域に取り込んだものであ

る。

米原台地の北側裾部一東側裾部一三枝の石垣(野首地形・捌手)一米原台地の南東側裾部一馬

こかしの石垣ー深迫門礎石一土塁線②の外側一大門一米原台地の西側裾部。

城域は最大幅(東西)約1.55km、最長(南北)約1.13也、全周約5.82kmの長さで、面積約

70.4haとなる。
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3.外郭ライン①

自然地形を利用して、鞠智城の守りをさらに大きく、外側へ拡大したものである。「大門J口

に端を発 L、山の尾根を加工した土塁線と丘陵の崖線を利用した妨衛ラインが約2.4km続く。

最終地点は金頭の南西側末端尾根に残る物見の箇所である。

大門一頭合ラインー輿掛松ラインー立徳ラインー横枕ラインー金頭の物見山箇所。

これに、まったく補足的な外郭ラインしとて、城の揚子にあたる鏡掛松の土塁線①(外郭ラ

イン②)が加わる。

(5 )城の正門

城門が南側に集中しているので、従来、城は南向きと考えられてきた。さらにこの考えを補

足するものとして、幹道の存在があげられる o

すなわち、大宰府からの幹道は大方、現在の九州縦貫自動車道に沿う形にあったと推察され

るが、菊水インター付近で東の方向へ向かう脇道が派生していたとされる。山鹿市一鹿本町一

菊池市限府町を抜けて鞠智城と直結するというものである。この場合の正門は堀切内となり、

大宰府からの道程は約76kmとなる。 通常 l日半-2日の行程であろう(堀切門を正門とする考

えは幹道一脇道の考えと相侯って、島津参事が強く推している)。

一方で、今回、新しい考えとして大内口を正門とする考えも出てきた。この場合は、大宰府

から八女を山越えして、鞠智城の東側へ至る椎持往還ルートとよばれるものである。崖線下に

ある堀切門とは異なり、スムーズな入城が可能となる。この考え方も、 考の余地がある。

( 6 )出宮徳尚氏の城域線引き

現地を踏査した岡山市教育委員会文化課の出宮徳尚氏から、鞠智城の規模について貴重な提

言をいただいたので紹介したい。

出宮氏は、内城の範囲については問題無いとした上で、次の事柄を補足している。

1.野首地形を呈する三枝の石垣ラインは、内城説において東側へ食み出たままとなっている。

Z 外郭ラインの土塁線①は三枝の石垣ラインと結ぼれるのではないか。

3 今日、畑総の悶場整備事業が終了している米原・北側台地(米原台地と深谷を挟んで相対す

る)を旧地形図や米軍撮影(終戦直後)の航空写真で検討すると、明らかに外郭ラインの土塁線

③の延長部分が台地内を南から北へ走行している。

4 米原台地の間縁を走行する内郭ラインの土塁線①についても検討すべきである。すなわち、

土塁線の北端にあたるシャカンドンから、更に北方の山腹を下る土塁線があり、結果的に谷越

して米原・北側台地にある外郭ラインの土塁線①と連結する。

5 さらに内郭ラインの土塁線①について、涼みケ御所から南西方向へもう一本の土塁線が山

腹を下っており、最終的に水門を挟んで扉風岩の土塁線、②と結ぼれるというものである。

6.出宮氏は、これらを内城に対する複郭ラインと見な L、鞠智城の外城と見なしている o
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7.さらに内城の北側門礎推定地に水門の存在を指摘している o

8.外郭ラインは次の通りである。頭合一輿掛松ラインは鞠智城の土塁線そのものであるが、

立徳ラインについては、明らかに中世山城としての手が加えられている。

9.横枕の丘陵ラインも、旧地形図や米軍の航空写真により土塁線と認識できる。

10.金頭も南西の山腹尾根筋に限り、土塁線を認める事ができる。この土塁線は横枕土塁線の

延長上にある。さらに会頭の西側よりの尾根に物見(出曲輪)の箇所がある。

第144図城域線引き(出宮説)
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(7)大野城・基緯城・鞠智城の城域比較について

三城の城域を比較すると下記のようになる。各城跡、については①が大野城、②が基緯城、鞠

智城は③ 1が島津説、① 2が大田説、③ 3が出宮説となる。

@ー1鞠智城島津説

6. まとめ

②基韓城

①大野城

@-2鞠智城。大田説 O-3鞠智城出宮説

第146図城域比較図 o 500 
とニニニニ

第117表城域延長距離比較表

1∞附m

j 

昭和42年度から断続的に実施している鞠智城跡の発掘調査も本報告書に記載した第四次ー第

12次調査(昭和63年度一平成 2年度)において格段の成果をあげることが出来た。特に第10次

調査では、過去 2度にわたって行った宮野礎石群の再調査と新たに少監ドン地区の調査によっ

て、従来礎石を持つ建物の確認に重点をおいた調査から、掘立柱建物の確認へと大きな変化を

したということが出来る。つまり、「伝鞠智城跡J の名称、から「伝」を消去して γ鞠智城跡」

とした昭和51年以来の随期的な時期に匹敵する変化であるともいえよう o
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このような成果の進行中に、平成 2年度からは単県費をさらに上積みした調査をすることが

できるようになり、従来に比べるとまさに数倍の面積を調査することができたわけである。こ

の期間の遺構検出状況については、第四図「遺構配置図」及び第16図「遺構全体図」に示す通

りであるが、長者山の礎石群から束へ向かつて宮野礎石建物跡が面的に、しかも連続して広が

ることが確認でき、さらに東側の町道一帯まで広がる可能性が予想できるようになってきた。

既に第 5次調査(昭和54年度)の町道拡幅工事に伴う調査や第4次調査(昭和44年)の不動倉

跡調査によって町道沿いにも建物跡の存在が確認でさており、今回検出の建物との連続性がい

よいよ高くなったといえる。

今回の新たな検出遺構としては、鞠智城跡に関連する時期のものとして、掘立柱建物跡16棟、

礎石建物跡 1棟(地業土のみ)、礎石と掘立柱併用建物跡 2棟で、その他に鞠智城の築城以前

と見られる 4世紀初頭と 6世紀末の竪穴住居跡が18筒所ある o 各遺構の詳細については第五章

「調査の成果」で述べているところである o

次に鞠智減跡の城域については、従来、内郭説と外郭説が論じられてきた所であるが、城域

を確定することは、極めて重要な要件である。

米原集落を中心とした台地は、東側から南側にかけては自然の崖甑を利用し、西側は池の尾

門礎ー灰塚一蜂見の御所ーシャカンドンにかけて土塁を巡らした一つの防御線を形成している。

この点については、一般的に共通の理解を得ている所である。

今回の新しい所見は、城の西方にあたる本分集落に残る「大門Jという地名に拠って、「大門J

から塩井川沿いに途中、迫道を通り「池の尾」門礎から城内に入札米原台地の南棋u崖線沿い

に東へ進み、「堀切」門礎及び「深迫J門礎からの道と合流して「馬こかしの石垣」を経て米

原に至るという Jレートが想定されたことである。この惣定に基づいた調査の方針が立てられる

かどうかにかかっている。現在確認できている大門一頭合一木野一立徳一横枕ー金頭に至る土

塁線をはじめ、官道や車路との関連、さらには米原台地の北側にある土塁線の切れ目なと、を今

後、詰めていく必要がある。

以上の通り、米原台地内の遺構の配置状況の確認は、やっと絡についた感があり、その広が

りの把握はもちろんであるが、外郭線の確認や蜂火の確認など、今後やるべき問題は多い。

〔隈 昭志]
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写真図版



図版 1 鞠智城跡遠景(1)

図版2 鞠智城跡遠景(2)

図版 3 米原集落遠景(1)



図版 4 89-1区-90-VI区

図版 5 90-W・1庫区

図版 6 90一区区



図版 7 内城の土累車駅D

図版8 掘切門礎石(1)

図版9 米原集落遠景(2)(90-vl区より)

図版10 長者山遠景(90-111区より)



図版11 内城の土塁線①(90-V区より)

図版12 1号建築1止と④・⑥号住居祉の

切り合い状況

図版13 6号建築祉

図版14 2号建築士止・ 5号建築士北



図版15 89-n ・90-ill区

図版16 3・4号建築祉の切り合い状況

図版17 4号建築枇の地業土

図版18 90-1¥1区・造成跡



図版19 宮野礎石建築地

図版20 7号建築t止

図版21 90-VIK 

図版22 90-VI区



図版23 90一四区西壁土層断面 (S45・S46) 

図版24 90一四区西援土層断面(P149) 

図版25 11号建築士北(90一四区側)

図版26 90一四区・土地遺物出土状況(1)



図版27 90-W区・土拡遺物出土状況(2)

図版28 12号建築地

図版29 13号建築士北

図版30 3号建築士止 P 36掘形断函



図版31 839の礎石地業断面

図版32 838の礎石地業断商

図版33 16号建築士止・ P240 

図版34 17・18号建築祉の切り合い状況
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図版35 出土遺物(1)
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図版36 出土遺物(2)
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図版37 出土遺物(3)
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図版38 出土遺物瓦(1)
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図版39 出土遺物瓦(2)



図版40 出土遺物瓦(3)
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図版41 出土遺物瓦(4)
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図版42 出土遺物石器
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